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安全について
車両の運転，整備，修理時に発生する事故の大部分は，安全確保のための基本的なルールや注意事項を
守らなかったことが原因となっています。事故の多くは，あらかじめ考えうる危険状況を認識すること
によって未然に防ぐごとができるものです。作業者は，安全に影響を及ぼす恐れのある人的要因を含
む，潜在的な危険に注意しなければなりません。整備作業者はこれらの作業を適切に行うために正しい
工具と技術を使用し，専門の訓練を受けていなければなりません。

不適切な方法で車両の運転，給脂，整備または修理を行うことは危険で，重傷事故または死亡事故を招
く恐れがあります。

本製品の運転，潤滑，メンテナンス，修理については，その作業の実施が許可されており，運転，潤
滑，メンテナンス，および修理に関する情報を読んで理解していることを確かめるまで行わないでくだ
さい。

本書および車両上には安全上の注意事項が記載されています。これらに留意しないと，作業者自身また
は周囲の人たちが死亡または重傷を負う可能性があります。

これらの危険は「安全に注意を集中させるシンボル」およびそこに含まれる「標語」，「危険」，「警
告」または「注意」で識別されています。例えば次に示す「警告」で目立つように説明されています。

この安全警告記号は次のことを意味します。

要注意， 危険防止， 安全第一。

このシンボルに続いて，予想される危険の内容が説明文または図によって示されます。

製品を損傷する恐れのある運転操作については，製品上および本書内で “注意” ラベルにより明示されて
いる箇所に記載されています（このリストはすべてを網羅するものではありません）。

どこにどんな危険があるかを完全に予知することは，Perkins にとって困難な問題です。 したがって本
書および車両に貼付したラベルに記載されている警告の内容も，必ずしもすべての場合を説明している
訳ではありません。 作業場所特有の規則や諸注意等，その使用場所で本製品を運転する際に適用される
すべての安全上の規則や注意事項に関して考慮したと確信できない場合は，本書の記載と異なる方法で
本製品を使用しないでください。 Perkins が特に推奨していない工具，作業手順，作業方法，操作技術
を使用する場合には，整備作業者は自分自身および周囲の人たちの安全を十分に確かめなければなりま
せん。 また，その作業の実施が許可されており，使用する予定の運転，潤滑，メンテナンス，修理の手
順によって，本製品が損傷したり，安全性が損なわれたりしないことを確認する必要があります。

本書の説明，整備基準，および写真やイラストは，本書を作成した時点で利用し得た情報にもとづいて
います。 整備基準，締付けトルク，圧力，寸法，調整方法，写真やイラスト等は常に変更されることが
あります。 これらの変更は，製品の整備作業に影響を与えることがあるので， 実施しようとする整備作
業について必要な情報を漏れなく集め， 最新情報は，Cat ディーラから入手できます。

注意
この製品で交換部品が必要な場合，Perkinsでは純正のPerkins®交換部品の使用を推奨しています。

他の部品は，純正機器の一定の仕様を満たしていない場合があります。

交換部品を取り付ける際，機械の所有者/使用者は，機械が依然として該当要件すべてに適合しているこ
とを確認する必要があります。

アメリカ合衆国では，排出ガス制御装置およびシステムのメンテナンス，交換または修理は，所有者の
選択によって，修理施設または所有者個人で実施される場合があります。
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はじめに

カカリリフフォォルルニニアア提提案案6655警警告告

カリフォルニア州の知見によると，ディー
ゼルエンジンの排気ガスおよびその成分の
一部は癌，先天性欠損症および他の生殖障
害の原因になります。

警警告告 –– ここのの製製品品をを使使用用すするる際際，，エエチチレレンン
ググリリココーールルななどどのの化化学学物物質質ににささららさされれるる
可可能能性性ががあありりまますす。。エエチチレレンンググリリココーールル

はは，，カカリリフフォォルルニニアア州州のの知知見見にによよるるとと，，先先天天性性欠欠
損損症症おおよよびび他他のの生生殖殖障障害害のの原原因因ににななりりまますす。。詳詳細細
ににつついいててはは，，以以下下をを参参照照ししててくくだだささいい。。

www.P65Warnings.ca.gov

この化学物質を摂取しないでください。偶
発的な摂取を避けるため，この物質を扱っ
た後は手を洗ってください。

警警告告 –– ここのの製製品品をを使使用用すするる際際，，鉛鉛やや鉛鉛化化
合合物物ななどどのの化化学学物物質質ににささららさされれるる可可能能性性
ががあありりまますす。。鉛鉛やや鉛鉛化化合合物物はは，，カカリリフフォォ

ルルニニアア州州のの知知見見にによよるるとと，，癌癌，，先先天天性性欠欠損損症症おおよよ
びび他他のの生生殖殖障障害害のの原原因因ににななりりまますす。。詳詳細細ににつついいてて
はは，，以以下下をを参参照照ししててくくだだささいい。。

www.P65Warnings.ca.gov

鉛を含む可能性があるコンポーネントを
扱った後は，手を洗ってください。

ササーービビスス資資料料のの内内容容

本書には，安全および操作上の指示，潤滑およびメ
ンテナンスについての情報が記載されています。本
書は，エンジンエリア内またはその付近に設けたド
キュメント用ホルダまたは収納エリアに保管してく
ださい。本書は，読んでサービス資料の内容とエン
ジン情報を確認したうえで保管してください。

Perkins製品に関する刊行物は主に英語で記述されて
います。使用されている英語は，翻訳や一貫性の確
保を容易にするものです。

本書に掲載されている一部の写真やイラストについ
ては，ご使用のエンジンのものとは異なる細部やア
タッチメントが示されている場合があります。説明
上の便宜から，ガードやカバーが図中に示されてい
ない場合もあります。製品設計の継続的な改善と改
良のため，本書に記載されていない変更事項がご使
用のエンジンについて生じている場合があります。
エンジンまたは本書に関する質問がございました
ら，入手できる最新の情報について，Perkinsディー
ラまたはPerkinsの代理店にお問い合わせください。

安安全全ににつついいてて

本項には，基本的な安全についての注意事項が記載
されています。また，危険に関する事項や警戒すべ
き状況についても説明しています。本項に記載され
ている基本的な注意事項に目を通してその内容を理
解するまでは，本製品の潤滑，整備，修理を行わな
いでください。

作作動動

本書に記述されている操作技術は基本的なもので
す。操作技術は，エンジンをより効率的かつ経済的
に運用するために必要な能力と技術を向上させるの
に役立ちます。オペレータがエンジンに関する知識
とエンジンの性能をより知るに従って，能力と技術
は向上します。

運転操作編に記述されているのは，オペレータ用の
参照情報です。オペレータが行うべきエンジンの点
検，始動，操作および停止については，写真やイラ
ストを用いて解説されています。本項には，電子的
な診断情報に関する説明も含まれています。

保保守守整整備備

保守整備編は，エンジンの手入れに関するガイドで
す。保守整備編に記載された段階的な作業手順は，
サービス時間および/または暦時間でのメンテナンス
間隔で分類されています。それに続き，メンテナン
ススケジュールの各項目が詳細に説明されていま
す。

推奨の整備は，給油整備間隔に示されている適切な
間隔で実施する必要があります。給油整備間隔は，
エンジンの実際の運用環境の影響も受けます。した
がって，ホコリが多い，湿度が高い，凍結するほど
気温が低いなどの過酷な運用環境における潤滑やメ
ンテナンスは，給油整備間隔に規定されているより
も頻繁に実施しなければならないことがあります。

メンテナンススケジュールの項目は，予防メンテナ
ンス管理プログラムを念頭に構成されています。予
防メンテナンスプログラムに従った場合，定期調整
は必要ありません。予防メンテナンス管理プログラ
ムを実践することで，想定外の休車時間や故障が減
り，それに付随したコスト回避によってオペレー
ティングコストを最小限に抑えることができます。

保保守守整整備備のの間間隔隔

各項目に対するメンテナンスは，必要とされる間隔
ごとに実施してください。各レベルおよび/または
各レベルの個々の項目は，実際のメンテナンス方
法，運用および用途に応じて実施時期を早めたり遅
らせたりする必要があります。 Perkinsは，メンテ
ナンススケジュールをいつでも思い出せるように複
製してエンジン付近に表示することを推奨します。
Perkinsは，エンジンの永続的記録の一環としてメン
テナンス記録を保持することも推奨します。
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認定PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店は，メ
ンテナンススケジュールの調整をサポートし，運用
環境のニーズを満たすことができます。

オオーーババーーホホーールル

エンジンの大規模なオーバーホールについては，実
施間隔とその間隔で実施すべきメンテナンス項目を
除き，取扱説明書に詳細は記載されていません。大
規模な修理は，トレーニングを受けた人か，認定
Perkinsディーラまたは代理店に依頼することをお勧
めします。 PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店
では，オーバーホールプログラムに関してさまざま
なオプションをご用意しています。エンジンの大規
模な故障が発生した場合にも，多数の故障オーバー
ホールオプションがご利用いただけます。こうした
オプションの詳細については，Perkinsディーラまた
はPerkinsの代理店にお問い合わせください。
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安安全全上上のの基基本本的的注注意意事事項項

i05444940

警告ラベル

エンジンには固有の警告ラベルがいくつか貼り付け
られている場合があります。 この項では，警告ラベ
ルの取付け位置と具体的な内容を解説します。 警告
ラベルの内容はすべて把握しておいてください。

警告ラベルの内容は，すべて読取り可能な状態であ
ることを確かめます。 説明の文面や図が読み取れな
い場合は，警告ラベルを清掃するか交換してくださ
い。 警告ラベルの清掃には，布，水，石鹸を使用し
ます。 有機溶剤、ガソリン、または刺激の強い化学
薬品は使わないでください。 溶剤，ガソリン，化学
薬品は，警告ラベルを貼り付けている粘着剤を弱め
る場合があります。 粘着剤が劣化した警告ラベル
は，エンジンから剥がれ落ちるおそれがあります。

警告ラベルが破損または欠落した場合は，新しいも
のを貼り付けてください。 警告ラベルが貼られてい
るエンジン部品を交換する場合は，交換部品に新し
い警告ラベルを貼り付けてください。 新しい警告ラ
ベルは，Perkinsの代理店から入手できます。

（（11））汎汎用用警警告告

取扱説明書の説明と警告を熟読し理解した上で、こ
の装置の運転操作あるいは作業を実施してくださ
い。上記の指示や警告事項を守らないと、重傷事故
または死亡事故を起こす恐れがあります。

図 1 g01154807

代表例

汎用警告ラベル(1)は，バルブ機構カバーベースの両
側に配置されています。
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図 2 g01392790

ラベルの位置
(1)汎用警告

（（22））エエーーテテルル警警告告

エーテルなどのエアゾール･タイプの始動補助剤を
使用しないでください。爆発事故または人身事故を
起こす恐れがあります。

図 3 g01154809

代表例

エーテル警告ラベル(2)は，インレットマニホールド
のカバーに配置されています。
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図 4 g01392789

ラベルの位置
(2)エーテル (3)手の接触（高圧）

（（33））手手のの接接触触（（高高圧圧））

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。

図 5 g01154858

代表例

手の接触（高圧）警告ラベル(3)は，フュエルマニ
ホールドの上部に配置されています。

i08394970

安全上の基本的注意事項

図 6 g00104545

機器の整備を行う前に， “運転禁止” の警告タグまた
は類似の警告タグを始動スイッチまたはコントロー
ルに取り付けます。
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図 7 g00702020

必要に応じて硬質素材製ヘルメット，保護メガネお
よび他の保護具を着用してください。

コントロールレバーなどのエンジンの部品に衣服な
どがひっかかることのないように，身体に合った正
しい服装をしてください。

すべての保護ガードおよびカバーがエンジンの所定
位置に固定されていることを確認します。

エンジンに異物を付着させないでください。デッ
キ，通路，階段上にある粉塵，オイル，工具，その
他の物は取り除いてください。

給油整備用のオイル等はガラスの容器に入れませ
ん。液体類はすべて適切な容器に抜き取ってくださ
い。

液体は法令に従って廃棄すること。

洗浄液は注意して取扱います。

修理が必要と思われる個所があったら現場責任者等
に報告します。

許可されていない人を機械に乗せないでください。

メンテナンスや電気系統の整備を実施する際は，
バッテリを切り離します。バッテリアースケーブル
のリードを切り離します。スパークを防止するため
に，リードをテープで留めます。装着の場合，バッ
テリを切り離す前に，尿素水を抜き取ります。

機械を整備姿勢にしてエンジンの整備を行ってくだ
さい。機械を整備姿勢にする手順については，OEM
情報を参照してください。

理解していない修理は行わないようにしてくださ
い。適切な工具を使用すること。損傷した器具は交
換するか，修理してください。

新しいエンジンを初めて始動するときや，整備後の
エンジンを始動するときは，過回転数になった場合
にエンジンを停止できるようにしておいてくださ
い。エンジンの停止は，エンジンへの燃料供給や空
気供給を停止することにより実行できます。燃料供
給ラインのみが遮断されていることを確かめてくだ
さい。フュエルリターンラインが開いていることを
確かめてください。

エンジンの始動は，運転室（キャブ）から行ってく
ださい。始動モータターミナル間またはバッテリへ
の直結は絶対にしないでください。この行為は，エ
ンジンのニュートラル始動システムをバイパスした
り，電気系統を破損したりする可能性があります。

エンジンの排気ガスには人体に有害な燃焼生成物が
含まれています。エンジンの始動および運転は，換
気の良い場所で常に行ってください。閉め切った場
所ではエンジンの排出ガスを外部へ排出します。

カバープレートを取り外すときは，注意が必要で
す。カバープレートまたは装置の反対側にある最後
の2本のボルトまたはナットを徐々に緩めてくださ
い。ただし，この時点では取り外さないでくださ
い。最後の2個のボルトまたはナットを取り外す前
に，カバーを動かして緩め，スプリングの圧力やそ
の他の圧力を解放してください。

加加圧圧空空気気おおよよびび加加圧圧水水

加圧空気や加圧水によって破片や熱湯が飛散する恐
れがあります。この行為により，重傷事故を起こす
恐れがあります。

加圧空気や加圧水が直接身体に触れると，重傷事故
を起こす恐れがあります。

清掃作業で加圧空気や加圧水を使用する際は，保護
服，安全靴および目を保護する安全具を着用してく
ださい。目を保護する安全具には，ゴーグルやフェ
イスシールドなどがあります。

清掃のための最高空気圧は，205 kPa (30 psi)未満で
なければなりません。清掃目的での最大水圧は，必
ず275 kPa (40 psi)以下にしてください。

高高圧圧ののオオイイルル

エンジンが停止してから長時間経過しても，油圧回
路内に油圧が残っている場合があります。圧力を正
しく解放しないと，圧力により油圧作動油およびパ
イププラグなどの部品が急に飛び出す恐れがありま
す。

油圧を解放するまでは，いかなる油圧部品も取り外
さないでください。さもないと重大事故が生じる恐
れがあります。油圧を解放するまでは，油圧部品の
分解を行わないでください。さもないと重大事故が
生じる恐れがあります。油圧の解放に必要な手順に
ついては，OEMの資料を参照してください。
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図 8 g00687600

漏れの有無を点検するときは，必ずボードまたは段
ボールを使用してください。高圧で漏れたオイル
は，身体に貫入する恐れがあります。オイルが身体
に貫入すると重傷および死亡に至る恐れがありま
す。ピン穴からの漏れにより重大事故が生じる恐れ
があります。オイルが身体に貫入した場合，すぐに
治療する必要があります。専門医の診断を受けてく
ださい。

装装置置内内のの液液体体のの回回収収

エンジンの検査，整備，試験，調整および修理の実
施中は，油水類が確実に収容されるよう十分注意し
てください。コンパートメントを開く前またはコン
ポーネントを分解する前は，油水類を適切な容器に
回収できるよう準備をしておいてください。

• 油水類の回収に適したツールおよび装置のみを使
用してください。

• 油水類の収容に適したツールおよび装置のみを使
用してください。

液体は法令に従って廃棄すること。

超超低低硫硫黄黄デディィーーゼゼルル燃燃料料給給油油時時のの静静
電電気気のの危危険険性性

超低硫黄ディーゼル（ULSD，Ultra-low Sulfur
Diesel）燃料内の硫黄およびその他の化合物を除去
することで，ULSDの伝導率が低下し，ULSDの静電
荷蓄積能力が高まります。精製業者は，燃料に帯電
防止添加剤を加えている場合があります。添加剤の
効力は，いつでも複数の要因により低減する恐れが
あります。静電荷は，ULSD燃料が燃料供給システ
ムを通る間に蓄積される恐れがあります。可燃性の
蒸気が存在する場合に静電気の放電が生じると，火
災または爆発につながる恐れがあります。車両に給
油する際に使用するシステム（燃料供給タンク，ト
ランスファポンプ，トランスファホース，ノズルな
ど）が，すべて適切にアースおよび接続されている
ことを確認してください。燃料またはフュエルシス
テムのサプライヤに相談し，供給システムが適切に
アースおよび接続された給油標準に適合しているこ
とを確認してください。

給油する際は，静電気のリスクを避けるようにして
ください。 超低硫黄ディーゼル（ULSD，Ultralow
Sulfur Diesel）燃料は，硫黄分の高い従来型の
ディーゼル燃料に比べ，静電気発火の危険性が高く
なっています。火災または爆発による死亡事故や重
大事故を防止してください。燃料またはフュエルシ
ステムのサプライヤに問い合わせて，燃料供給シス
テムが給油規格に適合し，アースおよびボンディン
グが正しく行われていることを確認します。

吸吸入入

図 9 g00702022

排排気気

次の注意事項を遵守します。排気ガスは，健康を害
する恐れがあります。装置を閉鎖された場所で操作
する場合は，十分な換気が必要です。

六六価価ククロロムム

Perkins製の装置および交換部品は，最初に販売され
る際に該当する指令および規格の規制を遵守してい
ます。Perkinsでは，Perkins純正の交換部品のみを
使用することを推奨しています。

六価クロムは，Perkinsエンジンの排気およびヒート
シールドシステムでときどき検出されます。ラボ試
験は，六価クロムが実際に存在するかどうかを知る
唯一の正確な方法ですが，高熱領域（たとえば，排
気システムコンポーネントや排気インシュレーショ
ン）での黄色の堆積物は、六価黒見の存在の兆候で
ある可能性があります。

六価クロムの存在が疑われる場合は，次の注意事項
を遵守します。六価クロムが含まれている可能性が
疑われる物を扱う場合は皮膚に触れることを避け，
疑わしいエリアですべての塵埃の吸入を避けてくだ
さい。六価クロムの吸入，または皮膚への接触は，
健康を害する恐れがあります。

エンジン，エンジンコンポーネント部品、または関
連する装置またはパッケージでこのような黄色の堆
積物が見つかった場合，Perkinsは，現地の健康安全
規則および規格に従って，適切な衛生処置を行い，
安全な職場慣行に従うことを推奨します。Perkins社
は次の事項も推奨します。
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• 適切な個人用保護具（PPE，Personal Protection
Equipment）を着用してください。

• 黄色の堆積物すべての摂取を防止するために，飲
食や喫煙の前，また，トイレ休憩中にせっけんと
水で手と顔を洗ってください。

• 六価クロムを含む疑いがあるエリアの清掃に圧縮
空気を使用しないでください。

• 六価クロムを含む疑いがあるマテリアルをブラッ
シング，研磨，または切断しないでください。

• 六価クロムを含む，または接触した可能性がある
すべてのマテリアルの廃棄に関して環境規制に
従ってください。

• 六価クロムの粒子が空気中に散出している場所に
は近づいてはなりません。

アアススベベスストトにに関関すするる情情報報

Perkins Engines Company Limitedから出荷される
Perkinsの装置および交換部品には，アスベストが含
まれていません。Perkinsでは，Perkins純正の交換
部品のみを使用することを推奨しています。アスベ
ストを含む交換部品を扱う場合またはアスベスト粉
塵が生じるような場合には，次の対策を実施しま
す。

次の注意事項を遵守します。アスベスト系の繊維を
含んだコンポーネントを取扱う場合に生じる異物や
ほこりを吸い込まないようにします。そうした塵埃
を吸引すると，健康を害する恐れがあります。アス
ベスト系の繊維を含む恐れがあるものは，ブレーキ
パッド，ブレーキバンド，ライニング材，クラッチ
プレートおよび一部のガスケットです。これらの構
成部品に使用されているアスベストは，通常の場
合，樹脂で固めたり，何らかの方法でシールされて
います。通常の取扱いをしている場合には危険はあ
りません。ただし，アスベストを含むほこりが生じ
ないように注意してください。

アスベストを含むほこりが生じるような場合には，
次のようないくつかの対策を実施しなければなりま
せん:

• 清掃作業には，圧縮空気を絶対に使用しないこ
と。

• アスベストを含んだコンポーネントの表面をブ
ラッシングしないでください。

• アスベストを含んだコンポーネントの表面を研磨
しないこと。

• アスベスト材の清掃作業には湿式法を用います。

• 微粒子を高い効率で吸収するエアフィルタ
（HEPA）を装着した吸引装置も使用します。

• 連続して機械加工作業を行う場所では換気装置を
使用してください。

• ほこりをコントロールする良い方法がない場合，
一定の基準を有する呼吸用のマスクを着用しま
す。

• 作業現場の環境基準に関する法律および規則を厳
守します。米国内では，労働安全衛生局
（OSHA）の要件を適用してください。OSHAの
要件は，29 CFR 1910.1001に記載されています。

• 環境保護基準に従ってアスベストを処理します。

• アスベストの粒子が空気中に散出している場所に
は近づいてはなりません。

廃廃棄棄物物のの処処理理方方法法

図 10 g00706404

廃棄物を適正に処理しないと環境に害を及ぼす恐れ
があります。環境を害する恐れのある流体は，現地
規制に従って廃棄してください。

油水類を排出するときは，必ず漏れが生じない容器
を使用してください。液体を地上，下水または水源
に流さないでください。

i08395063

やけどの防止

運転中のエンジンには，どの部分にも触れないでく
ださい。エンジンが冷めるのを待ってから，整備を
実施してください。

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。

必ずエンジン停止後60秒間待ち，燃料圧力を高圧燃
料ラインから解放させてから，エンジンの燃料ライ
ンの整備または修理を行います。

エアシステム，油圧システム，潤滑系統，冷却系統
の圧力を解放してから，ライン，フィッティングま
たは関連部品を切り離します。
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冷冷却却水水

エンジンが作動温度の場合は，エンジンクーラント
は高温です。このクーラントには圧力もかかってい
ます。ヒータまたはエンジンに連結するすべてのラ
イン，およびラジエータには高温の冷却水が入って
います。

高温の冷却水または蒸気に触れると重度の火傷をす
る恐れがあります。冷却系統コンポーネントの温度
を下げてから，冷却水を排出すること。

エンジンを停止させて冷めるのを待ってから，クー
ラントレベルを点検してください。

フィラキャップは冷えてから取り外します。フィラ
キャップの温度は素手で触れられるほどに冷えた温
度にする必要があります。フィラキャップをゆっく
り緩めて圧力を解放します。

冷却系統コンディショナにはアルカリが含まれてい
ます。アルカリ性の物質は，人身事故の原因となる
場合があります。アルカリ性の溶液が肌，目または
口に触れないようにしてください。

オオイイルル

高温のオイルや潤滑コンポーネントは，人身事故の
原因となるおそれがあります。高温のオイルが身体
に触れないようにします。また，高温のコンポーネ
ントに触らないように注意してください。

デディィーーゼゼルル燃燃料料

ディーゼル燃料により，目，呼吸器系，皮膚が炎症
を起こす場合があります。ディーゼル燃料に長時間
曝露されると，皮膚にさまざまな症状が現れる場合
があります。適切な保護具を着用してください。詳
細については，サプライヤの製品安全データシート
を参照してください。

ババイイトトンン製製ののシシーールル

バイトンが燃焼した場合，この燃焼物は酸性であり
有害です。燃料物が皮膚や目に入らないようにして
ください。適切な個人用保護具を着用し，皮膚や目
を保護してください。指示に従わない場合や警告に
注意を払わない場合，深刻な死傷事故につながる恐
れがあります。

燃焼後のコンポーネントに触れる必要がある場合
は，次に示す注意事項に必ず従ってください。

• コンポーネントが冷めていることを確認します。

• ネオプレン製手袋を使用し，使用後は安全に廃棄
します。

• 該当箇所を水酸化カルシウム溶液で洗浄し，その
後清浄な水で洗い流します。

• 汚れたコンポーネントと手袋は必ず，各地域の法
規制に従って廃棄してください。

皮膚や目に汚れが入った場合は，患部を清浄な水で
洗い流すか，水酸化カルシウム溶液で洗浄してくだ
さい。患部を15～60分洗い流し，直ちに治療を受け
てください。

ババッッテテリリ

バッテリ電解液は酸性です。電解液は，人身事故の
原因となる場合があります。電解液が皮膚や目に触
れないようにしてください。バッテリの整備をする
場合，必ず安全眼鏡を着用してください。バッテリ
やコネクタに触れた後は手を洗浄してください。手
袋の着用を推奨します。

i05401118

火災と爆発の防止

図 11 g00704000

すべての燃料，大部分のオイルおよび一部の添加剤
を含むクーラントは可燃性である。

可燃液体が漏出して，高温の部品または電子部品の
上にこぼれると火災が起きる恐れがある。火災によ
り，重大事故および器材の損傷が生じる恐れがあ
る。

非常停止ボタンを押した場合は，エンジンカバーを
開ける前に必ず15分間待機してください。

可燃性ガスがエアインレットシステムに吸い込まれ
る環境で，エンジンが運転されるかどうかを確認し
ます。これらのガスは，エンジンの過回転を起こす
恐れがあります。人身事故，物損事故，またはエン
ジンの損傷につながる可能性があります。

可燃性ガスが存在する環境で使用する場合は，適切
な防護機器の詳細について，Perkinsディーラまたは
Perkinsの代理店にお問い合わせください。

燃料，オイル，異物など，引火性の高い可燃性物質
や導電性材料は，すべてエンジンから取り除いてお
きます。引火性の高い可燃性物質や導電性材料は，
エンジンに堆積しないようにします。

燃料や潤滑油は，適正な表記がされた容器に入れ，
部外者が立ち入れない区域に保管してください。オ
イルの付いた破片および可燃物は安全な容器に保管
する。可燃性の物質を保管している場所では煙草を
吸わないこと。
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エンジンを炎にさらさないでください。

排気シールド（装着の場合）は，ライン，チュー
ブ，またはシールに不具合があった場合に，オイル
や燃料スプレーから高温の排気コンポーネントを保
護します。エキゾーストシールドは正しく取り付け
る必要がある。

可燃液体を含むラインやタンクは，溶接を行わない
でください。可燃液体を含むラインまたはタンクを
ガス切断しないこと。これらのラインまたはタンク
の溶接または切断を行う場合は，事前に不燃性の溶
剤で十分に洗浄する。

配線は，適切な状態で維持してください。すべての
電気配線は，適切な位置に取り回し，確実に接続さ
れていることを確認します。電気配線を毎日点検す
る。配線に緩みや擦り切れがある場合は，エンジン
運転前にすべて修理します。すべての電気配線接続
部は清浄にし，しっかりと固定する。

接続されていない配線や不必要な配線は，すべて取
り除いておきます。推奨ゲージよりも細いワイヤや
ケーブルは使用しないでください。ヒューズやサー
キットブレーカをバイパスしないでください。

アーク放電またはスパークは火災の原因になりま
す。接続部の固定，推奨される配線の使用，バッテ
リケーブルの適正な維持は，アーク放電や火花の発
生防止に寄与します。

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。

エンジンフュエルラインのサービスまたは修理を行
う場合は，事前にエンジンを停止させて60秒間待機
し，高圧フュエルラインから燃料圧力を解放させて
おきます。

エンジンが停止していることを確認します。すべて
のラインおよびホースに摩耗または劣化がないか点
検する。すべてのホースは，適切な位置に取り回し
ます。ラインとホースには，適正なサポートおよび
固定用のクランプを取り付ける必要があります。

オイルフィルタおよびフュエルフィルタを適切に取
り付けます。フィルタハウジングは適正なトルクで
締め付ける必要があります。詳細については，分解
および組立マニュアルを参照してください。

図 12 g00704059

エンジンへの給油は，慎重に行ってください。エン
ジン給油中に喫煙しないでください。裸火またはス
パークの近くで，エンジンに給油しないでくださ
い。必ずエンジンを停止してから給油をする。

図 13 g02298225

バッテリからは可燃性のガスが生じており，火気を
近づけると爆発する恐れがある。バッテリの上部に
直火またはスパークを近づけないこと。バッテリを
充電する場所で煙草を吸わないこと。

ターミナル間を金属片で接続してバッテリの充電量
を点検しないこと。電圧計または比重計を使用す
る。

ジャンプケーブルの不適切な接続は爆発の原因にな
り，人身事故を起こす恐れがあります。詳細につい
ては，本書の運転操作編を参照すること。
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凍結したバッテリを充電しないでください。凍結し
たバッテリを充電すると，爆発する恐れがありま
す。

バッテリは，清潔な状態を保つようにしてくださ
い。カバー（装着の場合）は，セルの上にかぶせて
おく必要があります。エンジンを運転する場合は，
推奨のケーブル，接続部，バッテリボックスカバー
を使用します。

消消火火器器

消火器が使用できる状態にあることを確かめる。消
火器の使い方に習熟する。消火器の点検および整備
を定期的に実施する。消火器の取扱説明プレートに
記載の推奨事項に従う。

配配管管、、チチュューーブブおおよよびびホホーースス

高圧ラインを曲げないでください。高圧ラインを叩
かないでください。損傷したラインは取り付けない
でください。

漏れによって火災が生じる恐れがある。交換部品に
ついては，PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店に
お問い合わせください。

次の状況のいずれかが生じている場合，それらの部
品を交換する。

• 高圧フュエルラインが外れている。

• エンドフィッティングの損傷または漏れ。

• 外部被覆部の擦傷または切断。

• ワイヤの露出。

• 外部被覆部の部分的な膨張。

• ホースの可動部が折れ曲がっている。

• アウタカバーに異物の埋没。

• エンドフィッティングの外れ。

振動，他の部品との摩擦，および過度の高熱を防止
するために，クランプ，ガード，ヒートシールドが
適切に取り付けられていることを確認してくださ
い。

i02657887

けがの防止

構成部品の下で作業を行うときは、その構成部品を
適切な方法で支えてください。

別途保守整備で指示がない限り、エンジン運転中に
絶対に調整を試みないでください。

すべての回転部品および可動部品には近づかないで
ください。 保守整備を実施するまで、ガードを所定
の位置に取り付けたままにしてください。 保守整備
実施後は、元の位置にガードを取り付けてくださ
い。

回転するファンの羽根に物を近付けないでくださ
い。回転するファンの羽根によって物が飛散した
り、切断されます。

対象物を叩く場合は、目を負傷しないように保護メ
ガネを着用してください。

対象物を叩くと、細片や他の破片が飛散する恐れが
あります。対象物を叩く前に、飛散する破片によっ
て負傷事故が起こらないことを確かめてください。

i05401139

エンジンへの登り降り

エンジンに登る際は，事前にステップ，手すり，作
業エリアを点検します。 それらの部位は清浄な状態
に保ち，適切な修理を施しておく必要があります。

エンジンへの登り降りは，必ずステップや手すりの
ある側から行ってください。 エンジンによじ登った
り，エンジンから飛び降りたりしないでください。

エンジンへの登り降りを行う場合は，エンジンに対
面する姿勢で行います。 ステップおよび手すりを使
用する場合は，3個所で身体を支えること。 両足と
片手，または片足と両手を用いて保持するようにし
ます。 コントロール装置を手すりの代わりに使用し
ないでください。

体重を支えることのできないコンポーネントの上に
は立たないでください。 適切なラダーまたは作業台
を使用します。 装置が動かないように登降機材を
しっかり固定します。

エンジンに登り降りする際は，ツールや備品を手に
持たないでください。 ツールや資材を上げ下げする
ときはハンドラインを使用します。

i05444910

高圧フエルライン

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。

14 SJBU8119-04
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図 14 g01341328

(1)ハイプレッシャライン
(2)ハイプレッシャライン
(3)ハイプレッシャライン

(4)ハイプレッシャライン
(5)ハイプレッシャライン
(6)ハイプレッシャライン

(7)高圧フュエルマニホールド（レール）
(8)ハイプレッシャライン

高圧フュエルラインとは，高圧フュエルポンプと高
圧フュエルマニホールド間のフュエルラインと，
フュエルマニホールドとシリンダヘッド間のフュエ
ルラインのことです。これらのフュエルラインは，
他のフュエルシステムのフュエルラインとは異なり
ます。

この理由は次の違いによります。

• 高圧フュエルラインには常に高い圧力がかかって
います。

• 高圧フュエルラインには，他の種類のフュエルシ
ステムよりも高い内圧がかかっています。

• 高圧フュエルラインは，形成されてから特別なプ
ロセスで強化されています。

高圧フュエルラインを踏まないでください。高圧
フュエルラインがたわまないようにしてください。
高圧フュエルラインを曲げたり叩いたりしないでく
ださい。高圧フュエルラインに変形や損傷がある
と，強度が低い部分ができ，故障の原因になる恐れ
があります。

エンジンや始動モータが作動しているときに高圧
フュエルラインの点検を行わないでください。エン
ジン停止後，60秒間待機して圧力を逃がしてから，
エンジンのフュエルラインの整備または修理を行っ
てください。

フュエルシステムからエアを取り除く目的で，高圧
フュエルラインを緩めないでください。このような
手順は不要です。

高圧フュエルラインを目視点検してからエンジンを
始動してください。この点検は毎日行う必要があり
ます。

作動中のエンジンを点検する場合，必ず該当の点検
手順を実施して流体が身体を貫通する危険を回避し
てください。取扱説明書, General hazard Information
を参照してください。

• 高圧フュエルラインに損傷，変形，傷，切断，し
わまたはへこみがないか点検してください。

SJBU8119-04 15
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• 燃料の漏れがある状態でエンジンを作動させない
でください。漏れがある場合に，漏れを止める
目的で接続部を締め付けないでください。接続
部は必ず推奨トルクで締め付けてください。分
解および組立, Fuel injection lines - Remove and Fuel
injection lines - Installを参照してください。

• 適切なトルクで締め付けられた高圧フュエルライ
ンに漏れがある場合は，高圧フュエルラインを交
換してください。

• 高圧フュエルラインのクリップがすべて所定の位
置にあることを確認してください。クリップに
損傷，欠落または緩みがある状態でエンジンを作
動させないでください。

• 高圧フュエルラインに他の部品を取り付けないで
ください。

• 高圧フュエルラインが緩んだ場合は，必ず交換し
てください。取り外した高圧フュエルラインも
必ず交換してください。分解および組立マニュ
アル, Fuel Injection Lines - Installを参照してくださ
い。

i06059875

エンジンの始動前

注意
新品エンジンや再生エンジンを初めて始動する時
や、整備後にエンジンを始動する時は、回転数が過
剰になった場合に備えてエンジンをいつでも停止で
きる措置を講じておいてください。エンジンへの燃
料供給と空気供給の両方またはそのどちらかを遮断
することでエンジンを停止させることができます。

エンジンの排気ガスには有害な燃焼酸化物が含まれ
ています。エンジンは常に換気の行き届いた場所で
始動させ、運転してください。エンジンを屋内で運
転する場合は、エンジンの排気ガスを外部へ排出し
てください。

潜在的な危険がないかエンジンを点検してくださ
い。

始動スイッチやコントロール装置に、 “運転禁止” の
警告タグまたは類似の警告タグが付けられている場
合は、エンジンを始動したりコントロール装置を動
かしたりしないでください。

エンジンを始動する前に，エンジンの上，下，およ
び近辺に誰もいないことを確認してください。付近
に人がいないことを確認してください。

エンジン用ライトシステムが使用目的に合致してい
ることを確認してください（装備の場合）。ライト
が装着されている場合，すべて正常に作動するか確
かめます。

整備手順を実施するためにエンジンを始動する必要
がある場合は，保護ガードと保護カバーをすべて取
り付ける必要があります。回転部品によって事故が
発生しないように，回転部品の周囲では慎重に作業
してください。

自動シャットオフ回路はバイパスしないでくださ
い。自動シャットオフ回路を無効にしないでくださ
い。この回路は人身事故を防止するために装備され
ているものです。また，この回路はエンジンの損傷
を防止するためのものでもあります。

修理および調整については，整備解説書を参照して
ください。

i05401106

エンジンの始動

エーテルなどのエアゾール･タイプの始動補助剤を
使用しないでください。爆発事故または人身事故を
起こす恐れがあります。

警告タグがエンジン始動スイッチやコントロールに
取り付けられている場合は，エンジンの始動やコン
トロールの移動を行わないでください。エンジンの
始動は，警告タグを取り付けた担当者に確認してか
ら行ってください。

整備手順を実施するためにエンジンを始動する必要
がある場合は，保護ガードと保護カバーをすべて取
り付ける必要があります。回転部品によって事故が
発生しないように，回転部品の周囲では慎重に作業
してください。

エンジンの始動は，オペレータルームからの操作ま
たはエンジン始動スイッチを用いて行います。

エンジンの始動は必ず取扱説明書,エンジンの始動
（運転操作編）の手順に従ってください。正しい手
順を知ることは，エンジンコンポーネントの大きな
損傷を未然に防ぐのに役立ちます。正しい手順の知
識は，人身事故の防止にも役立ちます。

ジャケットウォータヒータ（装着の場合）および潤
滑油ヒータ（装着の場合）が正常に作動しているこ
とを確認するため，ヒータ作動中の水温計および油
温計を点検します。

エンジンの排気ガスには有害な燃焼生成物が含まれ
ています。必ずエンジンを換気の良い場所で始動し
運転すること。エンジンを閉め切った場所で始動さ
せる場合，エンジンからの排気ガスを外部へ排出す
るようにします。

注記:エンジンには寒冷始動装置が装備されていま
す。エンジンを極寒条件下で運用する場合は，追加
の寒冷始動補助装置が必要になることがあります。
エンジンには通常，運用する地域に適した始動補助
装置の装備が行われます。

これらのエンジンには，個々のシリンダにグロープ
ラグ始動補助装置が装備されており，吸気を加熱し
て始動しやすくします。
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i05156890

エンジンの停止

エンジンのオーバーヒートと構成部品の摩耗進行を
防止するために，取扱説明書, Engine Stopping
(Operation Section)にある手順に従ってエンジンを停
止する。

非常停止ボタン（装着している場合）は、非常時の
み使用してください。 通常のエンジン停止に非常停
止ボタンを使用しないでください。 非常停止後は、
非常停止の原因が解決されるまではエンジンを始動
しないでください。

新品またはオーバーホール後のエンジンを初めて始
動する際にオーバースピードが発生した場合は，エ
ンジンを停止すること。

電子制御式のエンジンを停止させるには，エンジン
への電源供給および/またはエア供給を止める。

i02570709

電気系統

充電ユニットの作動中は、充電ユニット回路または
バッテリ回路ケーブルを絶対にバッテリから外さな
いでください。 バッテリから発生する可燃性ガスが
火花によって引火する恐れがあります。

バッテリから発生する可燃性ガスに火花が引火しな
いように、ジャンパ･スタート･ケーブル “−” 側を、
外部電源から始動モータ “−” 端子に、最後に接続し
てください。 始動モータに “−” 端子がない場合は、
ジャンパ･スタート･ケーブルをエンジン･ブロック
に接続してください.

電気配線にゆるみや擦り切れが生じていないか毎日
点検してください。 エンジンを始動する前に、電気
接続部をすべて締め付けてください。 エンジンを運
転する前に、擦り切れた電気配線をすべて修理して
ください。 始動に関する具体的な指示事項について
は、本 取扱説明書の項をご参照ください。

接接地地要要領領

図 15 g01162916

代表例
(1)始動モータからエンジン・ブロックへ
(2)接地から始動モータへ
(3)接地からバッテリへ

図 16 g01162918

代表例
(4)接地からエンジンへ
(5)接地からバッテリへ

最高のエンジン性能と信頼性を発揮するためには、
エンジンの電気系統の適切な接地が不可欠です。接
地が不適切な場合、電気回路の経路が制御されず、
信頼性が損なわれます。
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電気回路の経路が制御されない状態になると、クラ
ンクシャフト･ベアリング･ジャーナル面、アルミ部
品が損傷することがあります。

エンジンからフレームへの接地ストラップが装備さ
れていないエンジンでは、電気放電によって損傷が
起きる恐れがあります。

エンジンおよびエンジンの電気系統を正しく作動さ
せるため、バッテリへ直接接続されている、エンジ
ンからフレームへの接地ストラップを使用してくだ
さい。この接続は、エンジンの接地からフレームに
直接行ってもかまいません。

接地の接続部は確実に接続され、腐食していないよ
うにしてください。エンジンのオルタネータは、全
充電電流を流すのに十分な導線でバッテリのマイナ
ス “-” 端子に接地してください。

エンジンの電子機器の電源および接地は、必ずバッ
テリのアイソレータから接続してください。

i05401115

エンジン電子機器

電子制御システムの装置やOEMの配線装置を改造す
ることは危険であり、重傷事故または死亡事故、あ
るいはエンジンを損傷する恐れがあります。

感電の危険があります。 電子制御ユニット･イン
ジェクタは、交流電力を使用しています。 ECMに
より電子制御ユニット･インジェクタに電力が送ら
れます。エンジンの作動中に、電子制御ユニット･
インジェクタ用のハーネス･コネクタに触れないで
ください。この指示に従わないと、重傷事故または
死亡事故を起こす恐れがあります。

このエンジンは，総合的かつプログラム可能なエン
ジンモニタリングシステムを備えています。エレク
トロニックコントロールモジュール（ECM，
Electronic Control Module）には，エンジンの運転状
態をモニタする機能があります。エンジンのパラ
メータが許容範囲を超えている場合は，直ちにECM
が動作を開始します。

エンジンモニタリングシステムには次の機能が備
わっています。

• 警告

• ディレート（エンジン出力低下機能）

• シャットダウン

次のモニタ対象エンジンの運転状況により，エンジ
ンスピードおよび/またはエンジン出力を制限できま
す。

• エンジンクーラント温度

• エンジンオイル圧力

• エンジンスピード/タイミング

• インテークマニホールド空気温度

エンジンモニタリングパッケージは，各種のエンジ
ンモデルおよびエンジンの用途により異なることが
あります。ただし，モニタリングシステムおよびエ
ンジンモニタリング制御については，すべてのエン
ジンで類似しています。

注記: Perkins製エンジンに利用できるエンジンコン
トロールシステムおよびディスプレイモジュールの
多くは，エンジンモニタリングシステムと同調して
作動します。特定のエンジン用途では，2つの制御
装置が同時にエンジンモニタリング機能を提供しま
す。エンジンモニタリングシステムの詳細について
は，トラブルシューティングを参照してください。
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車車両両のの一一般般情情報報

一一般般情情報報

i02657855

電子制御機器を装着したエンジ
ンの溶接作業

注意
エンジンのECM、センサ、関連構成部品の損傷を防
ぐため、溶接は適切な手順で行う必要があります。
できればユニットから構成部品を取り外し、その後
構成部品を溶接してください。構成部品を取り外す
ことができない状態で、電子制御エンジンを装備し
たユニットに溶接する場合は、必ず次の手順に従っ
てください。次の方法が最も安全な構成部品の溶接
手順と考えられます。この手順に従えば電子構成部
品への損傷のリスクが最小になるはずです。

注意
ECMやセンサのような電気部品に溶接機を接地しな
いでください。不適切な接地をすると、駆動系のベ
アリング、油圧部品、電気部品、その他の構成部品
を損傷する恐れがあります。

溶接機の接地ケーブルは、溶接する構成部品にクラ
ンプしてください。クランプはできるだけ溶接個所
に近い位置に取り付けてください。これにより損傷
の恐れを少なくします。

1.エンジンを停止してください。電源スイッチを
「OFF」位置に回してください。

2.バッテリからマイナス側のバッテリ･ケーブルの
接続を切ってください。バッテリ･ディスコネク
ト･スイッチが付いている場合は、スイッチを
切ってください。

3. J1/P1コネクタをECMから取り外してください。
誤ってハーネスが元の位置に戻り、ECMのピンの
どれかに接触することのない位置までハーネスを
動かしてください。

図 17 g00765012

上図の例をご参照ください。溶接機から溶接機の接
地クランプに電流を流すことによって、どの関連構
成部品も損傷することはありません。
(1)エンジン
(2)溶接棒
(3) OFF位置にあるキースイッチ
(4)接続が切れた位置にあるバッテリ･ディスコネクト･スイッチ
(5)取り外したバッテリ･ケーブル
(6)バッテリ
(7)電気/電子構成部品
(8)溶接中の構成部品と電気／電子構成部品との最大距離
(9)溶接中の構成部品
(10)溶接機の電流パス
(11)溶接機用の接地クランプ

4.溶接接地ケーブルを溶接される部品に直接接続し
てください。接地ケーブルを溶接部にできるだけ
近づけてベアリング、油圧構成部品、電気構成部
品および接地ストラップが溶接電流によって損傷
する可能性を少なくしてください。

注記:電気／電子構成部品が溶接機の接地端子に使
用される場合や、溶接機の接地端子と溶接部の中間
にある場合は、溶接機からの電流によって構成部品
がかなり損傷する恐れがあります。

5.配線ハーネスを、溶接屑やスパッタから保護して
ください。

6.素材を溶接する場合は標準的な溶接方法で行なっ
てください。
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機機種種外外観観

i03829400

機種外観図

次のモデル図に、エンジンの代表的な機能を示しま
す。 用途によっては、ご使用のエンジンが図と異
なっている場合もあります。

注記: 次の図には、主要な構成部品のみを示してい
ます。

図 18 g01391892

前方左エンジン図
(1)フュエル･マニホールド（レール）
(2)クランクケース･ブリーザ用キャニスタ
(3)エレクトロニック･コントロール･モ
ジュール

(4) P2コネクタ
(5)セコンダリ燃料フィルタ

(6)ハンド･プライマ
(7)プライマリ･フュエル･フィルタ
(8)オイル･サンプリング･バルブ
(9)オイル･フィルタ
(10)フュエル･ポンプ
(11)ウオータ･ポンプ

(12)ダンパ
(13)ファン
(14)ファン･プーリ
(15)ベルト･テンショナ
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図 19 g01391893

後方右エンジン図
(16)オイル･ゲージ
(17)エア･インテーク
(18)オイル･フィラー
(19)フロント･リフティング･アイ
(20)オルタネータ
(21)排気マニホールド

(22)排気エルボ
(23)ターボチャージャ
(24)ウェイストゲート･ソレノイド
(25)始動モータ
(26)オイル･パン
(27)ドレーン･プラグ（オイル）

(28)ドレーン･プラグまたはクーラント･サ
ンプリング･バルブ

(29)ブリーザ
(30)リヤ･リフティング･アイ

i05444936

エンジンの説明

1106電子制御エンジンモデルPJは，車両 および 産業
用移動式機器アプリケーション用に設計されていま
す。 エンジンには，次の種類の吸気方式が使用され
ます。

• アフタクーラ付きターボチャージャ式

• 4ストロークサイクル

• 直列6シリンダ

エエンンジジンンのの仕仕様様

注記:エンジンのフロントエンドとはエンジンのフ
ライホイールエンドと反対の側である。エンジンの
左側と右側は，フライホイール側から見た方向で
す。 No.1シリンダは、フロントのシリンダです。
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図 20 g01127295

1106電子制御エンジンモデルPJ
(A)エギゾースト・バルブ
(B)インレット・バルブ

表 1

1106電子制御エンジンモデルPJ仕様

動作範囲（rpm） 900 ~ 2,800(1)

シリンダ数 直列6気筒

ボア（内径） 105 mm (4.13 in)

行程 127 mm (5.0 in)

吸気方式 アフタクーラ付きターボチャー
ジャ式

圧縮比 16.2:1

排気量 6.6 L (403 in3)

着火順序 1-5-3-6-2-4

回転方向（フライホイール側か
ら見て） 反時計方向

バルブラッシュの設定（吸入） 0.35 mm (0.013 in)

バルブラッシュの設定（排気） 0.35 mm (0.013 in)

(1) 運転回転数は，エンジン定格，アプリケーション，およびス
ロットルの構成によって異なります。

電電子子制制御御エエンンジジンン機機能能

エンジンの運転状況がモニタされます。こうした運
転状況およびオペレータの要求に対して、エンジン
の応答をエレクトロニック･コントロール･モジュー
ル（ECM）が制御します。これら運転状況およびオ
ペレータの要求に対して、精密な燃料噴射をECMが
制御します。電子制御エンジン･コントロール･シス
テムは、次の特徴を備えています。

• エンジン･モニタリング

• エンジンスピードの制御

• 噴射圧の制御

• コールドスタートモード

• 自動空燃比コントロール

• トルク･ライズ制御

• 噴射タイミング制御

• システムの診断

電子制御エンジン機能の詳細については、取扱説明
書,エンジン機能とコントロール装置の項（運転操
作編）を参照してください。

エエンンジジンンのの診診断断

エンジンシステムが正しく動作していることを確認
するために，エンジンには診断機能が内蔵されてい
ます。オペレータには， “停止または警報”ランプで
状況が警告されます。特定の条件下では，エンジン
馬力と車両速度が制限されることがあります。診断
コードを表示するために，エレクトロニックサービ
スツールを使用できます。

診断コードには，アクティブ,記録済みおよびイベ
ントの3種類があります。

大半の診断コードは，ECMに記録され保存されま
す。詳細については，取扱説明書, Engine
Diagnostics（Operationの項）を参照してください。

ECMには，エレクトロニックガバナが搭載されてお
り，所要のエンジン回転数を維持するために，イン
ジェクタの出力を制御できます。

エエンンジジンンのの冷冷却却とと潤潤滑滑

クーリング･システムは次のコンポーネントで構成
されています。

• ギヤ駆動式の遠心ウォータポンプ

• エンジンクーラント温度調整用の水温レギュレー
タ

• ギヤ駆動式ロータ型オイルポンプ

• オイルクーラ

エンジン潤滑油はロータ型オイルポンプを使い供給
されます。エンジン潤滑用のオイルには冷却および
濾過が施されます。オイルフィルタエレメントが目
詰まりした場合でも，バイパスバルブにより潤滑油
は制限のないフローでエンジンに流れます。

エンジン効率，排出ガスコントロール効率，および
エンジン性能は，正しい運転方法と正しいメンテナ
ンス推奨事項を遵守しているかに大きく依存しま
す。エンジンの性能と効率は，推奨される燃料，潤
滑油，クーラントを使用しているかにも依存しま
す。メンテナンス項目の詳細については，本取扱説
明書,給油整備間隔を参照してください。
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製製品品識識別別情情報報

i05444938

プレートおよび合格証シールの
位置

図 21 g01331472

シリアル番号プレートの場所

Perkins製エンジンの識別は，エンジンシリアル番号
で行われます。

エンジン番号の例として，PJ*****U000001Jがあり
ます。

***** エンジンのリスト番号

PJ エンジンの型式

U 英国製

000001エンジンシリアル番号

J 製造年

PerkinsディーラやPerkinsの代理店が，当該エンジン
で使用されるコンポーネント群を特定する際には，
この番号全体が必要となります。これにより，交換
部品の番号が正確に識別されます。

電子制御エンジンで使用される燃料設定情報の番号
は，フラッシュファイルに保存されています。これ
らの番号は，エレクトロニックサービスツールを使
用して確認できます。

シシリリアアルル番番号号ププレレーートト（（11））

エンジンのシリアル番号プレートは，フロントエン
ジンマウンチング後方にあるシリンダブロックの左
側に配置されています。

図 22 g01094203

シリアル番号プレート

i02657810

参考情報

部品を注文する際には、下記項目の情報が必要にな
ります。 ご使用のエンジンに必要な情報を探してく
ださい。 該当スペースに情報を記録してください。
このリストを保管用にコピーしてください。 この情
報は、将来参照するときに備えて保管しておいてく
ださい。

参参照照用用のの記記録録

エンジン機種

エンジン･シリアル番号

エンジン低速アイドル回転数
エンジンの全負荷時回転数

プライマリ燃料フィルタ

ウォータ・セパレータ・エレメント番号
セコンダリ燃料フィルタ･エレメント

潤滑油フィルタ・エレメント

オグジリアリ･オイル･フィルタ･エレメント

潤滑系統の総容量
冷却系統の総容量

エア･クリーナ･エレメント

ファン・ドライブ・ベルト
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オルタネータ･ベルト

i05444939

排気ガス認定ラベル

要要件件にに準準拠拠ししたたエエンンジジンンののララベベルル

排出ガスラベルの代表例

図 23 g01440937
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運運転転操操作作編編

i08395061

吊吊上上げげとと保保管管

エンジンの吊上げ

図 24 g01097527

注意
アイボルトおよびブラケットは絶対に曲げないでく
ださい。テンションが加わっている状態でのみアイ
ボルトおよびブラケットに荷重をかけてください。
アイボルトの最大荷重は、サポート用メンバと吊り
上げる物体の間の角度が90度以下になると低下する
点に注意してください。

構成部品を傾斜させて取り外す必要が生じたとき
は、その重量に適した最大荷重のリンク･ブラケッ
トのみを使用してください。

注意
吊り作業の前に，リフティングアイボルトおよび他
のすべての吊り作業装置に損傷がないか必ず点検し
てください。アイボルトとブラケットは絶対に曲げ
ないでください。コンポーネントが損傷している場
合，絶対に製品の吊り作業を行わないでください。

重量コンポーネントを取り外す場合は，ホイストを
使用してください。エンジンを吊り上げる場合は，
調整式リフティングビームを使用してください。す
べての支持部材（チェーンとケーブル）は互いに対
して平行にする必要があります。チェーンとケーブ
ルは，吊り上げる対象物の最上部に対して垂直にす
る必要があります。

一部の取外し作業では，適正なバランスと安全を確
保するために固定具の吊上げが必要になります。

エンジンのみを取り外す場合は，エンジンにあるリ
フティングアイを使用します。

リフティングアイは，特定のエンジンアレンジメン
トに合わせて設計され，取り付けられています。リ
フティングアイやエンジンに変更を行うと，リフ
ティングアイおよび吊上げ用の取付け具が合わなく
なり使用できなくなります。変更を施す場合は，適
正なリフティング装置の確保も必要です。エンジン
の適切な吊上げ用固定具については，Perkinsディー
ラまたはPerkins代理店にお問い合わせください。
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エエンンジジンンののみみ

図 25 g06531058

産業用エンジンの代表例
(1)フロントおよびリアのリフティングアイ

工工場場装装着着ののララジジエエーータタののああるるエエンンジジ
ンン

図 26 g06531094

産業用開放型電源ユニット（IOPU，Industrial Open
Power Unit）の代表例
(2)フロントリフティングアイ
(3)リアリフティングアイ

i05401119

エンジンの保管

エンジンを1か月以上始動させない場合，潤滑油は
シリンダ壁面およびピストンリングから排出されま
す。 シリンダ壁面には錆が生じる場合があります。
シリンダ壁面の錆は，エンジンの摩耗を促進してエ
ンジンの耐用年数を減少させます。

Perkinsは，使用後，保管状態にあるときにエンジン
に生じた損傷に対する責任を持たないものとしま
す。

エンジンを長期保管するための準備については， 
PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店にお問い合わ
せください。

エンジンを運転しておらず，1か月以上エンジンを
使用する予定がない場合は，包括的な保護手順を行
うことが推奨されます。

エンジンの過度な摩耗や腐食を抑制するには，次の
ガイドラインに従ってください。
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1.エンジンの外側を完全に清掃します。

2.車両が水平な路面上に停車されているかを確認し
ます。

3.フュエルシステムから燃料を完全に排出させてか
ら，保存用の燃料を再充填します。保存用の燃料
は，通常の燃料に1772204 POWERPART Lay-Up
1を混合することで作成できます。

保存用の燃料を準備できない場合は，通常の燃料
でフュエルシステムを充填しておきます。この燃
料は，保管期間の終了後に，フュエルフィルタエ
レメントと併せて廃棄する必要があります。

高温のクーラントは，人身事故を起こす恐れがあ
る。 高温のクーラントまたはスチームと接触する
と、重度の火傷事故を起こす恐れがあります。クー
リング･システム･コンポーネントを冷ました後に、
システムからクーラントを抜き取ってください。

4.クーリングシステムに対して排出と再充填を行い
ます。クーリングシステムに対する排出，洗浄，
再充填の詳細は，本取扱説明書,クーリングシス
テム，クーラント（市販ヘビーデューティ）-交
換，またはクーリングシステム，クーラント
（ELC）-交換を参照してください。

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。

5.エンジンを始動して回転させ，通常の作動温度に
到達させます。エンジンを停止してください。
エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整備
または修理をする場合，必ずその前に60秒間待機
して高圧フュエルラインから燃料圧力を解放しな
ければならない。必要な場合は，細部の調整を行
う。低圧フュエルシステムからの漏れおよび冷
却，潤滑またはエアシステムからの漏れをすべて
修理する。漏れが生じている高圧燃料ラインはす
べて交換する。分解および組立マニュアル, Fuel
Injection Lines - Installを参照してください。

6.潤滑油をオイルパンから排出させます。

潤滑油フィルタのキャニスタはすべて新品にして
おきます。

オイルパンに新しい清浄な潤滑油を，エンジンオ
イルレベルゲージのFULL（上限）マークまで充
填します。エンジンの腐食防止用に，1762811
POWERPART Lay-Up 2をオイルに追加します。
1762811 POWERPART Lay-Up 2を準備できない
場合は，潤滑油の代用として，仕様に則した適切
な保存料を使用します。保存料を使用した場合
は，保管期間の終了後に完全に排出させる必要が
あり，オイルパンには通常の潤滑油を適正レベル
まで再充填する必要があります。

7.エンジンを始動して，エンジンオイルを循環させ
ます。

8.バッテリを切り離す。バッテリが完全に充電され
た状態であることを確認します。ターミナルには
腐食防止用の措置を施します。ターミナルには
1734115 POWERPART Lay-Up 3を使用できま
す。バッテリを安全な保管場所に移動させます。

9.装着されている場合は，クランクケースブリーザ
エレメントを交換します。ブリーザパイプの端を
シールします。

10.バルブメカニズムカバーを取り外す。ロッカ
シャフトアセンブリ周辺に1762811
POWERPART Lay-Up 2を吹き掛けます。

11.グロープラグを取り外す。クランクシャフトを
ゆっくり回転させます。バルブを確認しながら，
ピストンをBDC（Bottom Dead Center，下死点）
に移動させます。シリンダボアに1762811
POWERPART Lay-Up 2を2秒間吹き掛けます。こ
の手順は，個々のシリンダに対して実施する必要
があります。

12.グロープラグを取り付ける。バルブメカニズム
カバーを取り付ける。

13.エアフィルタアセンブリとターボチャージャの
間に取り付けられているパイプを取り外します。
ターボチャージャに1762811 POWERPART Lay-
Up 2を吹き掛けます。必要な吹掛け時間は，コ
ンテナに記載されています。ターボチャージャを
防水テープでシールします。

14.エキゾーストパイプをターボチャージャの吐出
側から取り外します。ターボチャージャに
1762811 POWERPART Lay-Up 2を吹き掛けま
す。必要な吹掛け時間は，コンテナに記載されて
います。ターボチャージャを防水テープでシール
します。

15.フュエルタンクのベントまたはフュエルフィラ
キャップを防水テープでシールします。

16.オルタネータ駆動ベルトは取り外して，保管場
所に移動します。
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17.エンジン外側の腐食防止用に1734115
POWERPART Lay-Up 3をエンジンに吹き掛けま
す。オルタネータの内部には吹き掛けないでくだ
さい。
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ゲゲーージジおおよよびびイインンジジケケーータタ

i05444895

ゲージおよびインジケータ

ここで説明するゲージは，すべてのエンジンに共通
している訳ではなく，一部のゲージが装備されてい
ない場合もあります。 ゲージパッケージの詳細は
OEMの資料を参照してください。

エンジン性能はゲージによって表示されます。 ゲー
ジが正常に作動していることを確かめてください。
ゲージを一定期間観察して，正常作動範囲を見極め
ます。

ゲージ表示の著しい変化は，潜在的なゲージまたは
エンジンの問題を示します。 仕様の範囲内の表示が
されている状態であっても，ゲージの動きから不具
合が示唆される場合もあります。 ゲージ表示が著し
く変化する場合は，原因を特定して問題を解消して
ください。 必要なサポートについては，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店にお問い合わせくだ
さい。

一部のエンジンアプリケーションには，インジケー
タランプが装備されています。 インジケータランプ
は，診断の補助に使用できます。 ランプは2つ存在
します。 ランプの1つはオレンジ色で，もう1つは赤
色です。

これらのインジケータランプは，以下の2通りに使
用できます。

• インジケータランプを使用して，エンジンの現在
の運転ステータスを特定できます。インジケー
タランプでは，エンジンに不具合が生じているか
どうかも示されます。このシステムは，イグニ
ションスイッチが入ると自動的に作動します。

• インジケータランプにより，アクティブ診断コー
ドを判断できます。このシステムは「フラッ
シュコード」ボタンを押すことで作動します。

詳細については，トラブルシューティングガイド,
Indicator Lampsを参照してください。

注意
油圧がゼロを示した場合は，エンジンを停止してく
ださい。クーラント温度が最大値を超えた場合は，
エンジンを停止してください。エンジンが損傷する
可能性があります。

エエンンジジンンオオイイルル圧圧力力 –– オオイイルル圧圧力力がが最最大大
ににななるるののはは，，冷冷めめたた状状態態ののエエンンジジンンをを始始
動動ささせせたた直直後後でですす。。 SSAAEE1100WW4400のの通通常常ののエエ

ンンジジンンオオイイルル圧圧力力はは，，定定格格回回転転数数でで335500 ~~ 445500 kkPPaa
((5500 ~~ 6655 ppssii))でですす。。

ローアイドル回転数では，低い油圧になるのが正常
です。安定した負荷がかかっている状態でゲージの
表示が変化する場合は，次の手順を実行してくださ
い。

1.負荷を取り除きます。

2.エンジンを停止してください。

3.オイルレベルを点検し，必要なレベルを維持させ
ます。

ジジャャケケッットトウウォォーータタククーーラランントト温温度度 –– 通通
常常のの温温度度範範囲囲はは8833 ~~ 9955 °°CC
((118811..44 ~~ 220033 °°FF))でですす。。 4488 kkPPaa ((77 ppssii))

でで加加圧圧さされれたたククーーリリンンググシシスステテムムのの海海面面高高度度ででのの
最最大大許許容容温温度度はは110033 °°CC ((221177..44 °°FF))でですす。。特特定定のの
運運転転状状況況にによよっっててはは，，ここのの温温度度がが更更にに高高くくななるるここ
ととももあありりまますす。。水水温温のの表表示示はは，，負負荷荷にに応応じじてて変変化化
すするるここととががあありりまますす。。水水温温のの表表示示はは，，使使用用ししてていい
るる加加圧圧シシスステテムムににおおけけるる沸沸点点かからら77 °°CC
((4444..66 °°FF))低低いい温温度度をを絶絶対対にに上上回回ららなないいよよううににしし
ててくくだだささいい。。

クーリングシステムには100 kPa (14.5 psi)のラジ
エータキャップが取り付けられている場合がありま
す。このクーリングシステムの温度は，112 °C
(233.6 °F)を上回らないようにしてください。

エンジンが正常範囲を超えて運転され，蒸気の噴出
が確認できた場合は，次の手順を実施します。

1.負荷およびエンジン回転数を低下させます。

2.エンジンの即時停止が必要か，または負荷を低減
してエンジンを冷却できるかを判断します。

3.クーリングシステムに漏れがないか点検する。

タタココメメーータタ –– ここののゲゲーージジににはは，，エエンンジジンン
ススピピーードド（（rrppmm））がが表表示示さされれまますす。。無無負負
荷荷のの状状態態ででススロロッットトルルココンントトロローールルレレ

ババーーををフフルルススロロッットトルル位位置置にに動動かかすすとと，，エエンンジジンン
ははハハイイアアイイドドルル回回転転ににななりりまますす。。最最大大定定格格負負荷荷のの
状状態態ででススロロッットトルルココンントトロローールルレレババーーををフフルルスス
ロロッットトルル位位置置にに動動かかすすとと，，エエンンジジンンはは定定格格出出力力回回
転転ににななりりまますす。。

注意
損傷を避けるため，エンジンの回転数はハイアイド
ルを絶対に超過させないでください。 過回転によ
り，エンジンが深刻な損傷を受ける可能性がありま
す。ハイアイドルを超過した回転数での運転は最小
限に抑えてください。

電電流流計計 –– ここののゲゲーージジににはは，，ババッッテテリリ充充電電
回回路路にによよるる充充電電量量ままたたはは放放電電量量がが表表示示ささ
れれまますす。。ここののイインンジジケケーータタのの作作動動範範囲囲はは

““00””（（ゼゼロロ））のの ““++””側側ににななっってていいるる必必要要ががあありりまま
すす。。

燃燃料料レレベベルル –– ここののゲゲーージジににはは，，フフュュエエルル
タタンンクク内内ののフフュュエエルルレレベベルルがが表表示示さされれまま
すす。。フフュュエエルルレレベベルルゲゲーージジはは，， ““SSTTAARRTT//

SSTTOOPP””ススイイッッチチがが「「 ““OONN””」」位位置置ににああるる場場合合にに作作動動
ししまますす。。

ササーービビススアアワワーーメメーータタ –– ここののゲゲーージジにに
はは，，エエンンジジンンのの総総運運転転時時間間がが表表示示さされれまま
すす。。
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機機能能おおよよびびココンントトロローールル装装
置置

i05401109

モニタリングシステム

表 2

警告ランプ シャットダウン
ランプ ランプ状態 ランプ状態の説明 エンジンの状態

ON ON
ランプチェック エンジン始動スイッチを「 “ON” 」位置にすると，両

方のランプが2秒間だけ点灯します。
エンジンは始動していません。

OFF OFF 不具合なし アクティブな診断エラーは存在しません。 エンジンは正常に運転していま
す。

ON OFF アクティブな診
断エラー

アクティブな診断エラーが検出されています。 エンジンは正常に運転していま
す。

ON 点滅 アクティブな診
断エラー

アクティブな重大診断エラーが検出され，エンジンの
出力低下が開始されています。

エンジンは運転していますが，
出力が低下しています。

点滅 OFF 警告 1つ以上のエンジン保護値を超えています。 エンジンは正常に運転していま
す。

点滅 点滅 出力低下および
警告

1つ以上のエンジン保護値を超えています。 エンジンは運転していますが，
出力が低下しています。

ON ON エンジン停止 1つ以上のエンジン保護値を超えているか，アクティ
ブな重大診断エラーが検出されています。

エンジンは停止しているか，間
もなく停止します。

i05401140

モニタリングシステム

シャットダウン･モードが選択され、警告インジ
ケータが作動している場合、エンジンは警告インジ
ケータが作動してから20秒ほどでシャットダウンし
ます。用途によっては、人身事故を防ぐため特別な
予防措置を取る必要があります。 必要に応じて
シャットダウン後、非常運転のためにエンジンを再
始動することができます。

注意
エンジン･モニタリング･システムは、重大な故障に
対して保証するものではありません。設定されてい
る遅延時間と出力低減スケジュールは、誤報を最小
限に抑え、オペレータにエンジンを停止させる余裕
を与えるためのものです。

次のパラメータはモニタの対象です。

• クーラント温度

• インテークエア温度

• エンジンインテークマニホールド圧力

• エンジンオイル圧力

• フュエルレール圧力

• エンジンスピード/タイミング

ププロロググララムム可可能能ななオオププシショョンンととシシスス
テテムムのの作作動動

警告／出力低減／シャットダウン･モードが選択さ
れているときに、警告インジケータが作動した場合
は、可能になり次第、エンジンをシャットダウンさ
せてください。 用途により、人身事故を避けるた
め、特別な予防措置を取る必要があります。

エンジンは次のモードに設定できます。

““警警告告””
“警告” ランプおよび警告信号（オレンジ色のラン
プ）が “ON” になり，警告信号が継続的に作動し
て，1つ以上のエンジンパラメータが正常運転範囲
外にあることをオペレータに警告します。

““警警告告//出出力力低低減減””
“診断” ランプが “ON” になり，警告信号（赤色のラ
ンプ）が作動します。警告の作動後，エンジンの出
力レベルが低下します。出力低下が行われると，警
告ランプが点滅を開始します。
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エンジンの出力は，事前に設定された運転範囲を超
えると低下します。エンジンの出力は，噴射ごとに
使用できる燃料の量を制限することで低下します。
この燃料削減の量は，エンジンの出力低下の原因と
なったエラーの重大性によって異なり，通常は最大
50 %が削減の限界です。この燃料削減によって，事
前に決定されたエンジン出力低下が行われます。

““警警告告//出出力力低低下下//停停止止””
“診断” ランプが “ON” になり，警告信号（赤色のラ
ンプ）が作動します。警告の作動後，エンジンの出
力レベルが低下します。エンジンは，エンジンが停
止するまで，設定された出力低下回転数で運転を継
続します。エンジンの停止後でも，緊急時の使用で
あれば再始動することができます。

エンジンの停止までには20秒ほどしかかかりませ
ん。エンジンの停止後でも，緊急時の使用であれば
再始動することができます。ただし，最初の停止原
因は解消されていません。エンジンは20秒ほどで再
び停止する恐れがあります。

油圧の低下またはクーラント温度の低下を示す信号
が表示された場合は，その状態を確認するために2
秒間の遅延時間が設けられています。

プログラムされた各モードのインジケータランプの
詳細については，トラブルシューティング, Indicator
Lampsを参照してください。

詳細および修理の依頼については，Perkinsディーラ
またはPerkinsの代理店にお問い合わせください。

i05444930

センサおよび電気構成部品

セセンンササのの位位置置

図27 は，エンジンのセンサの代表的な位置を示して
います。 特定のエンジンでは、用途が異なるために
この説明図とは異なる場合があります。 エレクトロ
ニックコントロールモジュール（ECM，Electronic 
Control Module）の位置が示されています。
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図 27 g01392818

(1)クーラント温度センサ
(2)インテークマニホールド空気温度センサ
(3)インテークマニホール圧力センサ

(4)フュエルプレッシャセンサ
(5)エレクトロニック・コントロール・モ
ジュール（ECM）

(6)油圧センサ
(7)プライマリポジションセンサ
(8)セコンダリポジションセンサ
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図 28 g01330220

(1)クーラント温度センサ
(2)インテークマニホールド空気温度センサ

(3)インテークマニホール圧力センサ
(4)フュエルプレッシャセンサ

(5)エレクトロニック・コントロール・モ
ジュール（ECM）
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図 29 g01330325

(6)エンジンオイル圧力センサ (7)プライマリスピード/タイミングセンサ (8)セコンダリスピード/タイミングセンサ

図28および図29は，エンジンにおけるセンサおよ
びECMの位置を示しています。

セセンンササのの故故障障

全全セセンンササ

どのセンサの故障も，次のいずれかの誤作動による
場合があります。

• センサ出力がオープンである。

• センサ出力が， “-バッテリ” または “+バッテリ” に
短絡している。

• センサの測定値が仕様範囲外である。

ププロロググララママブブルルモモニニタタリリンンググシシスステテ
ムム（（PPMMSS，，PPrrooggrraammmmaabbllee
MMoonniittoorriinngg SSyysstteemm））

プログラマブルモニタリングシステムは，エンジン
に損傷を与える恐れのある状況に応じて，エンジン
コントロールモジュール（ECM，Engine Control
Module）(5)が行う処置の程度を判断します。そう
いった状況は，次のセンサからの信号をECMが受け
取ることにより特定されます。

• クーラント温度センサ

• インテークマニホールド空気温度センサ

• インテークマニホールド圧力センサ

• フュエル圧力センサ

• エンジン･オイル圧力センサ

• プライマリスピード/タイミングセンサ

• セコンダリスピード/タイミングセンサ

ククーーラランントト温温度度セセンンササ11

冷却水温度センサは，エンジンクーラント温度をモ
ニタする。クーラント温度の上昇は，ECM (5)から
の出力によってリレーまたはランプで示されます。
クーラント温度センサは，ECMによって，低温始動
状態の開始の判断に使用されます。
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ククーーラランントト温温度度セセンンササのの故故障障

ECM (5)はクーラント温度センサの故障を検出しま
す。診断ランプによって，クーラント温度センサの
状態がオペレータに警告されます。クーラント温度
センサが故障しても，エンジンがシャットダウンし
たり馬力が変化することはありません。センサの正
常動作を点検するには，トラブルシューティング,
Engine Temperature Sensor Circuit - Testを参照してく
ださい。

イインンテテーーククママニニホホーールルドド空空気気温温度度セセ
ンンササ22

インテークマニホールド空気温度センサにより，イ
ンテーク空気温度が測定されます。信号はECM (5)
に送られます。インテークマニホールド空気温度セ
ンサは，ECMによって，低温始動方策の開始の判断
にも使用されます。

センサの正常動作を点検するには，トラブルシュー
ティング, Engine Temperature Sensor Circuit - Testを参
照してください。

イインンテテーーククママニニホホーールルドド圧圧力力セセンンササ
33

インテークマニホールド圧力センサにより，マニ
ホールド内の圧力が測定されます。信号はECM (5)
に送られます。

フフュュエエルルププレレッッシシャャセセンンササ44

フュエルプレッシャセンサにより，フュエルマニ
ホールド内の燃料圧力が測定されます。信号はECM
(5)に送られます。

エエレレククトトロロニニッッククココンントトロローールルモモ
ジジュューールル55

ECMはエンジン制御のコンピュータである。 ECM
は電子装置に電源を供給する。 ECMは，エンジンの
センサからの入力信号を監視する。 ECMはガバナと
して作動し，エンジンの回転数および出力を制御す
る。

ECMは噴射タイミングおよび燃料の圧力を調整し
て，エンジン性能，燃費および排出ガス規制値を最
適にする。

エエンンジジンンオオイイルル圧圧力力セセンンササ66

エンジンオイル圧力センサは，メインオイルギャラ
リ内のエンジンオイル圧力を測定する絶対圧センサ
です。エンジンオイル圧力センサは，診断目的でエ
ンジンオイル圧力を検出します。エンジンオイル圧
力センサの信号はECM (5)に送られます。

オオイイルル圧圧力力低低下下警警告告

オイル圧力低下警告の設定点は，エンジンスピード
により異なります。このエラーは，エンジンが8秒
を超えて運転されていた場合にのみ，アクティブに
なり記録されます。

オオイイルル圧圧力力大大幅幅低低下下警警告告

オイル圧力の大幅低下に関わる設定点は，エンジン
スピードによって異なります。エンジンモニタリン
グシステムの出力低下モードが選択された場合は，
ECM (5)によりエンジン出力が低下します。エンジ
ン馬力は制限されます。

エエンンジジンンオオイイルル圧圧力力セセンンササのの故故障障

ECM (5)はエンジンオイル圧力センサの故障を検出
します。診断ランプによって，エンジンオイル圧力
センサの状態がユーザに警告されます。エンジンオ
イル圧力に関連するストラテジは，エンジンオイル
圧力センサが故障すると無効になります。エンジン
オイル圧力センサが故障しても，エンジンがシャッ
トダウンしたり馬力が変化することはありません。
センサの正常動作を点検するには，トラブルシュー
ティング, 5 Volt Sensor Supply Circuit - Testを参照して
ください。

ププラライイママリリススピピーードド//タタイイミミンンググセセ
ンンササ77

ECM (5)がプライマリスピード/タイミングセンサか
らの信号を受信しない場合， “診断” ランプに診断故
障コードが表示され，ECMメモリに記録されます。

ECMがプライマリスピード/タイミングセンサ(7)か
らの信号を受信しない場合，ECMはセコンダリス
ピード/タイミングセンサ(8)からの信号を読み取り
ます。 ECMは両方のセンサからの信号があるかどう
か絶えずチェックしています。

センサに断続的な故障があると，エンジンの制御が
不安定になる恐れがあります。

ププラライイママリリススピピーードド//タタイイミミンンググセセンンササのの
不不具具合合

プライマリスピード/タイミングセンサは，正常に作
動している必要があります。 ECMのソフトウェアに
より，エンジンの逆回転が防止されます。プライマ
リスピード/タイミングセンサが故障した場合，逆回
転を自動的に防止する手段がなくなります。一部の
アプリケーションでは，トランスミッションがエン
ジンを逆回転させる恐れがあります。このような状
況では，直ちにエンジンを停止してください。キー
スイッチを「 “OFF” 」位置まで回します。

センサの正常動作を点検するには，トラブルシュー
ティング, Engine speed/Timing sensor - Testを参照して
ください。

セセココンンダダリリススピピーードド//タタイイミミンンググセセ
ンンササ88

セコンダリスピード/タイミングセンサの信号は，エ
ンジン始動時に，ピストンのストロークを確認する
ために，ECM (5)によって使用されます。セコンダ
リスピード/タイミングセンサは，プライマリスピー
ド/タイミングセンサが故障している場合に，エンジ
ンを作動させるためにECMによって使用される場合
があります。
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センサの正常動作を点検するには，トラブルシュー
ティング, Engine speed/Timing sensor - Testを参照して
ください。

i03297495

エンジン停止およびエンジン警
報

シシャャッットトオオフフ

シャットオフ機能は、電気制御または手動によって
作動します。 電気制御によるシャットオフは、ECM
によってコントロールされます。

エンジンのシャットオフ機能は、次の条件が危険な
レベルに達したときに作動するように設定されてい
ます。

• 運転温度

• 作動圧

• 運転レベル

• 運転回転数

特定のエンジン･シャットオフ機能は、エンジンを
再始動する前にリセットする必要があります。

注意
エンジン･シャットダウンが発生したら、必ず原因
を究明してください。エンジンの始動を再び試みる
前に、必要な修理を行なってください。

以下の事項をよく把握しているようにしてくださ
い。

• シャットオフの種類と位置

• 各シャットオフ機能が作動する条件

• エンジンを再始動するためのリセット手順

アアララーームム

アラーム機能は電気制御によって作動します。ア
ラーム機能の作動はECMによってコントロールされ
ます。

アラーム機能はセンサまたはスイッチによって作動
します。センサまたはスイッチが作動すると、ECM
に信号が送られます。 ECMによってイベント･コー
ドが生成されます。ランプを点灯させるため、ECM
によって信号が送られます。

ご使用のエンジンには、次のセンサまたはスイッチ
が装備されている場合があります。

冷却水レベル –冷却水レベル低下スイッチは、冷却
水レベルの低下を示します。

冷却水温度 –冷却水温度センサは、ジャケット･
ウォータ冷却水温度の上昇を示します。

吸気マニホールド空気温度 –吸気マニホールド空気
温度センサは、吸気温度の上昇を示します。

吸気マニホールド圧力 –吸気マニホールド圧力セン
サは、エンジン･マニホールドの定格圧力をしま
す。

燃料レール圧 –燃料レール圧センサは、燃料レール
における圧力の増加または低下をチェックします。

エンジン･オイル圧力 –エンジン･オイル圧力センサ
は、設定されたエンジン回転数においてオイル圧力
が定格システム圧を下回ると、それを知らせます。

エンジン過回転 –プライマリ回転数／タイミング･
センサは、エンジン回転数を確認します。回転数が
3000 rpmに達すると、アラームが作動します。

エア･フィルタ詰まり –このスイッチは、エンジン
が作動しているときにエア･フィルタを点検しま
す。

ユーザ設定スイッチ –このスイッチによって、エン
ジンのリモート･シャットダウンが可能です。

燃料内水分検査スイッチ –このスイッチは、エンジ
ンが作動しているときにプライマリ燃料フィルタに
おける水分を検査します。

注記:冷却水温度スイッチの感知エレメントが作動
するには、エレメントが冷却水に完全に浸かってい
る必要があります。

好ましくない運転状況が生じたときにオペレータに
それを知らせるため、アラーム機能がエンジンに装
備されている場合があります。

注意
警報が作動したら、緊急事態に陥る前に是正措置を
取り、エンジンが損傷しないようにしてください。

適切な時間内に是正措置が取られないと、エンジン
が損傷する恐れがあります。アラームは状況が是正
されるまで作動し続けます。アラームをリセットす
る必要がある場合があります。

試試験験

キースイッチを「ON」位置に回すと、コントロー
ル･パネルのインジケータ･ライトが点検されます。
キースイッチを作動させた後、インジケータ･ライ
トが2秒間点灯します。問題があると思われる電球
をすぐに交換してください。
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詳細については、トラブルシューティングを参照し
てください。

i05401112

過回転数

過回転の状態は，エレクトロニックコントロールモ
ジュール（Electronic Control Module，ECM）で検出
されます。 エンジンスピードが3,000 rpmを上回る
と，イベントコードがログに記録されます。 “診断” 
ランプによって，アクティブな診断コードが示され
ます。 アクティブな診断コードは，エンジンスピー
ドが2,800 rpmを下回るまでアクティブなまま維持さ
れます。
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エエンンジジンンのの診診断断

i05156887

自己診断

Perkins 製の電子制御エンジンには，自己診断テスト
の機能が装備されている。 システムがアクティブな
問題を検出すると，診断ランプが点灯する。 診断
コードは，エレクトロニックコントロールモジュー
ル（ECM）の固定メモリに保存される。 診断コード
は，エレクトロニックサービス工具を使用して取得
できる。 詳細については， Troubleshooting, 
Electronic Service Toolsを参照。

一部の製品では，エンジン診断コードを電子ディス
プレイ上に直接表示させることができる。 エンジン
診断コードの取得法の詳細については，OEMから提
供されている説明書を参照すること。 あるいは，詳
細を記載した Troubleshooting, Indicator Lamps を参照
すること。

アクティブコードは，現在発生中の問題を示してい
る。 これらの問題は，最初に調査しなくてはならな
い。

記録されたコードは，次の事項を示している。

• 断続的問題

• 記録されたイベント

• 性能履歴

問題によっては，コードの記録後に解消されている
場合もある。これらのコードは，修理の必要性を示
しているのではない。コードは，特定の状況が発生
していることを示すガイドまたは警告である。コー
ドは，問題のトラブルシューティングに役立つこと
もある。

問題が修正されると，該当する故障コードの記録は
消去される。

i05156879

i05444932

診断フラッシュ･コードの読取り

““診診断断”” ラランンププ
診断フラッシュコードの確認には， “診断” ランプお
よびエレクトロニックサービスツールを使用しま
す。

エンジンに “診断” ランプが装備されている場合は，
以下の手順でフラッシュコードを読み取ります。

1. 3秒間以内にキースイッチをON/OFFに2回動かし
ます。

黄色のランプの点滅は，エンジンの3桁のコードを
示しています。点滅のシーケンスは，システムの診
断メッセージを表わします。最初の点滅シーケンス
を数え，フラッシュコードの1桁目を特定します。 2
秒間のポーズ後，第2の点滅シーケンスによってフ
ラッシュコードの2桁目を特定します。 2回目のポー
ズ後，第3の点滅シーケンスによってフラッシュ
コードを特定します。

追加のフラッシュコードがある場合は，ポーズに続
いて表示されます。これらのコードは，いずれも同
様の方式で表示されます。フラッシュコード551
は，イグニッションキースイッチを「ON」位置にし
てから検出された不具合はないことを意味します。

詳細，修理のサポート，またはトラブルシューティ
ングについては，整備解説書を参照するか，Perkins
の代理店にお問い合わせください。

表3は，フラッシュコードをまとめたもので，各フ
ラッシュコードの簡単な説明も記載されています。

注記:表3には，フラッシュコードが “アクティブ”
になることでエンジン性能に及ぶ可能性のある影響
がまとめられています。

一部のコードでは，イベントが記録されます。また
一部のコードは，機械システムに対して注意を払う
必要があることを示す場合もあります。コード
“551” についてはトラブルシューティングの必要はあ
りません。コード001については，フラッシュコー
ドの表示は行われません。一部のコードでは，エン
ジンの作動や性能が制限されることがあります。

表3には，フラッシュコードがアクティブになるこ
とでエンジン性能に及ぶ可能性のある影響がまとめ
られています。表3は，電子診断コードとその説明
のリストでもあります。

診断ランプ

診断ランプは、アクティブな障害があるかどうかを
示すために使用されます。 詳細は，Troubleshooting, 
Indicator Lampsを参照。 故障診断コードは、問題が
修復されるまでアクティブ状態になっています。 診
断コードは、電子式サービス工具を使用して取得で
きます。 詳細は，Troubleshooting, Electronic Service 
Tools を参照。
表 3

1106D産業用エンジンのフラッシュコード(1)

診断フラッシュ
コード

エンジン性能に与える影響(2) 推奨されるオペレータの操作

（続き）
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（表 3，続き）
説明 エンジンの

失火
出力低下 エンジンス

ピードの低
下

エンジンシャット
ダウン

サービス(3) サービスのス
ケジュール(4)

111 #1インジェクタの不具合 X X X

112 #2インジェクタの不具合 X X X

113 #3インジェクタの不具合 X X X

114 #4インジェクタの不具合 X X X

115 #5インジェクタの不具合 X X X

116 #6インジェクタの不具合 X X X

133 インテークマニホールド空
気温度センサー故障 (5)

X X

141 プライマリエンジンスピー
ド/タイミングセンサの不具
合(6)

X X

142 セコンダリエンジンスピー
ド/タイミングセンサの不具
合

X

143 エンジンタイミングキャリ
ブレーションのエラー

X X

144 エンジン作動モード選択ス
イッチの不具合

X X

151 エアフィルタの詰まりが過
度である

X X

154 スロットルポジションセン
サの不具合

X X

155 セカンダリスロットルポジ
ションセンサの不具合

X X

157 エンジンオイル圧力センサ
の不具合

X X

159 フュエルレール圧力センサ
の不具合

X X

162 フュエルレール圧力バルブ
ソレノイドの不具合

X X X

168 エンジンクーラント温度セ
ンサの不具合

X

169 エンジンクーラント低下 X X

177 ターボウェイストゲートア
クチュエータの不具合

X

185 排気温度が高い X X

197 インテークマニホールド
ブースト圧のエラー

X X

199 グロープラグ始動リレーの
不具合

X

415 エンジンソフトウェアの不
適合

X X X

426 マシンセキュリティシステ
ムモジュールの不具合 (7)

X

（続き）
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（表 3，続き）
429 イグニッションキースイッ

チの不具合
X

511 ECM供給電圧のエラー X X X X

514 SAE J1939データリンクの
不具合

X X

516 5 Vセンサ用DC電源の不具
合

X X

517 8 Vセンサ用DC電源の不具
合

X X

527 カスタマ/システムパラメー
タのエラー

X X X

(1) 警告ランプが取り付けられている場合は，この表を参照してください。電子ディスプレイが取り付けられている場合の詳細については，
OEMを参照してください。

(2) “X” は，アクティブなコードの発生によりエンジン性能に影響が及ぶことを示します。
(3) 認定サービスプログラムを提供している最寄りの施設にまで車両を持ち込んでください。
(4) サービスのスケジュール:オペレータが認定サービスプログラムを利用する際に，問題を調査してもらう必要があります。
(5) これらのフラッシュコードは，寒冷時のエンジン始動や高緯度地域での寒冷時運用など，特定の環境下でシステムに影響する場合があり
ます。

(6) プライマリエンジンスピード/タイミングセンサが故障した場合，逆回転を自動的に防止する手段がなくなります。このような状況では，
直ちにエンジンを停止してください。キースイッチを「 “OFF” 」位置まで回します。センサの正常動作を点検するには，トラブルシュー
ティング, Engine speed/Timing sensor - Testを参照してください。

(7) エンジンが始動しない。

i02657835

故障記録

このシステムは、故障記録機能が装備されていま
す。 電子制御モジュール（ECM）がアクティブな診
断コードを生成すると、そのコードはECMのメモリ
にログされます。 ECMによってログされたコード
は、エレクトロニック・サービス・ツールで識別す
ることができます。 ログされたアクティブ・コード
は、故障が修復されるか、または故障がアクティブ
でなくなると消去されます。 次のログ済み故障につ
いては、ファクトリ･パスワードを使用しないと
ECMのメモリから消去することができません。 オー
バースピード, エンジン･オイル・プレッシャが低下
および エンジン冷却水温度が上昇.

i05401120

アクティブ診断コードを伴うエ
ンジン運転

エンジンの正常作動中に診断ランプが点灯した場
合，仕様の範囲を逸脱した状況がシステムで検出さ
れたことを示します。 エレクトロニックサービス
ツールを使用して，アクティブな診断コードがない
か点検します。

アクティブな診断コードを調べる必要があります。
問題の原因をできるだけ早く解消してください。 ア
クティブな診断コードが1つだけの場合，その発生
原因が解消されると診断ランプは消灯します。

アクティブな診断コードが生成されると，その結果
としてエンジンの作動や性能が制限されることがあ
ります。加速率が大幅に低下したり，出力が自動的
に低減される場合もあります。個々のアクティブな
診断コードとエンジン性能に及ぼす影響の詳細につ
いては，トラブルシューティング, Troubleshooting
with a Diagnostic Codeを参照してください。

i02657817

間欠的な診断コードを伴うエン
ジン運転

エンジンが正常に運転されている時に、診断ランプ
が点灯し、そして消灯する場合は、故障が断続的に
発生している可能性があります。 故障が発生した場
合、その故障は電子制御モジュール（ECM）のメモ
リに記録されます。

ほとんどの場合、断続故障コードが表示されてもエ
ンジンを停止する必要はありません。 但し、オペ
レータはイベントの本質を特定するために、記録さ
れている故障コードを読み出し、該当する情報を参
照してください。 オペレータは、ランプを点灯させ
た原因と思われるあらゆる所見をログに記録してく
ださい。

• 出力低下

• エンジン回転数の制限

• 過剰なスモーク、など

この情報は、状況のトラブルシュートに役立てるこ
とができます。この情報は、今後の参考のために利
用することもできます。診断コードの詳細について
は、このエンジンのトラブルシューティング・ガイ
ドをご参照ください。

40 SJBU8119-04
運転操作編
故障記録



エエンンジジンンのの始始動動

i05401122

エンジンの始動前

エンジンを始動する前には，必要な日常点検とその
他の定期点検を実施してください。 詳細は，取扱説
明書, 給油整備間隔を参照してください。

• 燃料供給バルブ（装着の場合）を開きます。

注意
燃料圧力が上昇しないように、エンジンを運転する
前および運転中は燃料リターン配管内の全バルブを
開いておかなければなりません。燃料圧力が高くな
ると、フィルタ･ハウジングが故障または他に損傷
が生じる恐れがあります。

エンジンを数週間始動しなかった場合，フュエルシ
ステムから燃料が抜けている可能性があります。
フィルタハウジングにエアが混入している場合があ
ります。またフュエルフィルタの交換を行うと，エ
ンジン内にある程度の空気が取り込まれてエアポ
ケットが発生します。これらの状況下では，フュエ
ルシステムのプライミングが必要です。フュエルシ
ステムのプライミングの詳細は，取扱説明書,フュ
エルシステム，燃料系統のプライミングを参照して
ください。

エンジンの排気ガスには有害な燃焼酸化物が含まれ
ています。エンジンは常に換気の行き届いた場所で
始動させ、運転してください。エンジンを屋内で運
転する場合は、エンジンの排気ガスを外部へ排出し
てください。

• 始動スイッチやコントロール装置に， “運転禁止”
の警告タグまたは類似の警告タグが付けられてい
る場合は，エンジンを始動したりコントロール装
置を動かしたりしないでください。

• シャットオフおよびアラーム用のコンポーネント
（装着の場合）は，すべてリセットしておきま
す。

• エンジン駆動式の装置については，いずれもエン
ジンとの接続が解除されていることを確認しま
す。電気的負荷については，最小化しておくか
完全に取り除いておきます。

i02570695

エンジン始動

注記: 始動中にエンジン回転数の制御装置を調整し
ないでください。 始動時のエンジン回転数は、電子
制御モジュール (ECM) により制御されます。

エンジンの始動
1.エンジンによって駆動される装置の結合をすべて
取り外してください。

2.キースイッチを「RUN」位置に回してください。
グロー･プラグの警告ランプが消えるまで、キー
スイッチを「RUN」位置に保ってください。

3.グロー･プラグの警告ランプが消えたら、キース
イッチを「START」位置に回し、電気式始動モー
タを連結するとともにエンジンをクランキングし
てください。

注記:グロー･プラグの警告ランプが点灯している時
間は、エンジンの温度により異なります。

注意
フライホイール回転中は始動モータを結合させない
でください。負荷が加わっているときは、エンジン
を始動させないでください。

エンジンが30秒以内に始動しない場合は、始動ス
イッチまたは始動ボタンを解除して2分間待ち、始
動モータを冷却させてから再度エンジンを始動して
ください。

4.エンジンが始動したら、キースイッチを「RUN」
位置に戻してください。

5.エンジンの始動に失敗したら、ステップ2から4を
繰り返してください。

i05401127

ジャンパ･スタート･ケーブルに
よる始動

ジャンパ･スタート･ケーブルを不適切に接続する
と、爆発が発生し、人身事故を起こす恐れがありま
す。

バッテリの付近ではスパークを発生させないでくだ
さい。スパークによって気化したガスが爆発する恐
れがあります。さらに、ジャンパ･スタート･ケーブ
ルの端どうしを接触させたり、エンジンに接触させ
たりしないでください。

注記:可能な場合は，始動が失敗する理由を最初に
特定します。詳細については，トラブルシューティ
ング, Engine Will Not Crank and Engine Cranks But Will
Not Startを参照してください。必要であれば修理す
る。エンジンが始動しない原因がバッテリだけであ
る場合は，バッテリを充電するか，ジャンプスター
トケーブルを使用して別のバッテリによるエンジン
始動を行います。バッテリの状態は，エンジンのス
イッチを「OFF」にした後で再点検できます。
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注意
電動スタータモータと同じ電圧のバッテリ電源を使
用します。必ず、ジャンプ･スタートの電圧と同じ
電圧を使用してください。電圧が高いバッテリを使
用すると電気系統が損傷します。

バッテリ･ケーブルの極性を誤らないでください。
オルタネータが損傷する恐れがあります。接地ケー
ブルの取付けは最後に行い，取外しは最初に行う。

ジャンプスタートケーブルを取り付ける前に，すべ
ての電気部品を「OFF」にする。

始動させるエンジンへのジャンプスタートケーブル
接続前に，主電源スイッチが「OFF」位置になって
いることを確かめる。

1.ストールしたエンジンの始動スイッチを「OFF」
位置に回します。エンジンのアクセサリをすべて
オフにします。

2.ジャンプスタートケーブルの一方の（+）側を放
電したバッテリのプラス（+）ケーブルターミナ
ルに接続すること。ジャンプスタートケーブルの
もう一方の（+）側を電源のプラス（+）ケーブル
端子に接続する。

3.ジャンプスタートケーブルの一方の（-）側を電源
の（-）ケーブルターミナルに接続する。マイナ
ス側ジャンプスタートケーブルのもう一方の端
を，エンジンブロックまたは車体アースに接続し
ます。この手順によって，一部のバッテリから発
生する可燃性ガスがスパークによって着火するの
を防止できます。

4.エンジンを始動します。

5.エンジンが始動したら，直ちに逆の手順でジャン
プスタートケーブルを切り離します。

ジャンプスタートの実施後，過度に放電されたバッ
テリをオルタネータでは完全に再充電できない場合
があります。こうしたバッテリはエンジン停止後に
交換するか，バッテリ充電器を使用して正しい電圧
まで充電する必要があります。使用不可能と思われ
るバッテリであっても，その多くは再充電が可能で
す。詳細は，取扱説明書,バッテリの交換および試
験と調整マニュアル, Battery - Testを参照してくださ
い。

i02570684

エンジン始動後

注記: 周囲温度が0～60°C (32～140°F)の場合、暖気
運転の時間は約3分間です。外気温度が0°C (32°F)よ
り低い場合は、さらに暖気運転を続ける必要がある
場合もあります。

エンジンをアイドル回転数で暖機運転している間
に、次の状態を調べてください。

高圧燃料配管の点検は、エンジンや始動モータの運
転中に行わないでください。運転中のエンジンを点
検する場合は、液体による貫通事故を防止するた
め、必ず正しい手順に従ってください。本取扱説明
書,安全に関する一般事項をご参照ください。

• エンジンに負荷をかける前に、アイドル回転と半
速回転（エンジン負荷なし）で液体や空気の漏れ
を点検してください。エンジンの用途によって
は、この方法が使用できない場合もあります。

• エンジンを3～5分間アイドル回転で運転するか、
ウォータ･テンペレチャ･インジケータが上り始め
るまでエンジンをアイドル回転数で運転してくだ
さい。暖機中にすべてのゲージを点検してくだ
さい。

注記:エンジンを運転している間は、頻繁にゲージ
の表示値を観測してデータを記録してください。長
期間にわたって得られたデータを比較することによ
り、各ゲージの正常値がわかります。長期間にわ
たって得られたデータを比較することにより、異常
な運転状態の発生を検知することもできます。測定
値が著しく変化する場合は、検査を行ってくださ
い。
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エエンンジジンンのの運運転転

i05401123

エンジンの運転

適切な運転およびメンテナンスは，エンジンの耐用
年数と効率を最大化させる重要な要素です。 取扱説
明書の指示に従うことにより，最少のコストでエン
ジン耐用年数を最大化できます。

エンジンを定格回転数で運転できるのは，エンジン
作動温度への到達後です。 エンジンは，エンジンを
ローアイドル回転数や負荷が低い状態で運転するこ
とで，通常の作動温度に到達します。 この方法は，
エンジンを無負荷状態でアイドリングさせるよりも
効率的です。 エンジンは通常，数分程度で作動温度
に到達します。

エンジン運転中に計器が示す値を監視し，できるだ
け頻繁にデータを記録するようにしてください。 長
期的なデータを比較することで，各計器の正常値が
特定できるはずです。 長期的なデータ比較は，異常
な運転状態の発生の検出にも寄与します。 測定値の
著しい変化が認められた場合は，問題がないか調査
してください。

i05156934

燃料節減のための推奨方法

エンジンの効率を上げると燃費が悪化する恐れがあ
ります。 Perkins の設計と製造技術は，あらゆる用
途で最高の燃料効率を実現している。 推奨手順に
従って、エンジンの耐用年数中は最適性能を達成す
ることができるようにしてください。

• 燃料をこぼさないでください。

燃料は暖まると膨張します。フュエル・タンクから
燃料があふれ出る恐れがあります。フュエル･ライ
ンに漏れが生じていないか点検してください。必要
に応じて、フュエル･ラインを修理してください。

• 異なる燃料の特性に注意してください。推奨燃
料のみを使用してください。

• 不必要なアイドル回転数での運転は避けてくださ
い。

長時間のアイドル回転数運転は避けて、エンジンを
停止してください。

• エアクリーナのサービスインジケータは頻繁に確
認すること。エア・クリーナ･エレメントはきれ
いな状態に維持してください。

• 電気系統は正常な状態に維持すること。

バッテリセルが1個でも不良だと，オルタネータに
過剰な負荷が加わる。その結果、余分な電力と燃料
が消費されます。

• ドライブベルトの調整が正しいことを確認する。
ドライブベルトは正常な状態に維持すること。

• ホースの接続部がすべて十分に締め付けられてい
ることを確認してください。接続部に漏れがな
いようにしてください。

• 被駆動装置が正常に稼動していることを確認して
ください。

• エンジンが冷めていると余分な燃料が消費されま
す。可能な場合は、ジャケット･ウォータ･シス
テムおよび排気系統の熱を利用してください。
クーリング・システムのコンポーネントを清潔に
維持し、適切な修理を施してください。水温調
整器なしに、絶対にエンジンを運転しないでくだ
さい。これらすべての品目は作動温度を維持す
るのに役立ちます。
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i06862434

エエンンジジンン停停止止

エンジンの停止

注意
負荷をかけて運転していたエンジンを急停止する
と、オーバーヒートしてエンジンの構成部品の早期
摩耗を生じる恐れがあります。

シャットダウンの前にエンジンを加速することはし
ないでください。

高温のままのエンジン停止を避けることによって、
ターボチャージャのシャフトとベアリングの耐用年
数を最長にできます。

注記:コントロールシステムは，個々の用途によっ
て異なります。シャットオフ手順を理解しているか
確かめてください。エンジンの停止操作は，次に示
す一般的なガイドラインに従ってください。

1.エンジンの負荷を取り除きます。エンジンスピー
ド（rpm）をローアイドルまで低下させます。エ
ンジンを5分間アイドル運転させ，エンジンを冷
却します。

2.エンジンのシャットオフシステムに従って，冷却
時間後にエンジンを停止します。イグニッション
キースイッチをOFF位置にする。必要に応じて，
OEMから提供される説明書を参照してください。

注意
いかなる整備または修理を行う場合も，必ず事前に
エンジンへの電源を切り離してください。

i08044305

非常停止

注意
非常停止ボタンは非常時専用です。通常のエンジン
停止用に非常停止装置や非常停止ボタンを使用しな
いでください。

OEMの製品では，非常停止押しボタンが装備されて
いる場合があります。非常停止押しボタンの詳細に
ついては，OEM情報を参照してください。

エンジン停止後は，エンジンの動作をサポートする
外部システム用コンポーネントが安全な状態になっ
ていることを確かめます。

i03334299

エンジンの停止後

注記: エンジン･オイルの点検をする前に、最低10分
間はエンジンを停止してオイル･パンにエンジン･オ
イルを戻してください。

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。

• エンジンが停止したら、エンジンの燃料配管の整
備や修理を行う前に60秒間待ち、燃料の圧力が解
放されるようにしてください。必要に応じて、
微調整をしてください。低圧燃料系統、冷却系
統、潤滑系統、またはエア系統の漏れはすべて修
理してください。漏れが起きている高圧配管は
すべて交換してください。分解および組立説明
書,燃料噴射配管 -取付けをご参照ください。

• クランクケースのオイル･レベルを点検してくだ
さい。オイル･レベルを、エンジン･オイル･レベ
ル･ゲージの “MIN（最低）” と “MAX（最高）” の
マークの間に維持してください。

• エンジンにサービス･アワー･メータが装備されて
いる場合は、表示値を記録しておいてください。
取扱説明書,保守整備間隔計画に記載されている
保守整備を実施してください。

• 燃料内に水分が入るのを防ぐため、燃料タンクを
満量にしておいてください。ただし、燃料タン
クに燃料を入れすぎないでください。

注意
取扱説明書の冷却水仕様内で推奨されている不凍液
／冷却水の混合液のみを使用してください。これを
怠るとエンジンを損傷する恐れがあります。

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

• エンジンが冷めるまで待ってください。冷却水
レベルを点検してください。
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• 冷却水が凍結および腐食を防止する機能を維持し
ているか、点検してください。必要に応じて、
適切な冷却水／水混合液を追加補充してくださ
い。

• すべての被駆動装置に対し、必要な定期保守整備
を実施してください。この保守整備について
は、OEMの説明書に要点がまとめられています。
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寒寒冷冷時時のの運運転転

i06059850

寒冷時の運転

Perkins製ディーゼルエンジンは，寒冷時でも効率的
な運用ができます。 寒冷時におけるディーゼルエン
ジンの始動と運転は，以下の要件に応じて異なりま
す。

• 使用する燃料タイプ

• エンジンオイルの粘度

• グロープラグの動作

• オプションの寒冷始動補助装置

• バッテリの状態

• 外気温度および標高

• アプリケーションの寄生的負荷

• アプリケーションの油圧およびトランスミッショ
ンオイルの粘度

この項では，次の情報を解説します。

• 寒冷時の運転に伴う潜在的な問題

• 外気温度が0 ~ −40 °C (32 ~ -40 °F)の場合に，始動
時と運転時の問題を最小限に抑えるための推奨手
順。

凍結温度域におけるエンジンの運転および保守整備
は複雑です。複雑さ理由は次の要因によります。

• 気象条件

• エンジンの用途

PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店からの推奨事
項は，過去の経験に基づいて得られたものです。こ
こに記載されている情報は，寒冷時に運用する際の
ガイドラインになります。

寒寒冷冷時時ででのの運運用用ののヒヒンントト

• エンジンが始動する場合は，最低作動温度である
81 °C (177.8 °F)に達するまでエンジンを運転し続
けます。運転温度にすることは，インレットバ
ルブと排気バルブの固着の防止に役立つ。

• エンジンのクーリングシステムと潤滑系統から
は，エンジンを停止した後も熱がすぐには失われ
ない。そのため，エンジンはある程度の時間停
止しても，そのまま簡単に始動することができま
す。

• 寒冷期が始まる前に，仕様に則したエンジン潤滑
剤を導入しておきます。

• すべてのゴム製の部品（ホース，ファンドライブ
ベルト）を毎週点検します。

• 電気系統の配線および接続部について，摩損や絶
縁材の損傷がないか点検します。

• すべてのバッテリを完全に充電して，暖かい状態
で保持します。

• 各シフトの終了後，フュエルタンクを満タンにし
ておきます。

• エアクリーナおよびエアインテイクは毎日点検す
ること。降雪中に運転する場合は，エアインテ
イクの点検をより頻繁に実施します。

• グロープラグが正常に作動することを確認しま
す。詳細は，試験と調整マニュアル, Glow Plug -
Testを参照してください。

アルコールや始動用液体類により、人身事故または
物的損害を起こす恐れがあります。

アルコールや始動用液体類は、可燃性が高く有毒な
ので不適切な方法で保管すると、人身事故または物
的損害を起こす恐れがあります。

エーテルなどのエアゾール･タイプの始動補助剤を
使用しないでください。このような行為により、爆
発事故または人身事故を起こす恐れがあります。

• 寒冷時でのケーブルを用いたジャンプスタート手
順については，取扱説明書,ジャンプスタート
ケーブルによる始動を参照してください。

エエンンジジンン潤潤滑滑油油のの粘粘度度

エンジンオイルの粘度を適正に保つことは不可欠で
す。オイルの粘度は，エンジンクランクに必要なト
ルクの大きさを左右します。推奨されるオイルの粘
度については，本取扱説明書,液体の推奨事項を参
照してください。

ククーーラランントトのの推推奨奨事事項項

予想される最低外気温に合ったクーリングシステム
の保護を行う。推奨されるクーラント混合液につい
ては，本取扱説明書,液体の推奨事項を参照してく
ださい。

寒冷時にはクーラントを頻繁に点検し，凍結防止に
必要なグリコール濃度を維持するようにします。

エエンンジジンンブブロロッッククヒヒーータタ

エンジンブロックヒータ（装着の場合）の機能は，
燃焼室を囲んでいるエンジンジャケットウォーター
を温めることです。加熱により，次の効果が得られ
ます。
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• 始動性が向上します。

• 暖機時間が短縮されます。

電気式ブロックヒータは，エンジン停止と同時に作
動し始めます。通常，有効に機能するブロックヒー
タは1,250/1,500 Wの装置です。詳細については，
PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店にお問い合わ
せください。

エエンンジジンンののアアイイドドリリンンググ

寒冷時におけるエンジン始動後のアイドリングは，
エンジン回転数を1,000 ~ 1,200 rpmまで上げてくださ
い。回転数を上げることによって，エンジンをより
短時間で暖機することができます。ハンドスロット
ルを取り付けると，長時間にわたってローアイドル
回転を高めに維持する操作が容易になります。暖機
の短縮を意図した“空ぶかし”操作は行わないでくだ
さい。

エンジンのアイドリング中に軽い負荷（寄生的負
荷）をかけることは，最低作動温度の達成に有益で
す。最低作動温度は，82 °C (179.6 °F)です。

ククーーラランントト暖暖機機のの推推奨奨事事項項

作動を停止して通常の作動温度以下になっているエ
ンジンについては，暖機が必要です。暖機運転はエ
ンジンをフル稼働状態に戻す前に行う必要がありま
す。極寒温度環境で運転している場合，短い間隔で
エンジンの運転と停止を繰り返すと，エンジンのバ
ルブ機構が損傷する恐れがあります。このような事
態は，暖機運転が完了する前に，エンジンの始動と
停止を何度も繰り返すとことで発生する恐れがあり
ます。

通常の作動温度よりも低い温度でエンジンを運転し
ている場合，燃料とオイルが燃焼室で完全燃焼しま
せん。このような燃料とオイルは，バルブステムに
軟性のカーボン堆積物を形成します。これらの堆積
物は一般的に，通常の作動温度のエンジンで燃焼し
て消滅するため，問題は発生しません。

暖機運転が完了する前に，エンジンの始動と停止を
何度も繰り返すと，カーボン堆積物が厚くなってい
きます。この事態は，次のような問題を発生させる
恐れがあります。

• バルブの自由な動きが抑制されます。

• バルブの固着が起こります。

• プッシュロッドが曲がる可能性があります。

• バルブトレーンコンポーネントにその他の損傷を
及ぼす危険性があります。

これらの理由からエンジン始動時は，クーラント温
度が最低71 °C (160 °F)に達するまでエンジンを回転
させておく必要があります。これにより，バルブス
テムのカーボン堆積物を最小限に抑えることができ
ます。また，バルブとバルブコンポーネントの自由
な動きが維持されます。

エンジンの十分な暖機が不可欠な理由としては，各
種のエンジン部品を良好な状態に保ち，エンジンの
耐用年数を延ばす点も挙げられます。潤滑を促進す
る効果もあります。オイルの酸化およびスラッジ形
成を抑制する効果もあります。この潤滑により，エ
ンジンベアリング，ピストンリングなどの部品の寿
命を延長できます。ただし，摩耗や無駄な燃料消費
を減らすために不要なアイドル時間は10分に制限し
てください。

水水温温レレギギュュレレーータタおおよよびび断断熱熱ヒヒーータタ回回路路

エンジンには水温レギュレータが装備されていま
す。エンジンクーラントが適切な作動温度を下回っ
ている場合，ジャケットウォータは，エンジンシリ
ンダブロックを通過してエンジンシリンダヘッドま
で循環します。その後クーラントは，クーラント温
度レギュレータのバルブをバイパスした内部通路を
経由することで，シリンダブロックに戻ります。こ
のシステムにより，クーラントは温度の低い運転状
態でエンジンの周囲を流れます。エンジンジャケッ
トウォーターが適正な作動温度の最低値に到達する
と，水温レギュレータが開き始めます。ジャケット
ウォーターのクーラント温度が適正な作動温度の最
低値を上回ると，水温レギュレータの開きが大きく
なり，より多量のクーラントがラジエータ中を流れ
ることで余分な熱が取り除かれます。

水温レギュレータの段階的な開放により，シリンダ
ブロックとシリンダヘッド間のバイパス通路は段階
的に閉鎖されます。このシステムにより，確実に最
大限のクーラントがラジエータに流れ，放熱が最適
な効率で行われるようになります。

注記: Perkins社は，ラジエータシャッターなどの空
気流量制限装置は，いずれも使用しないことを推奨
しています。空気流量の制限は，排気温度の上昇,
出力の低下,ファンの過剰使用および燃費の悪化の
原因になります。

キャブヒータは，極寒環境での運用時に有効です。
エンジンからのフィードおよびキャブからのリター
ンラインは断熱して，外気による熱損失を減らす必
要があります。

エエアアイインンレレッットトおおよよびびエエンンジジンンココンンパパーー
トトメメンントトのの断断熱熱

−18 °C (−0 °F)を下回る温度を頻繁に経験する環境で
は，エアクリーナ用インレットのエンジンコンパー
トメント内への配置が必要となる場合があります。
こうしたエアクリーナのエンジンコンパートメント
内への配置については，エアクリーナに入る雪を最
小化する効果も期待できます。さらに，エンジンの
廃熱は吸気を暖めるのに役立ちます。

エンジンコンパートメントを断熱することは，エン
ジン周囲の保温に寄与します。

i08031513

燃料および寒冷時の影響

注記: 燃料は，Perkins の推奨するグレードのものだ
けを使用してください。本取扱説明書, 液体に関す
る推奨事項を参照してください。
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ディーゼル燃料の特性は，エンジンのコールドス
タート機能で十分に効果を発揮します。ディーゼル
燃料の低温特性がエンジンの運転中に生じる最低外
気温度に対処できることが重要です。

次の特性が，燃料の低温機能の定義に使用されま
す。

• 曇り点

• 流動点

• 低温フィルタ目詰まり点（CFPP，Cold Filter
Plugging Point）

燃料の曇り点は，ディーゼル燃料に自然に見られる
ワックスが結晶化を開始する温度です。フィルタの
目詰まりを防ぐために，燃料の曇り点は最低外気温
度よりも低い必要があります。

流動点は，燃料のフローが停止し，燃料のワックス
化が始まる臨界温度です。

低温フィルタ目詰まり点は，特定の燃料が標準のろ
過装置を通過する温度です。このCFPPにより，どの
程度の低温度で燃料を使用できるかを推定できま
す。

ディーゼル燃料を購入するときは，これらの特性に
注意してください。エンジンの用途に対する平均外
気温度を考慮する必要があります。ある気候環境で
給油したエンジンをより低温の気候環境へ輸送する
と正常に運転できなくなる場合があります。不具合
の中には，こうした温度差に起因するものも存在し
ます。

出力の低下や冬季の性能低下に関するトラブル
シューティングを開始する前に，燃料がワックス化
していないか確認します。

次のコンポーネントは，寒冷時における燃料のワッ
クス化の問題を抑制する方法を提供します。

• 燃料ヒータ（OEMオプションの場合あり）

• 燃料ラインのインシュレーション（OEMオプショ
ンの場合あり）

冬季の気候が厳しい国々や地域では，冬季および極
寒グレードのディーゼル燃料を入手できます。詳細
については，取扱説明書,寒冷時運転用の燃料を参
照してください。

ディーゼルエンジンのコールドスタートおよび運転
に影響するもう1つの重要な燃料の特性はセタン価
です。この特性の詳細と要件については，本取扱説
明書,液体に関する推奨事項を参照してください。

i05156872

寒冷時における燃料関連構成部
品

フフュュエエルル･･タタンンクク

燃料が満タンではないフュエル･タンクでは、結露
が発生する恐れがあります。 エンジンの運転後は
フュエル･タンクを満タンにしてください。

フュエル･タンクにはタンク底部から水と沈殿物を
排出する仕組みがあるはずです。

フュエル･タンクには、供給配管の位置によって水
と沈殿物が、燃料供給配管の末端に溜まる構造のも
のがあります。

一部のフュエル･タンクでは、タンク底部から直接
供給配管に燃料を送り出す構造のものもあります。
エンジンにそうしたシステムが装備されている場合
は、燃料系統フィルタを定期的にメンテナンスする
ことが大切です。

週次,整備間隔およびフュエル･タンクの補充時で
燃料貯蔵タンクから水および沈殿物を抜き取りま
す。このようにすれば、水および/あるいは沈殿物
が燃料貯蔵タンクから、エンジンの燃料タンクへ送
り出されるのを防ぐことができます。

フフュュエエルル･･フフィィルルタタ

プライマリフュエルフィルタは，フュエルタンクと
エンジンフュエルインレットの間に配置されてい
る。フュエル･フィルタを交換した後は、フュエル･
システムから空気泡を取り除くために常にフュエ
ル･システムのプライミングをします。フュエル･シ
ステムのプライミングの詳細については、取扱説明
書保守整備編を参照してください。

プライマリフュエルフィルタの位置は，寒冷時の運
用で重要となる。プライマリフュエル･フィルタと
フュエル供給ラインは、低温燃料の場合に影響する
良く知られた構成要素です。

燃燃料料ヒヒーータタ

注記: OEMの製品では，燃料ヒータが装備されてい
るものもある。その場合，フュエルトランスファポ
ンプでの燃料温度は73 °C (163 °F)を超えてはいけな
い。

燃料ヒータ（装備されている場合）の詳細について
は，OEM情報を参照。
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i05444886

給給油油整整備備間間隔隔

交交換換容容量量

補充容量

潤潤滑滑系系統統

エンジンクランクケースの交換容量は，クランク
ケースまたはオイルパンに標準的なオイルフィルタ
を加えた概算の容量で表されています。補助オイル
フィルタシステムがあると，追加のオイルが必要に
なります。補助オイルフィルタの容量については，
OEMの仕様を参照してください。潤滑剤の仕様の詳
細については，取扱説明書,保守整備編を参照して
ください。
表 4

エンジン
交換時の容量

コンパートメントまたはシス
テム 最小値 最大値

クランクケースオイルサンプ(1)
13.5 L

(2.9696 Imp
gal)

16.5 L
(3.6295 Imp
gal)

(1) これらの値は，出荷時の標準的なオイルフィルタが取り付け
られたクランクケースオイルサンプ（アルミ製）での概算容
量です。補助オイルフィルタを装着したエンジンには追加の
オイルが必要です。補助オイルフィルタの容量については，
OEMの仕様を参照してください。

ククーーリリンンググシシスステテムム

外部システム容量については，OEMの仕様書を参照
してください。この容量に関する情報は，クーリン
グシステム全体に必要なクーラント/不凍液の量を把
握するために必要です。
表 5

エンジン
交換時の容量

コンパートメントまたはシステム リッター

エンジン本体のみ
9 L

(1.9797 Imp gal)

OEMの外部システム(1)

（続き）

（表 5，続き）
(1) 外部システムには，熱交換器およびパイプなどのコンポーネ
ントが取り付けられたラジエータまたは補助タンクなどがあ
ります。詳細は，OEMの仕様を参照してください。外部シス
テムの容量の値をこの行に入力してください。

i05444931

液体に関する推奨事項

潤潤滑滑油油のの一一般般情情報報

エンジン排出ガスの認証に対する政府規制に準拠す
るため，潤滑油に関する推奨事項を遵守する必要が
あります。

• EMA エンジン製造業者協会（Engine
Manufacturers Association）

• API 米国石油協会（American Petroleum
Institute）

• SAE 自動車技術者協会（Society Of
Automotive Engineers Inc.）

EEMMAAののガガイイドドラライインン

Perkinsはディーゼルエンジンオイルに関するエンジ
ン製造業者協会推奨ガイドラインを了承していま
す。このガイドラインの詳細については，最新版の
EMA刊行物, EMA DHD -1を参照してください。

AAPPIIののラライイセセンンスス

米国石油協会（API，American Petroleum Institute）か
ら提示されているエンジンオイルのライセンスおよ
び認証システムをPerkinsは了承をしています。こ
のシステムの詳細については，最新版のAPI刊行物
No. 1509を参照してください。 APIのマークが付い
たエンジンオイルは，APIの認定品です。

図 30 g00546535

代表的なAPI記号

SJBU8119-04 49
給油整備間隔

交換容量



用用語語

一部の略語は，SAE J754の命名規則に従っていま
す。一部の等級はSAE J183の略語に従ったものがあ
り，同じく，ディーゼルエンジンオイルに関する
EMA推奨ガイドラインに従ったものもあります。
Perkinsによる定義以外にも，潤滑油の購入時に参考
になる定義が存在します。オイルの推奨粘度につい
ては，本刊行物,液体の推奨事項/エンジンオイル
（保守整備編）を参照してください。

エエンンジジンンオオイイルル

市市販販ののオオイイルル

注意
168 kWを上回るアプリケーションでは，CI-4オイル
を使用する必要があります。

表 6

1106D産業用エンジンのAPI等級

エンジン出力 オイルの仕様 給油整備間隔

168 kW (225 hp)未満 CH-4/CI-4 500時間

168 kW (225 hp)以上 CI-4 500時間

168 kW (225 hp)未満 CG-4 250時間

バイオディーゼル使用エンジンの給油整備間隔 –バ
イオディーゼルの使用は，オイルの交換間隔を短く
することがあります。エンジンオイルの状態をモニ
タするには，オイル分析を利用します。最適なオイ
ル交換間隔の判定についても，オイル分析を利用し
ます。

注記: PerkinsはCC, CD, CD-2および CF-4エンジン
オイルを承認しておらず，これらのエンジンオイル
は使用しないでください。

市販ディーゼルエンジンオイルの性能は，API等級
に基づいています。こうしたAPI等級は，様々な条
件下で運転される多様なディーゼルエンジン用の市
販潤滑油を提供する目的で制定されたものです。

次の等級に適合する市販オイルのみを使用してくだ
さい。

• API CH-4 CI-4

正しい市販オイルの選択については，次の解説を参
照してください。

EMA DHD-1 – EMAからは，APIのオイル等級の代替
となる潤滑油についての推奨事項が策定されていま
す。 DHD-1は，高速, 4ストロークサイクル,ヘビー
デューティおよびライトデューティに分類される
ディーゼルエンジンに関するオイル性能レベルを定
義した推奨ガイドラインです。 DHD-1オイルは，推
奨オイルがAPI CH-4および API CG-4の場合に，
Perkins製エンジンで使用できます。 DHD-1オイル
は，API CG-4と比較して，優れた性能を発揮するよ
う開発されています。

DHD-1オイルは，各種の用途で運転されるPerkins製
高性能ディーゼルエンジンに必要とされる要件に適
合します。 DHD-1の定義に使用されている試験およ
び試験限界値は，新しいAPI CH-4等級のものと同等
です。そのため，これらのオイルは，低排出ガスで
ある必要があるディーゼルエンジンの要件も満たし
ています。 DHD-1オイルは，有害なスート排出を抑
制するよう開発されており，耐摩耗性能およびオイ
ルフィルタの目詰まり防止能力が改善されていま
す。これらのオイルは，2分割鉄製ピストンおよび
アルミ製ピストンを用いたエンジンにおけるピスト
ン堆積物の抑制でも優れた性能を発揮します。

すべてのDHD-1オイルは，ベースストックおよび最
終的な市販オイルの粘度グレードについて，包括的
な試験プログラムを実施していなければなりませ
ん。 APIベースオイル互換性ガイドラインのDHD-1
オイルに適用するのは適切ではありません。これ
は，市販オイルの製造過程におけるベースストック
変更に起因した性能の変動を抑制するためのもので
す。

DHD-1オイルは，オイル寿命を最適化する延長オイ
ル交換間隔プログラムでの利用が推奨されます。こ
れらのオイル交換間隔プログラムは，オイル分析を
基に実施されます。 DHD-1オイルは，高品質オイル
が求められる場合に利用が推奨されます。オイル交
換間隔の具体的な最適化ガイドラインについては，
Perkinsの代理店にお問い合わせください。

API CH-4 – API CH-4オイルは,新しい高性能ディー
ゼルエンジンの要件に適合するように開発されたも
のです。また，このオイルは低排出ガスディーゼル
エンジンの要件に適合するようにも設計されていま
す。さらに，API CH-4オイルは，旧型ディーゼルエ
ンジンおよび高硫黄ディーゼル燃料を使用する
ディーゼルエンジンにも使用できます。 API CH-4オ
イルは，API CG-4およびAPI CF-4オイルを使用する
Perkins製エンジンで使用できます。 API CH-4オイ
ルとAPI CG-4オイルを比較すると，前者はピストン
への体積,オイル消費量の制御,ピストンリングの摩
耗,バルブトレーンの摩耗,粘性の制御および腐食
性の点で総合的に後者を上回っています。

API CH-4オイルについては，新たに3種類のエンジ
ン試験が開発されました。 1番目の試験では，特に2
分割鉄製ピストン式エンジンにおけるピストン堆積
物を評価します。この試験（ピストン堆積物）で
は，オイル消費量の制御性も測定します。 2番目の
試験は，オイルに中程度のスートを混入して実施さ
れます。この2番目の試験で測定する基準は，ピス
トンリングの摩耗,シリンダライナの摩耗および腐
食の耐性です。新しい3番目の試験では，オイル中
のスート（すす）濃度を高めた状態で，バルブト
レーンの摩耗,オイルフィルタの目詰まりに対する
耐性およびスラッジの制御が計測されます。

新しい試験の他に，API CH-4オイルでは，多量の
スートが発生する用途における粘度制御について，
より厳格な基準が設定されています。このオイルで
は，耐酸化性能も向上しています。 API CH-4オイル
は，アルミ製ピストン（非分割）を使用するエンジ
ンでの追加試験（ピストン堆積物）に合格する必要
があります。オイル性能は，高硫黄ディーゼル燃料
の利用地域で運転されるエンジンについても策定さ
れています。
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以上のような改良が加えられたことで，API CH-4オ
イルはオイル交換間隔の最適化を実現しています。
API CH-4オイルは，オイル交換間隔の延長を目的と
した利用が推奨されます。 API CH-4オイルは，高品
質オイルが求められる場合に利用が推奨されます。
オイル交換間隔の具体的な最適化ガイドラインにつ
いては，Perkinsの代理店にお問い合わせください。

API等級に適合した一部の市販オイルについては，
オイル交換間隔を短くする必要が生じることがあり
ます。オイル交換間隔を決定するには，オイルの状
態を詳しくモニタし，摩耗金属に関する分析を行っ
てください。

注意
上記のオイル推奨事項に従わないと，堆積物や過度
の摩耗が原因でエンジン寿命が短くなる恐れがあり
ます。

直直噴噴（（DDII））デディィーーゼゼルルエエンンジジンンのの全全塩塩基基
価価（（TTBBNN））とと燃燃料料硫硫黄黄レレベベルル

オイルの全塩基価（TBN，Total Base Number）は，
燃料内の硫黄濃度に依存します。蒸溜燃料を使用す
る直噴エンジンでは，新品オイルのTBNが燃料内硫
黄濃度の10倍以上になっている必要があります。
TBNはASTM D2896に定義されています。オイルの
最低TBNは，燃料内硫黄濃度に関係なく5です。図
31にTBNの関係を示します。

図 31 g00799818

(Y) ASTM D2896に定義されているTBN
(X)燃料内硫黄の重量比
(1)新品オイルのTBN
(2) TBNが元の値の50 %に劣化したらオイルを交換します。

燃料内硫黄濃度が1.5 %を上回る場合は，次のガイド
ラインに従ってください。

• 選択すべきオイルは，EMA DHD-1および API
CH-4のいずれかの等級を満たす中で最大TBNのも
のです。

• オイル交換間隔を短くします。オイル分析に基
づいてオイル交換間隔を決定します。オイル分
析には必ず，オイルの状態分析および金属摩耗分
析を含めてください。

TBNの値が大きいオイルを使用すると，ピストン堆
積物が過剰に発生することがあります。こうした堆
積物は，オイル消費量の制御性やシリンダボア内の
摩耗性に悪影響を及ぼす可能性があります。

注意
直噴（DI，Direct Injection）式ディーゼルエンジンで
硫黄レベルが0.5 %を超える燃料を使用する場合は，
適切な磨耗対策を行うために，オイル交換の間隔を
短くする必要があります。

表 7

燃料中の硫黄濃度 オイル交換間隔

0.5未満 通常

0.5 ~ 1.0 通常の0.75

1.0を超過 通常の0.50

直直噴噴（（DDII））デディィーーゼゼルルエエンンジジンンのの推推奨奨潤潤
滑滑油油粘粘度度

オイルの適切なSAE粘度グレードは，冷めたエンジ
ンの始動時の最低外気温および，エンジン運転中の
最高外気温によって決まります。

冷えたエンジンの始動に必要なオイル粘度を判断す
るには，表8（最低温度）を参照してください。

予想される最高外気温度でのエンジンの作動に必要
なオイル粘度を選択するには，表8（最高温度）を
参照してください。

一般に，始動時の温度条件に適合する，粘度が最高
のオイルを使用することを推奨します。
表 8

エンジンオイル粘度

EMA LRG-1
API CH-4
粘度等級

外気温

最小値 最大値

SAE 0W20 −40 °C (−40 °F) 10 °C (50 °F)

SAE 0W30 −40 °C (−40 °F) 30 °C (86 °F)

SAE 0W40 −40 °C (−40 °F) 40 °C (104 °F)

SAE 5W30 −30 °C (−22 °F) 30 °C (86 °F)

SAE 5W40 −30 °C (−22 °F) 40 °C (104 °F)

SAE 10W30 −20 °C (−4 °F) 40 °C (104 °F)

SAE 15W40 −10 °C (14 °F) 50 °C (122 °F)

合合成成ベベーースススストトッッククオオイイルル

合成ベースオイルが使用できるのは，各エンジンに
課された性能要件を満たしている場合です。

一般に合成ベースオイルは次の2点において従来型
オイルよりも優れています。

• 合成ベースオイルは低温時の流動性が改善されて
おり，この性質は極寒条件では特に顕著です。
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• 合成ベースオイルは酸化安定性が改善されてお
り，この性質は高温運転時に特に顕著です。

一部の合成ベースオイルは，オイル寿命を延ばす特
性を有しています。 Perkinsはどのタイプのオイル
であっても，オイル交換間隔の自動的な延長を推奨
していません。

再再精精製製ベベーースススストトッッククオオイイルル

再精製ベースストックオイルをPerkins製エンジンで
使用できるのは，Perkinsの課した性能要件を満たし
ている場合です。再精製ベースストックオイルは，
最終製品オイル単独で使用することも，新しいベー
スストックオイルと併用することもできます。米国
の軍用仕様および他の重機メーカーの仕様も，同じ
基準を満たす再精製ベースストックオイルの使用を
認めています。

再精製ベースストックオイルの製造工程では，使用
済みオイルに残留する摩耗金属および添加剤が適切
なレベルにまで除去される必要があります。通常の
再精製ベースストックオイルの製造工程では，使用
済みオイルに対する真空蒸溜と水素処理が行われて
います。濾過の実施は，再精製ベースストックオイ
ルの品質維持における有効的な手法です。

寒寒冷冷時時のの潤潤滑滑油油

エンジンの始動と運転を−20 °C (−4 °F)を下回る外気
温度で行う場合は，低温でも流動性のあるマルチグ
レードオイルを使用してください。

これに該当するのはSAE 0WまたはSAE 5Wの粘度グ
レードを有するオイルです。

エンジンの始動と運転を−30 °C (−22 °F)を下回る外
気温度で行う場合は，粘度グレードが0Wまたは5W
である合成ベースストックのマルチグレードオイル
を使用してください。流動点が−50 °C (−58 °F)より
も低いオイルを使用してください。

Perkinsからは，寒冷時における次の潤滑油の使用が
推奨されています。

市販オイルを用いる場合は，API:CI-4, CI-4 PLUS,
CH-4および CG-4を使用してください。オイルの潤
滑粘度グレードは，SAE 0W-20, SAE 0W-30, SAE
0W-40, SAE 5W-30および SAE 5W-40のいずれかであ
る必要があります。

市市販販ののオオイイルル添添加加剤剤

Perkinsからは，市販の添加剤をオイルに添加するこ
とは推奨されていません。エンジン寿命の最大化や
定格性能の達成にあたって，市販の添加剤の使用は
必要ありません。完全調合式の製品オイルは，ベー
スオイルと市販の添加剤パッケージから成り立って
います。これらの添加剤パッケージは，工業規格に
則した特性を製品オイルに持たせる目的で，精密な
割合にてベースオイルに配合されています。

製品オイル中に市販の添加剤を投入した場合，その
性能や適合性を評価するための業界標準試験は存在
していません。市販の添加剤の利用は，製品オイル
で用いられている添加剤パッケージとの互換性がな
い場合に，製品オイルの性能を低下させる可能性が
あります。市販の添加剤は，製品オイルとうまく混
ざらない可能性があります。これは，クランクケー
ス内のスラッジ発生の原因になります。 Perkinsか
らは，市販の添加剤を製品オイルに使用しないこと
が推奨されています。

Perkins製エンジンの性能を最大限に引き出すには，
次のガイドラインに従ってください。

• 適切なオイルを選択するか，ディーゼルエンジン
オイルに関するEMA推奨ガイドラインないし推奨
されるAPI等級に適合する市販オイルを選択しま
す。

• 該当する“推奨油粘度”の表を参照して，各エンジ
ンに適した適切なオイルの粘度グレードを確認し
ます。

• エンジン整備を規定されている間隔で実施しま
す。オイルおよびフィルタは新しいものを使用
します。

• 取扱説明書,給油整備間隔に規定されている間隔
で，メンテナンスを実施します。

オオイイルル分分析析

一部のエンジンには，オイルサンプリング用のバル
ブが装着されています。分析が必要な場合は，オイ
ルサンプリングバルブを用いてエンジンオイルのサ
ンプルを取得してください。オイル分析の実施は，
予防メンテナンスプログラムを補完するものです。

オイル分析は，オイルの性能およびコンポーネント
の摩耗速度を調べるための診断ツールとして機能し
ます。オイル分析を利用して，汚染を特定して測定
することができます。オイル分析には，次の試験が
含まれます。

• 磨耗率分析では，エンジンの金属磨耗がモニタさ
れます。ここで分析されるのは，オイルに含ま
れる摩耗金属の量と種類です。オイルに含まれ
るエンジンの摩耗金属は，その量だけでなく増加
速度も重要です。

• 試験は，水，グリコール，または燃料によるオイ
ルの汚染を検出するために行われます。

• オイル状態分析では，オイルの潤滑特性の劣化具
合が確認されます。赤外線分析を使用して，新
品のオイルと使用済みオイルのサンプルの特性を
比較します。整備担当者は，この分析を基にし
て，オイル使用中の劣化度を確認できます。同
じく整備担当者は，交換前のオイルが仕様値に対
して実際にどのような性能を発揮しているかを，
この分析によって確認できます。

i05401137

液体に関する推奨事項
(燃料の仕様)

• 用語の説明

• ISO国際標準化機構（International Standards
Organization）
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• ASTM米国材料試験協会（American Society for
Testing and Materials）

• HFRR高周波往復リグ（High Frequency
Reciprocating Rig），ディーゼル燃料の潤滑試験
用

• FAME脂肪酸メチルエステル（Fatty Acid Methyl
Ester）

• CFR共同燃料研究（Co-ordinating Fuel Research）

• LSD低硫黄ディーゼル（Low Sulfur Diesel）

• ULSD超低硫黄ディーゼル（Ultra Low Sulfur
Diesel）

• RME菜種油メチルエステル（Rape Methyl Ester）

• SME大豆油メチルエステル（Soy Methyl Ester）

• EPA米国環境保護庁（Environmental Protection
Agency）

一一般般情情報報

注意
ここでの情報は，正確かつ最新の内容を提供するよ
うに努めています。本資料を使用することにより，
Perkins Engines Company Limitedが過失や不作為に対
して一切責任を負わないことに，同意するものとし
ます。

注意
これらの推奨事項は，予告なしに変更されることが
あります。最新の推奨事項については，Perkinsの代
理店にお問い合わせください。

デディィーーゼゼルル燃燃料料のの要要件件

満足できるエンジン性能を引き出せるかは，良質な
燃料の使用にかかっています。良質な燃料の使用
は，長いエンジン寿命および許容可能な排出ガス
レベルをもたらします。燃料は，表9にまとめた最
小要件を満たす必要があります。

注意
脚注は，Perkinsの蒸溜ディーゼル燃料仕様表におい
て重要な部分です。脚注はすべて読んでください。

表 9

Perkinsの蒸溜ディーゼル燃料仕様(1)

特性 UNITS（測定単位） 要件 ASTM試験 ISO試験

芳香化合物 容量パーセント 最大 35% D1319 ISO3837

灰分 %質量 最大0.01 % D482 ISO6245

（続き）
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（表 9，続き）
残油10 %でのカーボン残
留物

%質量 最大0.35 % D524 ISO4262

セタン価(2) - 最低40 D613/D6890 ISO5165

曇り点 °C 曇り点は予想最低周囲温度
を下回らないこと。

D2500 ISO3015

銅断片の腐食 - 最大No.3 D130 ISO2160

密度（温度15 °C (59 °F)
時）(3)

kg/m3 最小801，最大876 該当試験なし ISO 3675ISO 12185

蒸留 °C 282 °C (539.6 °F)で最大10
%
360 °C (680 °F)で最大90 %

D86 ISO3405

引火点 °C 法定制限内 D93 ISO2719

熱安定性 - 150 °C (302 °F)で180分エイ
ジングした後、最低80%の
反射率

D6468 該当試験なし

流動点 °C 外気温度から最低6 °C
(42.8 °F)以下

D97 ISO3016

硫黄(1) (4) %重量 最大1 % D5453/D26222 ISO 20846ISO 20884

動粘度(5) “MM”2“/S（cSt）” 燃料の粘度は，フュエルイ
ンジェクションポンプへの
供給時点の値です。 “最小
1.4/最大4.5”

D445 ISO3405

水と沈殿物 %質量 最大0.1 % D1796 ISO3734

水 %質量 最大0.1 % D1744 該当試験なし

沈殿物 %質量 最大0.05 % D473 ISO3735

粘性物質と樹脂(6) mg/100 ml 最大100 mL当たり10 mg D381 ISO6246

潤滑補正後の摩耗痕径（
60 °C (140 °F)）。(7)

mm 最大0.52 D6079 ISO12156-1

(1) この仕様には，超低硫黄ディーゼル（ULSD，Ultra Low Sulfur Diesel）の要件が含まれます。 ULSD燃料中の硫黄分は≤ 15 ppm（0.0015
%）です。試験法はASTM D5453，ASTM D2622，またはISO 20846，ISO 20884を参照してください。この基準には，低硫黄ディーゼル
（LSD）の性能要件が含まれています。 LSD燃料中の硫黄分は≤ 500 ppm（0.05 %）です。詳細については，“ASTM 5453，ASTM D2622”,
“ISO 20846”および “ISO 20884試験法”を参照してください。

(2) 高所または寒冷地での運用時は，高セタン価燃料の使用を推奨します。
(3) “標準表による等価なAPI比重は，最小密度801 kg/m3（立方メートル当たりキログラム）については45，最大密度876 kg/m3については30”で
す。

(4) 燃料に対して硫黄分の制限を定めている法規は，地域，国家，国際レベルで存在しています。特定のエンジン用途に用いる燃料の選択時
は，事前に該当するすべての規制事項を検討してください。 Perkins製のフュエルシステムおよびエンジンコンポーネントは，高硫黄燃料
で運転することができます。燃料の硫黄レベルは排気ガスに影響を与えます。さらに，高濃度の硫黄は内部コンポーネントを腐食させる
危険性を高めます。燃料中の硫黄レベルが0.5 %を超えると，オイル交換間隔が著しく短縮する可能性があります。詳細は，本書,液体の
推奨事項（潤滑油の一般情報）を参照してください。

(5) 燃料の粘度値は，燃料が燃料噴射ポンプに供給された時点での値です。燃料はASTM D445またはISO 3104の試験法にて40 °C (104 °F)にお
ける最低粘度と最大粘度の要件も満たす必要があります。低粘度燃料の使用時は，フュエルインジェクションポンプでの粘度を1.4 cSt以
上に維持するため，燃料の冷却が必要な場合もあります。高粘度燃料の使用時は，フュエルインジェクションポンプでの粘度を4.5 cStに
下げるため，燃料ヒータが必要な場合もあります。

(6) ガソリン（エンジン）用の試験条件や試験方法に従ってください。
(7) 低硫黄および超低硫黄の燃料では，燃料の潤滑性が問題になります。燃料の潤滑性はISO 12156-1またはASTM D6079高周波往復リグ
（HFRR，High Frequency Reciprocating Rig）試験で判断します。燃料の潤滑性が最低条件に適合しない場合，燃料の供給元にご相談くだ
さい。燃料の供給元に相談しないで燃料を処理しないでください。一部の添加剤は互換性がありません。これらの互換性のない添加剤
を使うと，フュエルシステム内で問題が発生するおそれがあります。
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注意
Perkinsの推奨燃料を使用しない場合，始動の困難,
燃焼の不備,フュエルインジェクタでの堆積,フュエ
ルシステム寿命の低下,燃焼室での堆積およびエン
ジン寿命の低下が生じる場合があります。

デディィーーゼゼルル燃燃料料のの特特性性

Perkinsによる推奨事項

セセタタンン価価

高セタン価の燃料は，点火遅れが短くなります。こ
れによりイグニッション特性は向上します。セタン
価の値は，標準CFRエンジンにおけるセタンとヘプ
タメチルノナンの燃料成分比を基に決められます。
試験法についてはISO 5165を参照してください。

現行のディーゼル燃料では通常，45を超えるセタン
価が期待されています。ただし一部地域では，セタ
ン価40の燃料が使われている場合もあります。アメ
リカ合衆国も，こうした低セタン価の該当地区の1
つです。平均的な始動条件であれば，最低40のセタ
ン価が要求されます。高所または寒冷地での運用時
は，高セタン価が要求される場合があります。

寒冷条件での始動が失敗する場合，低セタン価燃料
が根本原因となっていることがあります。

粘粘度度

液体の粘度とは，分割や流動の動きに対して抵抗し
ようとする特性のことです。粘度は，温度が上がる
と低下します。通常の化石燃料の場合，こうした粘
度の低下は対数関数的な関係となります。通常参照
されるのは，動粘度です。これは，粘度を密度で
割った比率として定められます。一般に動粘度の測
定には，標準の温度環境にて重力粘度計を使用しま
す。試験法についてはISO 3104を参照してくださ
い。

燃料の粘度が重要なのは，燃料はフュエルシステム
のコンポーネントに対する潤滑油としても働くため
です。こうしたフュエルシステムに対する潤滑を，
極端な低温および極端な高温の両環境にて果たすた
め，燃料には十分な粘度が必要とされます。フュエ
ルインジェクションポンプでの動粘度が1.4 cStを下
回っていると，フュエルインジェクションポンプが
損傷する場合があります。このような損傷は，過度
なスカフィングや固着の発生原因となります。低い
粘度に起因した問題には，エンジン再始動の困難，
ストール，性能低下などもあります。高い粘度に起
因した問題としては，ポンプの固着があります。

Perkinsの推奨する動粘度は，フュエルインジェク
ションポンプ到達時にて1.4および4.5 mm2/secという
値です。

密密度度

燃料の密度とは，特定温度における単位体積あたり
の重量を意味します。このパラメータが直接的な影
響を及ぼすのは，エンジン性能および排出ガスで
す。これは，噴射される一定の燃料体積に対する熱
出力を規定します。この値は通常15 °C (59 °F)での
kg/mで示されます。

Perkinsは適切な出力を得るための密度として841 kg/
mを推奨しています。より軽い燃料も使用できます
が，その場合に定格出力は得られません。

硫硫黄黄

硫黄レベルを規定しているのは，排出ガスの規制法
です。燃料に対して硫黄分の制限を定めている法規
は，地域，国家，国際レベルで存在しています。燃
料の硫黄分と品質については，当該地域にて適用さ
れる，すべての排ガス関連法規に準拠している必要
があります。

試験法ASTM D5453，ASTM D2622，またはISO
20846 ISO 20884を用いた値として，低硫黄ディーゼ
ル（LSD，Low Sulfur Diesel）燃料の硫黄分は500
PPM（0.05 %）未満である必要があります。試験法
ASTM D5453，ASTM D2622，またはISO 20846 ISO
20884を用いた値として，超低硫黄ディーゼル
（ULSD，Ultra Low Sulfur Diesel）燃料の硫黄分は15
PPM（0.0015 %）未満である必要があります。 LSD
およびULSD燃料の利用が許容されるのは，表9にま
とめた最小要件を満たしている場合です。これらの
燃料の潤滑性については，摩耗痕径が0.52 mm
(0.0205 in)を下回っている必要があります。燃料の
潤滑性試験は，HFRR上にて60 °C (140 °F)の温度で
実施されます。詳細はISO 12156-1を参照してくださ
い。

一部の地域および一部の用途では，重量比0.5 %を超
える高硫黄燃料のみしか入手できない場合がありま
す。硫黄分の非常に高い燃料は，エンジン摩耗の原
因となります。高硫黄燃料は，排出粒子に関して悪
影響を及ぼします。当該地域の排出ガスの規制法で
許可されている場合，高硫黄燃料の利用が可能で
す。排出ガス規制が施されていない地域では，高硫
黄燃料の利用が可能です。

高硫黄燃料しか利用できない場合は，エンジンでの
高アルカリ潤滑オイルの使用あるいは，潤滑オイル
の交換間隔の短縮が必要となります。燃料中の硫黄
分の詳細については，本取扱説明書,液体に関する
推奨事項（潤滑油の一般情報）を参照してくださ
い。

潤潤滑滑性性

燃料が有すこの特性は，ポンプの摩耗を防止するよ
う機能します。液体の潤滑性とは，負荷のかかった
接触面間に生じる摩擦を抑制しようとする能力で
す。摩擦に起因する損傷は，この能力によって低減
されます。フュエルインジェクションシステムは，
その機構上，燃料の潤滑特性に依存しています。燃
料中の硫黄分が規制される以前の定説では，燃料の
潤滑性は粘度によって賄うものとされていました。

潤滑性の占める重要性が高まった背景には，現在流
通している低粘度燃料，低硫黄燃料および，芳香族
分が低い化石燃料の登場があります。こうした燃料
が製造されるようになった理由は，排出ガスに対し
て厳格な規制が課されるようになったからです。
ディーゼル燃料の潤滑性を測定するために試験法が
開発され，この試験はHFRR上にて60 °C (140 °F)で
実施されます。試験法の詳細については，ISO
12156パート1およびCECドキュメントF06-A-96を参
照してください。

潤滑性については，摩耗痕径が0.52 mm (0.0205 in)
を下回っている必要があります。燃料の潤滑性試験
は，HFRR上にて60 °C (140 °F)の温度で実施されま
す。詳細はISO 12156-1を参照してください。
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燃料の潤滑性は，添加剤の追加により改善される場
合があります。添加剤の使用が必要な場合は，その
状況について燃料サプライヤにご相談ください。燃
料サプライヤが'添加剤の使用および適切な扱い方を
推奨をします。

蒸蒸留留

この方式で留出された燃料には通常，複数の炭化水
素成分が混在しています。高い比率での軽量炭化水
素の存在は，燃焼特性に影響を及ぼします。

燃燃料料のの分分類類

ディーゼルエンジンには，さまざまな種類の燃料を
燃焼する能力があります。これらの燃料は表10に
示した4つの一般グループに分類されます。
表 10

燃料グループ 分類

グループ1 推奨される燃料 製品の寿命を保持
します

グループ2 適切な燃料添加剤と
の併用で許容される
燃料

これらの燃料はエ
ンジンの性能や寿
命を低下させる可
能性があります

グループ3 適切な燃料添加剤と
の併用で許容される
燃料

これらの燃料はエ
ンジンの性能や寿
命を低下させます

グループ4 バイオディーゼル

ググルルーーププ11仕仕様様（（推推奨奨さされれるる燃燃料料））

このグループの燃料仕様は，許容範囲と見なされま
す。

• EN590 DERVグレードA, B, C, E, F,クラス, 0, 1, 2,
3および 4

• BS2869クラスA2オフハイウェイガスオイルレッ
ドディーゼル

• ASTM D975,クラス1Dおよびクラス2D

• JIS K2204グレード1，2，3および特殊グレード
3。このグレードの燃料は，表9に示した最小の
潤滑性要件を満たす必要があります。

• 5% FAME ~ EN14214については，表9に示した要
件を満たす燃料と混合することができます。こ
のブレンドは一般にB5と呼ばれています。

注記: LSDおよびULSD燃料の利用が許容されるの
は，表9にまとめた最小要件を満たしている場合で
す。これらの燃料の潤滑性については，摩耗痕径が
0.52 mm (0.0205 in)を下回っている必要がありま
す。潤滑性試験は，HFRR上にて60 °C (140 °F)の温
度で実施されます。詳細はISO 12156-1を参照してく
ださい。試験法ASTM D5453，ASTM D2622，また
はISO 20846 ISO 20884を用いた値として，LSD燃料
の硫黄分は500 PPM（0.05 %）未満である必要があ
ります。試験法ASTM D5453，ASTM D2622，また
はISO 20846 ISO 20884を用いた値として，ULSD燃
料の硫黄分は15 PPM（0.0015 %）未満である必要が
あります。

ググルルーーププ22仕仕様様（（許許容容さされれるる燃燃料料））

このグループの燃料仕様は許容範囲と見なされます
が，適切な燃料添加剤との併用が前提であり，また
これらの燃料はエンジン寿命と性能を低下させる可
能性があります。

• JP7（MIL-T-38219）

• NATO F63

• JP8

• JP5

• Jet A1（ASTM D1655）

• Jet A（ASTM D1655）

• NATO F34

注記:これらの燃料は，適切な燃料添加剤との併用
を前提としてのみ，許容されます。これらの燃料
は，表9にまとめた要件を満たす必要があります。
準拠した燃料であるかについてのサンプル分析が必
要です。これらの燃料の潤滑性については，摩耗痕
径が0.52 mm (0.0205 in)を下回っている必要があり
ます。燃料の潤滑性試験は，HFRR上にて60 °C
(140 °F)の温度で実施されます。詳細はISO 12156-1
を参照してください。フュエルインジェクションポ
ンプに到達時の燃料の粘度は，最低1.4センチストー
クスである必要があります。フュエルインジェク
ションポンプ到達時の最小粘度が1.4センチストーク
スとなるよう，燃料冷却が必要となる場合がありま
す。

ググルルーーププ33仕仕様様（（許許容容さされれるる燃燃料料））

このグループの燃料仕様については，適切な燃料添
加剤との併用が必須です。この燃料はエンジン寿命
と性能を低下させます。

JIS 2203#1および#2灯油
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注記:これらの燃料は，適切な燃料添加剤との併用
を前提としてのみ，許容されます。これらの燃料
は，表9にまとめた要件を満たす必要があります。
準拠した燃料であるかについてのサンプル分析が必
要です。これらの燃料の潤滑性については，摩耗痕
径が0.52 mm (0.0205 in)を下回っている必要があり
ます。燃料の潤滑性試験は，HFRR上にて60 °C
(140 °F)の温度で実施されます。詳細はISO 12156-1
を参照してください。フュエルインジェクションポ
ンプに到達時の燃料の粘度は，最低1.4センチストー
クスである必要があります。フュエルインジェク
ションポンプ到達時の最小粘度が1.4センチストーク
スとなるよう，燃料冷却が必要となる場合がありま
す。

ググルルーーププ44ババイイオオデディィーーゼゼルル

バイオディーゼルとは，脂肪酸のモノアルカリエス
テルを基にした燃料だと規定できます。バイオ
ディーゼルは，様々な種類の原材料から作ることの
できる燃料です。欧州で最も一般的なバイオディー
ゼルは菜種油メチルエステル（REM，Rape Methyl
Ester）です。このバイオディーゼルは菜種油がその
製造原料となっています。大豆油メチルエステル
（SME，Soy Methyl Ester）は，米国で最も一般的な
バイオディーゼルです。このバイオディーゼルは大
豆油がその製造原料となっています。大豆油と菜種
油は代表的な原料です。これらの燃料はまとめて脂
肪酸メチルエステル（FAME，Fatty Acid Methyl
Ester）と総称されています。

単に植物油として絞り出しただけの状態は，どのよ
うな濃度であっても圧縮エンジンでの使用には適し
ません。エステル加工をしないと，これらの油分は
クランクケースやフュエルタンク内でゲル化してし
まいます。現在製造されているエンジンではエラス
トマーという弾性高分子が使われていますが，その
多くはこの種の燃料と親和性がない可能性がありま
す。これらの油分は，その本来の組成のままでは圧
縮エンジン用の燃料には適しません。バイオディー
ゼルの代替ベースストックとなる候補としては，獣
脂，食用油の廃油など，各種の原材料が存在しま
す。いずれの候補にせよ，燃料としての使用にはエ
ステル化が必須となります。

注記: Perkinsが製造したエンジンは，米国環境保護
庁（EPA，Environmental Protection Agency）および欧
州認証（European Certification）が定めた燃料の使用
が認定されています。 Perkinsは，これら以外の燃料
を使用したエンジンを認めていません。エンジンの
使用者は，製造元が推奨し，EPAその他の該当する
規制事項に適合した燃料を使用する責任がありま
す。

ババイイオオデディィーーゼゼルルのの使使用用にに関関すするる推推奨奨事事項項

FAMEの使用は許容されます。ただし，次の条件を
満たすことが前提です。

• FAME燃料はEN14214に準拠している必要があり
ます。

• 最大5 %のFAMEと鉱油ディーゼル燃料の混合が
可能ですが，それには表9に示した燃料仕様に準
拠した燃料である必要があります。このブレン
ドは一般にB5と呼ばれています。 5 %を上回る混
合は許容範囲外となります。濃度が5 %を上回る
と，製品寿命が短くなり，フュエルインジェク
ションシステムが故障する危険性が生じます。

注記:排出ガス基準が適用されるPerkins製エンジン
でのバイオディーゼルの使用について，適切な免除
が地域または国家レベルで必要となる場合，そうし
た許諾を得る責任は，バイオディーゼルおよび混合
バイオディーゼルの利用者が負うものとします。
EN 14214に適合したバイオディーゼルは許容されま
す。バイオディーゼルについては，許容される蒸溜
ディーゼル燃料を指定された割合の上限にて混合す
る必要があります。ただし，次に示す運用上の推奨
事項を遵守しなければなりません。

• バイオディーゼルの使用は，オイルの交換間隔に
影響することがあります。エンジンオイルの状
態をモニタするには，オイル分析サービスを利用
します。最適なオイル交換間隔の判定について
も，オイル分析サービスを利用します。

• バイオディーゼルの使用が許容されるかについて
は，フュエルフィルタの製造元に確認してくださ
い。

• 蒸溜燃料とバイオディーゼルを比較した場合，バ
イオディーゼルのエネルギー放出量はガロン当た
り5 % ~ 7 %少なくなります。この出力損失を補
う目的で，エンジンの定格を変えないでくださ
い。これは，エンジンで使用する燃料を100 %蒸
溜ディーゼルに戻した場合の問題発生を防止する
ための措置です。

• バイオディーゼルとエラストマーの親和性につい
ては，現在検証中の段階です。シールおよび
ホースの状態は，定期的にモニタしてください。

• バイオディーゼルの貯蔵中や運転中に外気温度が
下がると，問題が発生する可能性があります。
低い外気温度では，この燃料をヒータ付きの建物
内や貯蔵タンクに保管しておく必要がある場合が
あります。フュエルシステムについては，ヒー
タ付きのフュエルライン，フィルタ，タンクが必
要になる場合があります。これらの予防措置を
怠ると，低い外気温度によりフィルタの目詰まり
やタンク内での燃料の凝固が発生する恐れがあり
ます。燃料の混合および適切な曇り点を得るた
めのサポートについては，バイオディーゼルのサ
プライヤにお問い合わせください。
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• バイオディーゼルは酸化に対する安定性が低く，
これは長期保存する際の問題となります。酸化
安定性の低さに起因して，フュエルシステムでの
燃料の酸化が促進される可能性があります。特
に電子制御式フュエルシステム装備のエンジンで
は，より高温でエンジンが運転されるため，この
傾向は顕著になります。酸化安定性を向上させ
るための添加剤については，燃料サプライヤにお
問い合わせください。

• バイオディーゼルは，様々な種類の原材料から作
ることのできる燃料です。使用されている原材
料は，製品の性能に影響する可能性があります。
影響を受ける燃料の特性は，低温時の流動性およ
び酸化安定性の2つです。必要な情報について
は，燃料サプライヤにお問い合わせください。

• 運転頻度の低いエンジンについては，バイオ
ディーゼルおよびバイオディーゼルブレンドの使
用は推奨されません。これは酸化安定性が低い
ためです。ある程度のリスクを承知した上でバ
イオディーゼルを利用する場合は，最大B5を上限
としてください。バイオディーゼルの使用を制
限するべき用途としては，スタンバイ発電装置
および緊急用車両が例として挙げられます。

• バイオディーゼルは，微生物の混入と成長に非常
に適した媒体です。微生物の混入と増殖は，
フュエルシステムの腐食およびフュエルフィルタ
の早期目詰まりを起こす危険性があります。バ
イオディーゼルに対する従来の抗菌添加剤を使
用，およびバイオディーゼルに対する従来の抗菌
添加剤の有効性については不明な段階です。サ
ポートについては，燃料および添加剤のサプライ
ヤにお問い合わせください。

• フュエルタンクからの水分の排出については，慎
重に実施してください。水分の存在は，微生物
の混入と増殖を助長します。バイオディーゼル
を留出燃料と比較すると，本質的にバイオディー
ゼルにはより多くの水分が混入している可能性が
高くなっています。

寒寒冷冷環環境境用用のの燃燃料料

欧州基準のEN590には，気候に応じた要件および複
数のオプションが定められています。このオプショ
ンは，地域ごとに異なったものが適用できます。極
寒気候や厳しい冬季気候については，5つのクラス
が用意されています。（0, 1, 2, 3および 4）。

EN590 CLASS 4準拠の燃料は−44 °C (−47.2 °F)の低
温環境で使用できます。燃料の物理的性質の詳細に
ついては，EN590を参照してください。

米国で使用されているディーゼル燃料ASTM D975 1-
Dは，−18 °C (−0.4 °F)を下回る極低温環境で使用で
きる場合もあります。

極端な低温環境の場合は，表11に示した燃料の使用
も可能です。これらの燃料は−54 °C (−65.2 °F)まで
低下する温度環境での使用を意図したものです。

表 11

軽質蒸溜燃料(1)

整備基準値 勾配

MIL-T-5624R JP-5

MIL-T-83133D JP-8

ASTM D1655 Jet-A-1
(1) これらの燃料の利用が許容されるのは，適切な燃料添加剤の
利用が前提であり，表9にまとめた最低要件も満たしている必
要があります。準拠した燃料であるかについてのサンプル分
析が必要です。燃料の潤滑性については，HFFR上で試験され
る摩耗痕径が0.52 mmを下回っている必要があります。試験は
60 °Cの温度で実施される必要があります。詳細については，
ISO 12156-1を参照してください。フュエルインジェクション
ポンプに到達時の燃料の粘度は，最低1.4センチストークスで
ある必要があります。フュエルインジェクションポンプ到達
時の最小粘度が1.4センチストークスとなるよう，燃料冷却が
必要となる場合があります。

ディーゼル燃料にアルコールあるいはガソリンを混
ぜると，エンジンのクランクケースやフュエルタン
クに爆発性のガスが発生する可能性があります。
ディーゼル燃料の希釈にアルコールやガソリンは用
いないでください。この指示に従わないと，傷害ま
たは死亡事故の原因となる場合があります。

ディーゼル燃料に関する仕様は，政府や技術協会か
ら公開されているものが他にも数多く存在していま
す。一般にそうした仕様の多くは，表9に示した要
件の一部しか評価していません。エンジン性能を最
適化するにあたっては，エンジンの運用開始前に完
全な燃料分析データを入手しておく必要がありま
す。そうした燃料分析では，表9に示したすべての
特性を網羅しているべきです。

燃燃料料添添加加剤剤

ディーゼル燃料用補助添加剤は，通常は推奨されま
せん。それは，フュエルシステムやエンジンに損傷
を与える危険性があるためです。適切なディーゼル
燃料用補助添加剤の追加については，ディーゼル燃
料のサプライヤまたは燃料の製造元が行うはずで
す。

Perkinsは，一部環境における添加剤の必要性につい
て，その事実を把握しています。燃料添加剤は，十
分に注意して使用してください。添加剤の使用が必
要な場合は，その状況について燃料サプライヤにご
相談ください。使用すべき添加剤および適切な扱い
方についての推奨事項を，燃料サプライヤが用意し
ている場合もあります。

58 SJBU8119-04
給油整備間隔
燃料の仕様



注記:添加剤が必要な場合に最善の結果を得る方法
は，そうした燃料の処理を燃料サプライヤ側にて行
うことです。処理後の燃料は，表9にまとめた要件
を満たす必要があります。

i05401110

液体に関する推奨事項
(クーラントの仕様)

ククーーラランントトのの一一般般情情報報

注意
オーバーヒート状態のエンジンには絶対に冷却水を
補充しないでください。エンジンを損傷する恐れが
あります。まずエンジンを冷ましてください。

注意
氷点下の地域でエンジンを保管したり、そうした地
域へエンジンを輸送する場合、冷却系統を最低外気
温に対して保護するか、冷却水を完全に抜き取って
ください。

注意
冷却水に適切な凍結防止や沸騰防止のための指定の
比重があるか、頻繁にチェックしてください。

クーリングシステムの清掃は，次の理由で必要とな
ります。

• クーリングシステムの汚染

• エンジンのオーバーヒート

• クーラントの発泡

注意
冷却系統にウォータ･テンペレチャ･レギュレータを
取り付けない状態で絶対にエンジンを運転しないで
ください。ウォータ･テンペレチャ･レギュレータ
は、エンジン冷却水を適正な運転温度で維持する上
で役立ちます。ウォータ･テンペレチャ･レギュレー
タを使用しないと、冷却系統に不具合を生じる恐れ
があります。

エンジン故障の多くはクーリングシステムと関係し
ています。クーリングシステムの不具合と関連した
故障には，オーバーヒート,ウォータポンプでの漏
洩およびラジエータや熱交換器の目詰まりがあり
ます。

これらの故障は，クーリングシステムの適切なメン
テナンスによって回避できます。クーリングシステ
ムのメンテナンスは，フュエルシステムおよび潤滑
システムのメンテナンスと同様に重要です。クーラ
ントの品質は，燃料および潤滑オイルの品質と同様
に重要です。

一般にクーラントは，水,添加剤およびグリコール
の3要素で構成されています。

水水

クーリングシステムにおける水の役割は，熱を伝達
することです。

エンジンクーリングシステムには，蒸溜水または脱
イオン水の使用が推奨されます。

クーリングシステムには，硬水,塩分を含む軟水お
よび海水を使用しないでください。

蒸溜水または脱イオン水が入手不可能な場合は，表
12に記載の特性を備えた水を使用します。
表 12

水の許容範囲

特性 上限

塩化物（Cl） 40 mg/L

硫酸塩（SO4） 100 mg/L

全硬度 170 mg/L

全固形物 340 mg/L

酸性度 pH 5.5 ~ 9.0

水の分析については，次のいずれかの機関にお問い
合わせください。

• 地方水道局

• 農業関連機関

• 独立試験機関

添添加加剤剤

添加剤の役割は，クーリングシステムの金属面を保
護することです。クーラントに添加剤が加えられて
いない，あるいは量が不十分な場合は，次の状態が
発生する可能性があります。

• 腐食

• 無機物の堆積

• 錆の発生

• スケール

• クーラントの発泡

多くの添加剤は，エンジンの運転中に劣化していき
ます。こうした添加剤は，定期的に交換する必要が
あります。

添加剤は適切な濃度で加える必要があります。添加
剤の濃度過剰は，防止剤が溶け込まずに沈殿する原
因になります。これらの沈殿物は，次のような問題
を引き起こす可能性があります。

• ゲル状化合物の形成

• 熱伝達効果の減少

• ウォータポンプシールでの漏洩
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• ラジエータ，クーラ，狭い流路部での閉塞

ググリリココーールル

クーラント中のグリコールは，次の状態の防止に効
果を発揮します。

• 沸騰

• 凍結

• ウォータポンプのキャビテーション

Perkins社では，最適な性能を得るにあたって水とグ
リコールの1:1混合液を推奨しています。

注記:混合液は，外気の最低温度に対して保護性能
を発揮するものを使用してください。

注記: 100パーセントの純粋グリコールは−23 °C
(−9 °F)の温度で凍結します。

一般的な凍結防止剤としては，エチレングリコール
が最も多く利用されています。同じく，プロピレン
グリコールが使用される場合もあります。水との
1:1混合液においてエチレングリコールとプロピレン
グリコールは，凍結と沸騰に対して同様の保護性能
を発揮します。表13および14を参照してくださ
い。
表 13

エチレングリコール

濃度 不凍効果

50 % −36 °C (−33 °F)

60 % −51 °C (−60 °F)

注意
熱伝導性の劣化を防ぐため、プロピレン･グリコー
ルは50%を超える濃度で使用しないでください。沸
騰または凍結に対する保護性能強化が求められる条
件下では、エチレン･グリコールを使用してくださ
い。

表 14

プロピレングリコール

濃度 不凍効果

50 % −29 °C (−20 °F)

クーラント中のグリコール濃度の確認は，クーラン
トの比重計測で行います。

推推奨奨冷冷却却水水

• ELC エクステンドライフクーラント
（Extended Life Coolant）

• SCA 補助クーラント添加剤（Supplement
Coolant Additive）

• ASTM 米国材料試験協会（American
Society for Testing and Materials）

Perkins製ディーゼルエンジンでは，次の2種類の
クーラントが使用されています。

推奨 – Perkins ELC

良好 –市販のヘビーデューティ不凍液でASTM
D4985仕様に適合するもの

注意
ASTM D3306の仕様しか満たさない市販の冷却水／
不凍液は使用しないでください。この種類の冷却水
／不凍液は軽負荷自動車用に作られています。

Perkinsでは，水とグリコールの1:1混合液を推奨し
ています。水とグリコールのこの配合は，不凍液と
して最適なヘビーデューティ性能を発揮します。よ
り強力な凍結防止能力が必要な場合，この水とグリ
コールの比率は1:2まで増やすことができます。

注記: ASTM D4985規格に適合した市販のヘビー
デューティ不凍液については，最初の充填時にSCA
での処理が必要になる場合があります。各製品の
OEM資料またはラベルを参照してください。

沸騰防止や凍結防止が不要な定置エンジンや舶用エ
ンジンの場合，SCAと水の混合液が使用できます。
Perkinsでは，これらのクーリングシステムに対し
て，SCAの濃度6 ~ 8 %を推奨しています。好ましい
のは，蒸溜水または脱イオン水の使用です。その他
の水も，推奨された特性を有していれば使用できま
す。
表 15

クーラントの使用期間

クーラントの種類 使用寿命

Perkins ELC 6,000サービス時間または3年

市販のヘビーデューティ不凍
液でASTM D4985に適合する

もの
3,000サービス時間または2年

Perkins POWERPART SCA 3,000サービス時間または2年

市販SCAと水 3,000サービス時間または2年

EELLCC

Perkinsからは，次の用途で用いるELCが提供されて
います。

• ヘビーデューティ用スパーク点火式ガソリンエン
ジン

• ヘビーデューティディーゼルエンジン

• 自動車用途

ELC用の耐腐食パッケージは，他のクーラント用の
ものと同じではありません。 ELCは，エチレングリ
コールをベースにしたクーラントです。ただしELC
では，有機腐食抑制剤と消泡剤が使用されており，
少量の亜硝酸塩を含んでいます。 Perkins ELCにおけ
るこれらの添加剤の量は，エンジンクーリングシス
テム内のあらゆる金属を腐食から保護するための最
適な配合にされています。

60 SJBU8119-04
給油整備間隔
クーラントの仕様



ELCは，蒸溜水との調製済み溶液として提供されて
います。 ELCの混合比は1:1です。調製済みELCは
−36 °C (−33 °F)までの凍結防止機能を有していま
す。クーリングシステムの初回充填時には，この調
製済みELCの使用が推奨されます。同じくこの調製
済みELCは，クーリングシステムの補充にも推奨さ
れます。

容器には数種類のサイズがあります。部品番号につ
いては，Perkinsの代理店にお問い合わせください。

EELLCCククーーリリンンググシシスステテムムののメメンンテテナナ
ンンスス

エエククスステテンンドドラライイフフククーーラランントトとと正正ししいい
添添加加剤剤

注意
調製済みまたは濃縮クーラント用のPerkins製品のみ
を使用すること。

エクステンドライフクーラントに他の製品を混ぜる
と，エクステンドライフクーラントの耐用年数は短
くなる。推奨事項に従わないと，適切な是正を施さ
ない限り，クーリングシステムのコンポーネントの
耐用年数を縮める恐れがある。

不凍液と添加剤の適正なバランスを保つには，ELC
の推奨濃度を維持する必要があります。不凍液の割
合が低下すると，添加剤の割合も低下します。その
結果，クーラントがシステムを，ピッティング，
キャビテーション，エロージョン，堆積物から保護
する能力が低下します。

注意
エクステンドライフクーラント（ELC）が充填され
ているクーリングシステムの補充に，通常のクーラ
ントを使用しないこと。

標準の補助クーラント添加剤（SCA）は使用しない
こと。

Perkins製ELCを使用する場合は，標準のSCAやSCA
フィルタを使用しないこと。

EELLCCククーーリリンンググシシスステテムムのの清清掃掃

注記: ELCをすでに使用中のクーリングシステムの場
合，クーラントの定期交換時に洗浄剤を使う必要は
ありません。洗浄剤が必要になるのは，別種類の
クーラントの追加やクーリングシステムの損傷によ
り，システムが汚れた場合だけです。

クーリングシステムからELCを排出する際に必要と
なる洗浄液は，清浄な水だけです。

クーリングシステムの充填前には，ヒータコント
ロール（装着の場合）を「ホット」位置に合わせて
おく必要があります。ヒータコントロールの設定に
ついては，OEMを参照してください。クーリングシ
ステムの排出と再充填を行ったら，クーラントが通
常の作動温度に到達してクーラントレベルが安定す
るまで，エンジンを運転します。必要に応じて，シ
ステムが所定のレベルに達するようクーラント混合
液を充填してください。

PPeerrkkiinnss EELLCCへへのの変変更更

ヘビーデューティ不凍液をPerkins ELCに変更する場
合は，次の手順を実施します。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、すべての液体類が確実に容器に収納
されるよう十分注意を払ってください。 液体類が
入った区画を開けたり液体類が入った構成部品を分
解したりする前に、適切な容器で液体を回収する準
備をしておいてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

1.クーラントを適切な容器に排出する。

2.クーラントを，各地域の法規制に従った方法で処
分します。

3.異物を除去するため，システムを清水でフラッ
シュ（洗浄）します。

4. Perkins製クリーナを使用してシステムを洗浄しま
す。手順はラベルの指示に従ってください。

5.クリーナを適切な容器に排出させます。クーリン
グシステムをきれいな水でフラッシングします。

6.クーリングシステムに清水を充填して，エンジン
温度が49 ~ 66 °C (120 ~ 150 °F)に達するまで運転
します。

注意
クーリングシステムのすすぎが不適切または不完全
だと，銅などの金属製部品が損傷することがありま
す。

クーリングシステムの損傷を防止するには，清水を
用いてクーリングシステムを完全に洗い流さなけれ
ばなりません。システムのすすぎは，残存する洗浄
剤が完全に除去されるまで続けてください。

7.クーリングシステムを適当な容器に排出させ，清
水を使ってクーリングシステムを洗い流します。

注記:洗浄に使用したクリーナは，クーリングシス
テムから完全に洗い流さなければなりません。クー
リングシステムにクリーナが残留していると，クー
ラントが汚染されます。またこうしたクリーナは，
クーリングシステムを腐食する場合もあります。

8.システムが完全に浄化されるまで，手順6と7を繰
り返します。

9.クーリングシステムに，Perkins調製済みELCを充
填します。
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EELLCCククーーリリンンググシシスステテムムのの汚汚染染

注意
エクステンデッドライフクーラント（ELC）を他の
製品と混合すると，ELCの効果が低下し，ELCの使
用寿命が短くなる。調製済みまたは濃縮クーラント
用のPerkins製品のみを使用してください。それがで
きない場合は，クーリングシステムのコンポーネン
トの寿命が短くなる恐れがある。

ELCを用いたクーリングシステムに対する汚染につ
いては，通常のヘビーデューティ不凍液またはSCA
では，最大10パーセントまでが許容されます。不純
度がシステム総容積の10パーセントを超えた場合
は，次の手順のいずれかを実施してください。

• 適切な容器を用いて，クーリングシステムを排出
させます。クーラントを，各地域の法規制に
従った方法で処分します。システムを清水で洗
い流します。システムにPerkins ELCを充填しま
す。

• クーリングシステム内のクーラントの一部を，各
地域の法規制に従った方法で，適切な容器に排出
させます。次に，クーリングシステムに調製済
みELCを注入します。これにより不純度が10パー
セント未満になるはずです。

• システムの維持を，通常のヘビーデューティクー
ラントと同じように実施します。システムをSCA
で処理します。システムのクーラント交換の頻
度は，通常のヘビーデューティクーラントの推奨
値と同じにします。

市市販販ののヘヘビビーーデデュューーテティィ不不凍凍液液ととSSCCAA

注意
市販のヘビーデューティクーラントで，腐食防止用
にアミンを含むものは使用しないでください。

注意
クーリングシステムに水温レギュレータを装着しな
い状態でエンジンを運転してはならない。 水温レ
ギュレータは，エンジンクーラントの適切な作動温
度の維持に寄与します。水温レギュレータが装着さ
れていないと，クーリングシステムの不具合が生じ
る恐れがある。

沸騰または凍結に対する保護が十分になされている
ことを確認するため，不凍液（グリコール濃度）を
チェックします。 Perkinsからは，屈折計を用いたグ
リコール濃度の点検が推奨されています。

Perkins製エンジンのクーリングシステムでは，500
時間間隔でSCAの濃度試験を行う必要があります。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。液体
のSCAについては，500時間の間隔が必要となる場合
があります。

SCAの部品番号および数量については，表16を参照
してください。

表 16

Perkins液体SCA
部品番号 容量

21825735 10

初初回回充充填填時時ににおおけけるるヘヘビビーーデデュューーテティィ
ククーーラランントトへへののSSCCAAのの追追加加

ASTM D4985仕様に適合する市販ヘビーデューティ
不凍液には，初回充填時にSCAの追加が必要なこと
があります。各製品のOEM資料またはラベルを参照
してください。

クーリングシステムの初回充填時におけるPerkins製
SCAの必要量は，表17の計算式を用いて特定できま
す。
表 17

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算式

V × 0.045 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表18には，表17の計算式の適用例が示してありま
す。
表 18

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.045 0.7 L (24 oz)

メメンンテテナナンンスス時時ににおおけけるるヘヘビビーーデデュューー
テティィククーーラランントトへへののSSCCAAのの追追加加

どのタイプのヘビーデューティ不凍液でも，SCAの
定期的な補充は不可欠です。

不凍液を定期的に試験し，SCAの濃度を確認しま
す。実施間隔については，取扱説明書,給油整備間
隔（保守整備編）を参照してください。 SCAの濃度
を試験します。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。 SCA
の必要量は，クーリングシステムの容積によって異
なります。

必要に応じて，表19の計算式に従いPerkins SCAの必
要量を特定します。
表 19

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算式

V × 0.014 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。
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表20には，表19の計算式の適用例が示してありま
す。
表 20

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.014 0.2 L (7 oz)

ヘヘビビーーデデュューーテティィ不不凍凍液液ののシシスステテムムのの清清
掃掃

Perkins製クーリングシステムクリーナは，クーリン
グシステムに有害な沈着や腐食を除去するように製
造されています。 Perkins製クーリングシステムク
リーナは，無機物の沈着，腐食性の生成物，軽質油
の汚染，スラッジを溶かします。

• クーリングシステムの清掃は，使用済みクーラン
トの抜取り後，または新しいクーラントの注入前
に実施してください。

• クーラントでの汚染あるいは発泡が確認された場
合は，必ずクーリングシステムを清掃してくださ
い。
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給油整備計画

不不定定期期のの整整備備

バッテリ－交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

バッテリまたはバッテリ･ケーブル－切離し . . . . .

エンジン－清掃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 75

エンジン･エア･クリーナ･エレメント(デュアル･エレ
メント) -清掃／交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 76

エンジン･エア･クリーナ･エレメント（シングル･エ
レメント） ‐点検／交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 78

エンジンオイルサンプル-採取 . . . . . . . . . . . . . . . . . 80

フュエルシステム -プライミング . . . . . . . . . . . . . . 84

過酷な使用条件 -点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

毎毎日日

クーリング･システムクーラントレベル－点検 . . . .

被駆動装置 -点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 75

エンジン･エア･フィルタ･サービス･インジケータ -
点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 78

エンジン･エア･プレクリーナ -清浄 . . . . . . . . . . . . . .

エンジンオイルレベル-点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

燃料系統プライマリ･フィルタ／ウォータ／セパ
レータ－排出 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 86

見回り点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

毎毎週週

オルタネータおよびファンベルト ‐点検 . . . . . . . . 67

ホースおよびクランプ－点検／交換 . . . . . . . . . . 93

5500ササーービビスス時時間間ごごととままたたはは毎毎週週

燃料タンクの水および沈殿物-排出 . . . . . . . . . . . . . . .

225500ササーービビスス時時間間ごごとと

エンジンオイルおよびフィルタ-交換 . . . . . . . . . . . 83

最最初初のの550000ササーービビスス時時間間

Engine Valve Lash - Inspect/Adjust . . . . . . . . . . . . . . . 83

550000ササーービビスス時時間間ごごとと

ファン･クリアランス－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 83

550000ササーービビスス時時間間ままたたはは11年年ごごとと

バッテリ電解液面 -点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

冷却系統冷却水添加剤（SCA）－試験／添加 . . . . .

クランクケース･ブリーザ（キャニスタ）‐交換
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 75

エンジン･エア･クリーナ･エレメント(デュアル･エレ
メント) -清掃／交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 76

エンジン･エア･クリーナ･エレメント（シングル･エ
レメント） ‐点検／交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 78

エンジンオイルおよびフィルタ-交換 . . . . . . . . . . . 81

燃料系統プライマリフィルタ（ウォータセパレー
タ）エレメント -交換 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 87

フュエルシステムセカンダリフィルタ -交換 . . . . 91

ラジエータ -清掃 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

11,,000000ササーービビスス時時間間ごごとと

Engine Valve Lash - Inspect/Adjust . . . . . . . . . . . . . . . 83

ウォータ･ポンプ -点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 98

22,,000000ササーービビスス時時間間ごごとと

アフタクーラ･コア－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

オルタネータ－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ベルト･テンショナ－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 69

エンジン･マウント（防振装置) -点検 . . . . . . . . . . . .

始動モータ－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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ターボチャージャ－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

33,,000000ササーービビスス時時間間ごごとと

オルタネータおよびファンベルト ‐交換 . . . . . . . . 67

33000000ササーービビスス時時間間ままたたはは22年年毎毎

冷却系統冷却水（市販ヘビー・デューティ）－交換
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 69

44000000ササーービビスス時時間間毎毎

アフタクーラ･コア－清掃／試験 . . . . . . . . . . . . . . .

1122,,000000ササーービビスス時時間間ままたたはは66年年ごごとと

クーリングシステムクーラント（ELC）-交換 . . . 71

試試運運転転

ファン･クリアランス－点検 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 83
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i05156953

アフタクーラ･コア － 清掃／試
験

1.コアを取り外ししてください。手順の詳細につい
ては，OEM情報を参照。

2.アフタクーラ・コアを上下逆さまにして異物を取
り除きます。

圧縮空気によっては、人身事故を起こす恐れがあり
ます。

正しい手順に従わないと、人身事故を起こす恐れが
あります。圧縮空気を使用する場合は、保護マスク
および保護服を着用してください。

清掃に使用する場合は、ノズルの最高空気圧は
205 kPa (30 psi)未満でなければなりません。

3.粘着性のない異物は、加圧空気を使用して取り除
くことを推奨します。ファンの空気流と反対方向
から圧縮空気を吹き付ける。エア･ノズルはフィ
ンから約6 mm (0.25インチ)離れた位置を保ってく
ださい。エア･ノズルをチューブに沿って平行に
ゆっくり動かしてください。このようにして、
チューブ間の異物を取り除きます。

4.清掃には、加圧水を使用することもできます。清
掃用に使用する加圧水は、275 kPa (（40 psi）)よ
り低くなくてはなりません。付着した泥を柔らか
くするには、加圧水を使用してください。両側か
らコアの汚れを落としてください。

注意
コアを洗浄する際は、高濃度の苛性クリーナを使用
しないでください。高濃度の苛性クリーナは、コア
の内部金属に作用して漏れが起こる原因となりま
す。推奨濃度のクリーナのみを使用してください。

5.適切なクリーナを用いて，コアを逆流洗浄する。

6.コアをスチーム洗浄して、残留物をすべて取り除
いてください。アフタクーラ･コアのフィンをフ
ラッシュします。詰まっている異物をすべて取り
除きます。

7.コアを高温の石鹸水で洗ってください。コアを入
念に上水ですすいでください。

圧縮空気によっては、人身事故を起こす恐れがあり
ます。

正しい手順に従わないと、人身事故を起こす恐れが
あります。圧縮空気を使用する場合は、保護マスク
および保護服を着用してください。

清掃に使用する場合は、ノズルの最高空気圧は
205 kPa (30 psi)未満でなければなりません。

8.圧縮空気を使ってコアを乾燥させてください。圧
縮空気の吹きつけ方向は、通常の流れと逆方向に
します。

9.コアが完全にきれいになっているか点検します。
コアの圧力試験を実施します。必要に応じコアを
修理してください。

10.コアを取付けてください。手順の詳細について
は，OEM情報を参照。

11.清掃が終わったら、エンジンを始動してハイ・ア
イドルrpmまで加速します。これを行うと、異物
の除去とコアの乾燥に役立ちます。エンジンを停
止してください。コアの汚れを検査するために、
コアの後ろ側から電球で照らします。必要に応じ
て、清掃を繰り返してください。

i05156889

アフタクーラ･コア － 点検

注記: 運転環境の状況に応じて清掃の頻度を調整し
てください。

損傷したフィン, 腐食, 汚れ, グリース, 虫, 葉, オイル
および 他の異物 がないかどうかアフタクーラを点
検します。 必要に応じて、フィルタを清掃してくだ
さい。

エア･ツー･エア･アフタクーラの清掃は、ラジエー
タと同じ手順で行ってください。

圧縮空気によっては、人身事故を起こす恐れがあり
ます。

正しい手順に従わないと、人身事故を起こす恐れが
あります。圧縮空気を使用する場合は、保護マスク
および保護服を着用してください。

清掃に使用する場合は、ノズルの最高空気圧は
205 kPa (30 psi)未満でなければなりません。

清掃が終わったら、エンジンを始動してハイ・アイ
ドルrpmまで加速します。これを行うと、異物の除
去とコアの乾燥に役立ちます。エンジンを停止して
ください。コアの汚れを検査するために、コアの後
ろ側から電球で照らします。必要に応じて、清掃を
繰り返してください。
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フィンに破損がないか点検してください。曲がった
フィンは “「コーム」”を使って元の形状に戻すこと
ができます。

注記:アフタクーラ系統の部品を修理したり交換し
た場合は、漏れ試験の実施を推奨します。

溶接,マウンチングブラケット,エア配管,接続,クラ
ンプおよびシールの状態を点検する。必要に応じ
て、修理してください。

i05156910

オルタネータ －点検

Perkinsは，オルタネータの定期点検を推奨してい
る。 オルタネータを点検し，接続部にゆるみが生じ
ていないか，バッテリ充電状態が適切かを点検す
る。 エンジンの作動中に電流計（装備されている場
合）を観察し，バッテリおよび電気系統が所定の性
能を発揮しているかを点検する。 必要に応じて修理
を行ってください。

オルタネータとバッテリ充電器が正常に作動してい
るかを確認する。 バッテリの充電状態が適正な場
合，電流計の表示値はほぼゼロになる。 全てのバッ
テリを充電済みの状態で維持してください。 クラン
キング能力は温度の影響を受けるため，バッテリは
暖かい場所で保管する。 バッテリの温度が低すぎる
場合、バッテリを使ってエンジンのクランキングが
できなくなります。 エンジンが長期間運転されてい
ない場合やエンジンの作動時間が短い場合、バッテ
リが十分に再充電されていない可能性があります。
充電不足のバッテリは完全に充電されたバッテリよ
りも容易に凍結します。

i05444907

オルタネータおよびファンベル
ト ‐ 点検

注意
整備または修理をする前にエンジンを停止したこと
を確かめます。

エンジン性能を最大限に発揮させるため，ベルト(1)
に摩耗や亀裂がないか点検します。ベルトが摩耗ま
たは損傷している場合，ベルトを交換します。

• ベルト(1)に，25.4000 mm (1 in)あたり4個を超え
る亀裂が生じている場合，ベルトを交換する必要
があります。

• ベルトに亀裂，割れ，つや，グリースおよび分断
がないか点検します。

図 32 g01347573

代表例

i05196293

オルタネータおよびファンベル
ト ‐ 交換

分解および組立, Alternator Belt - Remove and Install取
外しおよび取付けを参照すること。

i02570716

バッテリ－交換

バッテリは爆発する恐れのある可燃性ガスを放出し
ます。火花は可燃性ガスに点火する原因となる恐れ
があります。これにより、重傷事故または死亡事故
を起こす恐れがあります。

バッテリがエンクロージャに納められている場合
は、適切な換気を確保してください。バッテリの近
くで電気アークまたは火花が発生するのを防ぐため
正しい手順に従ってください。バッテリ作業を行っ
ているときは、喫煙しないでください。
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バッテリ･ケーブルおよびバッテリは、バッテリ･カ
バーを付けたまま取り外さないでください。整備作
業を行う前にバッテリ･カバーを取り外してくださ
い。

バッテリ･カバーを取り付けた状態でバッテリ･ケー
ブルまたはバッテリを取り外すと、バッテリが爆発
して人身事故を起こす恐れがあります。

1.エンジンのスイッチを「OFF」位置にしてくださ
い。電気的負荷をすべて取り除いてください。

2.バッテリ･チャージャのスイッチを切ってくださ
い。バッテリ･チャージャを切り離してくださ
い。

3.マイナス “－” ケーブルが、バッテリの “－” 端子か
ら始動モータのマイナス “－” 端子に接続されてい
ます。このケーブルを、バッテリ “－” 端子から
切り離してください。

4.ケーブル “+” 側がバッテリ “+” 端子から始動モータ
の “+” 端子に接続されています。このケーブル
を、バッテリ “+” 端子から切り離してください。

注記:バッテリは、必ずリサイクルしてください。
バッテリは、絶対に廃棄しないでください。使用済
みバッテリは、適切なリサイクル施設に返却してく
ださい。

5.使用済みバッテリを取り外してください。

6.新しいバッテリを取り付けてください。

注記:ケーブルを接続する前に、エンジン始動ス
イッチが「OFF」位置になっていることを確認して
ください。

7.ケーブルを始動モータからバッテリ “+” 端子に接
続してください。

8.ケーブル “－” 側をバッテリ “－” 端子に接続してく
ださい。

i05156908

バッテリ電解液面 - 点検

エンジンが長期間運転されていない場合やエンジン
の作動時間が短い場合，バッテリが十分に再充電さ
れていない可能性がある。 バッテリの凍結を回避す
るため，完全に充電されているか確認する。 バッテ
リの充電状態が適正な場合，エンジンの運転中に電
流計の表示値はほぼゼロになる。

全ての鉛バッテリには、肌や衣類を焦がす硫酸が含
まれています。バッテリの近くで作業する場合は、
常に保護マスクと保護服を着用してください。

1.フィラ・キャップを取り外してください。電解液
のレベルは，バッテリの “FULL” （上限）マーク
に維持する。

水の補充が必要な場合，蒸溜水を使用する。蒸溜
水が手に入らない場合，ミネラル分の少ないきれ
いな水を使用する。人為的に軟水化処理された水
は使用しないこと。

2.適切なバッテリテスタを使用して，電解液の状態
を点検する。

3.キャップを取付ける。

4.バッテリを清掃する。

バッテリケースの清掃には，次のいずれかの洗剤
を使用する。

• 重曹（ベーキングソーダ）0.1 kg (0.2 lb)とき
れいな水1 L (1 qt)の混合液

• 水酸化アンモニウムの水溶液

バッテリケースは，きれいな水で完全に洗い流す
こと。

i08044307

バッテリまたはバッテリ･ケーブ
ル － 切離し

バッテリ･ケーブルおよびバッテリは、バッテリ･カ
バーを付けたまま取り外さないでください。整備作
業を行う前にバッテリ･カバーを取り外してくださ
い。

バッテリ･カバーを取り付けた状態でバッテリ･ケー
ブルまたはバッテリを取り外すと、バッテリが爆発
して人身事故を起こす恐れがあります。

1.始動スイッチを「OFF」位置にします。イグニッ
ションスイッチ（装着の場合）を「OFF」位置に
してキーを取り除き，すべての電気負荷を除去し
ます。

2.バッテリマイナスターミナルを切り離します。
ケーブルがターミナルに接触していないことを確
認します。12ボルトバッテリが4個ある場合，取
り外すべきマイナス接続部は2箇所になります。

3.プラス接続部を取り外します。

4.切り離したすべての接続部およびバッテリターミ
ナルを清掃します。
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5.目の細かいサンドペーパを用いて，ターミナルと
ケーブルクランプを清掃します。これらの研磨
は，表面に光沢が生じるまで行います。金属部を
削りすぎないでください。削りすぎるとクランプ
が正しく噛み合わなくなる危険性があります。ク
ランプおよびターミナルを，適切なシリコン潤滑
剤またはワセリンでコートします。

6.意図しない通電を防止するため，ケーブル接続部
にはテープを巻き付けておきます。

7.必要なシステムの修理を継続します。

8.バッテリを接続する際は，プラス接続部をつなげ
てから，マイナス接続部をつなげます。

i03829390

ベルト･テンショナ － 点検

図 33 g01382522

代表例

ベルトを取り外します。分解と組立,オルタネータ･
ベルト -取外しと取付けを参照してください。

ベルト･テンショナがしっかりと取り付けられてい
ることを確認します。ベルト･テンショナ(1)に損傷
がないか目視で点検します。テンショナのローラが
自由に回転することを点検します。一部のエンジン
にはガイド･ローラがあります。ガイド･ローラが
しっかりと取り付けられていることを確認します。
ガイド･ローラに損傷がないか目視で点検します。
ガイド･ローラが自由に回転することを確認しま
す。

ベルトを取り付けます。分解と組立,オルタネータ･
ベルト -取外しと取付けを参照してください。

i05444893

冷却系統冷却水（市販ヘビー・
デューティ）－交換

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

次の状態が存在する場合は，推奨保守整備間隔の前
にクーリングシステムを洗浄およびフラッシングし
ます。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• クーラントの発泡が確認された。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注記:クーリングシステムを洗浄する時は，清浄な
水のみを使用します。

ドドレレーーンン

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。
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1.エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷やす
こと。圧力をすべて解放するには，クーリングシ
ステムフィラキャップを徐々に緩めます。クーリ
ングシステムフィラキャップを取り外します。

図 34 g01144180

代表例

2.エンジンのドレーンプラグ(1)を取り外すか，ド
レーンコックを開きます。ラジエータのドレーン
プラグを取り外すか，ドレーンコックを開きま
す。

クーラントを排出させます。

注意
使用済みエンジン冷却水は廃棄するか、またはリサ
イクルしてください。使用済み冷却水をエンジン冷
却系統で再利用するための様々な再生方法が提案さ
れています。パーキンス社で容認できる使用済み冷
却水の再生方法は、完全蒸溜法だけです。

使用済みクーラントの廃棄およびリサイクルに関す
る詳細は，PerkinsディーラまたはPerkinsディスト
リビュータにお問い合わせください。

フラッシング
1.異物を除去するには，きれいな水でクーリングシ
ステムをフラッシングします。

2.エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，ド
レーンコックを閉じます。ラジエータのドレーン
プラグを取り付けるか，ドレーンコックを閉じま
す。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにして
ください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

3.クーリングシステムに清浄な水を補充する。クー
リングシステムフィラキャップを取り付けます。

4.エンジンを始動し，温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)になるまでエンジンをローアイドル
で運転します。

5.エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷やす
こと。圧力をすべて解放するには，クーリングシ
ステムフィラキャップを徐々に緩めます。クーリ
ングシステムフィラキャップを取り外します。エ
ンジンのドレーンプラグを取り外すか，ドレーン
コックを開きます。ラジエータのドレーンプラグ
を取り外すか，ドレーンコックを開きます。水を
排出させます。クーリングシステムをきれいな水
でフラッシングします。

燃料充填
1.エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，ド
レーンコックを閉じます。ラジエータのドレーン
プラグを取り付けるか，ドレーンコックを閉じま
す。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにして
ください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

2.クーリングシステムに市販のヘビーデューティ
クーラントを充填します。クーラントに補助クー
ラント添加剤を追加します。適正量については，
クーリングシステムの仕様の詳細を解説している
取扱説明書,液体の推奨事項（保守整備編）を参
照してください。クーリングシステムフィラ
キャップは取り付けないでください。

3.エンジンを始動して，ローアイドルで運転する。
エンジン回転数をハイアイドルに上げる。エンジ
ンブロックのすき間からエア抜きをするため，エ
ンジンをハイアイドルで1分間運転します。エン
ジンスピードをローアイドルに下げる。エンジン
を停止してください。

4.クーラント量を点検する。クーラントレベルは，
充填用パイプの底から13 mm (0.5 in)以内に維持し
ます。補助ボトル（装着の場合）のクーラントレ
ベルを適切な状態に維持します。
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図 35 g00103639

フィラキャップ

5.クーリングシステムフィラキャップを清掃し，ガ
スケットを点検します。ガスケットが損傷してい
る場合は，古いフィラキャップを廃棄して，新し
いフィラキャップを取り付けます。ガスケットに
損傷がない場合は，適切な加圧ポンプを使用して
フィラキャップの圧力試験を行います。適正圧力
は，フィラキャップの表面に刻印されています。
フィラキャップが適正圧力を保持できない場合
は，新しいフィラキャップを取り付けます。

6.エンジンを始動します。クーリングシステムに漏
れがなく，作動温度が適正であるかを点検しま
す。

i05444913

クーリングシステムクーラント
（ELC）- 交換

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

次の状態が存在する場合は，推奨保守整備間隔の前
にクーリングシステムを洗浄およびフラッシングし
ます。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• クーラントの発泡が確認された。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注記:クーリングシステムを洗浄する時は，ELCを排
出し交換する際にきれいな水のみを使用します。

注記:クーリングシステムから排出を終えた後，
ウォータポンプと水温調整器を点検します。このと
き，必要に応じてウォータポンプ，水温調整器，
ホースを交換します。

ドドレレーーンン

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

1.エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷やす
こと。圧力をすべて解放するには，クーリングシ
ステムフィラキャップを徐々に緩めます。クーリ
ングシステムフィラキャップを取り外します。

図 36 g01144180

代表例
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2.エンジンのドレーンプラグ(1)を取り外すか，ド
レーンコックを開きます。ラジエータのドレーン
プラグを取り外すか，ドレーンコックを開きま
す。

クーラントを排出させます。

注意
使用済みエンジン冷却水は廃棄するか、またはリサ
イクルしてください。使用済み冷却水をエンジン冷
却系統で再利用するための様々な再生方法が提案さ
れています。パーキンス社で容認できる使用済み冷
却水の再生方法は、完全蒸溜法だけです。

使用済みクーラントの廃棄およびリサイクルに関す
る詳細は，PerkinsディーラまたはPerkinsディスト
リビュータにお問い合わせください。

フラッシング
1.異物を除去するには，きれいな水でクーリングシ
ステムをフラッシングします。

2.エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，ド
レーンコックを閉じます。ラジエータのドレーン
プラグを取り付けるか，ドレーンコックを閉じま
す。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにして
ください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

3.クーリングシステムに清浄な水を補充する。クー
リングシステムフィラキャップを取り付けます。

4.エンジンを始動し，温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)になるまでエンジンをローアイドル
で運転します。

5.エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷やす
こと。圧力をすべて解放するには，クーリングシ
ステムフィラキャップを徐々に緩めます。クーリ
ングシステムフィラキャップを取り外します。エ
ンジンのドレーンプラグを取り外すか，ドレーン
コックを開きます。ラジエータのドレーンプラグ
を取り外すか，ドレーンコックを開きます。水を
排出させます。クーリングシステムをきれいな水
でフラッシングします。

燃料充填
1.エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，ド
レーンコックを閉じます。ラジエータのドレーン
プラグを取り付けるか，ドレーンコックを閉じま
す。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにして
ください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

2.クーリングシステムにエクステンデッドライフ
クーラント（ELC）を充填します。クーリングシ
ステムの仕様の詳細については，取扱説明書,
Fluid Recommendations（Maintenanceの項）を参照
してください。クーリングシステムフィラキャッ
プは取り付けないでください。

3.エンジンを始動して，ローアイドルで運転する。
エンジン回転数をハイアイドルに上げる。エンジ
ンブロックのすき間からエア抜きをするため，エ
ンジンをハイアイドルで1分間運転します。エン
ジンスピードをローアイドルに下げる。エンジン
を停止してください。

4.クーラント量を点検する。クーラントレベルは，
充填用パイプの底から13 mm (0.5 in)以内に維持し
ます。補助ボトル（装着の場合）のクーラントレ
ベルを適切な状態に維持します。

図 37 g00103639

フィラキャップ

5.クーリングシステムフィラキャップを清掃し，ガ
スケットを点検します。ガスケットが損傷してい
る場合は，古いフィラキャップを廃棄して，新し
いフィラキャップを取り付けます。ガスケットに
損傷がない場合は，適切な加圧ポンプを使用して
フィラキャップの圧力試験を行います。適正圧力
は，フィラキャップの表面に刻印されています。
フィラキャップが適正圧力を保持できない場合
は，新しいフィラキャップを取り付けます。
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6.エンジンを始動します。クーリングシステムに漏
れがなく，作動温度が適正であるかを点検しま
す。

i05156920

クーリング･システムクーラント
レベル－点検

ククーーラランントト回回収収タタンンククののああるるエエンンジジ
ンン

注記: クーリングシステムはPerkins提供のものでな
い場合もある。 以降の手順は，一般的なクーリング
システムに関するものである。 手順の詳細について
は，OEM情報を参照。

エンジンを停止して冷やしてからクーラント・レベ
ルをチェックします。

注意
エンジン･クーリング･システムの整備または修理を
行う場合、平らな地面上にエンジンを置いた状態で
手順を実施する必要があります。これにより、クー
ラント･レベルを正確に点検できます。また、クー
ラント･システムにエア･ロックが取り込まれる危険
を回避することもできます。

1.クーラント回収タンクのクーラント･レベルを確
かめます。クーラントレベルは，クーラント回収
タンクの “COLD FULL” （冷間時上限）マークの
レベルに維持する。

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

2.フィラキャップをゆっくり緩めて圧力を解放す
る。フィラ･キャップを取り外します。

3.適切なクーラント混合液をタンクに充填する。適
切なクーラントの種類と混合液については，取扱
説明書, Refill Capacities and Recommendationsを参
照。クーリングシステムの容量については，取扱
説明書, Refill Capacities and Recommendationsを参
照。クーラントは，クーラント回収タンクの
“COLD FULL” （冷間時上限）マークを超えて充
填しないこと。

図 38 g02590196

フィラ･キャップ

4.フィラキャップおよびソケットを清掃する。フィ
ラ･キャップを再度取り付け、クーリング･システ
ムに漏れがないか確認します。

注記:クーラントは、エンジンの通常作動時に加熱
されて膨張します。エンジンの作動時に、さらなる
量のクーラントがクーラント回収タンクに送り込ま
れます。エンジンを停止して冷却すると、クーラン
トはエンジンに戻ります。

ククーーラランントト回回収収タタンンククががなないいエエンンジジ
ンン

エンジンを停止して冷やしてからクーラント・レベ
ルをチェックします。

図 39 g00285520

クーリング・システム・フィラ・キャップ
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加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

1.圧力を解放するため、クーリング・システム・
フィラ・キャップをゆっくり取り外します。

2.用途に適した最大のマークでクーラント･レベル
を維持します。エンジンにサイト･ガラスが装着
されている場合は、クーラント･レベルをサイト･
ガラスの適正なレベルに維持してください。

3.クーリングシステムフィラキャップを清掃し，ガ
スケットを点検する。ガスケットが損傷していた
場合は，古いフィラキャップを廃棄して，新しい
フィラキャップを取り付ける。ガスケットに損傷
がない場合は，適切な加圧ポンプを使用してフィ
ラキャップの圧力試験を行う。適正圧力は，フィ
ラキャップの表面に刻印されている。フィラ
キャップが適正圧力を維持できない場合は，新し
いフィラキャップを取り付ける。

4.クーリング・システムに漏れがないか点検しま
す。

i05156876

冷却系統冷却水添加剤（SCA）
－ 試験／添加

冷却系統の冷却水添加剤にはアルカリが含まれてい
ます。人身事故を防ぐために、皮膚や目に触れない
ようにしてください。冷却系統の冷却水添加剤は飲
まないでください。

SSCCAA濃濃度度のの試試験験

ヘヘビビーーデデュューーテティィククーーラランントト//不不凍凍液液おおよよ
びびSSCCAA

注意
冷却水添加剤の濃度は、推奨値である6%を下回らな
いようにしてください。

SCA濃度の確認には，クーラントコンディショナテ
ストキットを使用する。

必必要要にに応応じじたた、、SSCCAAのの追追加加

注意
冷却水添加剤濃度は、推奨値を超えないようにして
ください。冷却水添加剤の濃度が高すぎる場合は、
冷却系統の高温部表面に堆積物が形成され、エンジ
ンの熱伝導率が低下することがあります。熱伝導の
低下はシリンダへット等の高温になる部分に亀裂を
発生させる原因となる恐れがあります。また冷却水
添加剤の濃度が高すぎると、ラジエータ･チューブ
の閉塞、オーバーヒート、ウォータ･ポンプ･シール
摩耗の促進などが発生する恐れもあります。冷却水
液体添加剤とスピン･オン･エレメント（装着の場
合）を同時に使用しないでください。これらの添加
剤を一緒に使用すると、冷却水添加剤の濃度が推奨
値の上限を超えることがあります。

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

注意
エンジン･クーリング･システムの整備または修理を
行う場合、エンジンが平地にある状態でこの手順を
実施する必要があります。 これにより、クーラン
ト･レベルを正確に点検できます。また、クーラン
ト･システムにエア･ロックが取り込まれる危険を回
避することもできます。

1.クーリング･システムのフィラ･キャップをゆっく
りゆるめ、圧力を解放してください。クーリン
グ･システム･フィラ･キャップを取り外します。

注記:抜取った液体類については、必ず地域の法規
則に従って廃棄してください。

2.必要に応じて、クーリング･システムからクーラ
ントを適切な容器に一部抜取り、SCAの追加容量
を確保してください。

3.適正量のSCAを追加する。 SCAの要件に関する詳
細は取扱説明書,再充填容量と推奨事項を参照。
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4.クーリングシステムフィラキャップを清掃し，ガ
スケットを点検する。ガスケットが損傷していた
場合は，古いフィラキャップを廃棄して，新しい
フィラキャップを取り付ける。ガスケットに損傷
がない場合は，適切な加圧ポンプを使用してフィ
ラキャップの圧力試験を行う。適正圧力は，フィ
ラキャップの表面に刻印されている。フィラ
キャップが適正圧力を維持できない場合は，新し
いフィラキャップを取り付ける。

i05444937

クランクケース･ブリーザ（キャ
ニスタ）‐ 交換

注意
整備または修理をする前にエンジンを停止したこと
を確かめます。

1.容器をキャニスタ(2)の下に設置します。

2.キャニスタの外側を清掃します。キャニスタの取
外しには，適切なツールを使用します。

図 40 g01392831

代表例

3.新しいキャニスタのOリングシール(1)を清浄なエ
ンジン潤滑油で潤滑します。

4.新しいキャニスタを取り付ける。キャニスタを回
転させて，Oリングシールをシール面(3)に接触さ
せます。さらにキャニスタを¾回転させます。

5.容器を取り外します。使用済みのキャニスタと流
出したオイルを安全な場所に廃棄します。

i05156902

被駆動装置 - 点検

被駆動装置に対する次のメンテナンスで推奨される
事項の詳細については，OEM仕様を参照。

• 点検

• 調整

• 潤滑

• その他のメンテナンスの推奨事項

被駆動装置についてOEMの推奨するメンテナンス
は，すべて実施すること。

i02657816

エンジン－清掃

高電圧により重傷事故または死亡事故を起こす恐れ
があります。

湿気のために導電パスが形成されることがありま
す。

電気系統がOFFになっていることを確かめてくださ
い。始動制御装置をロックし、制御装置に ““運転禁
止”” の札を取り付けてください。

注意
エンジン上に堆積しているグリースおよびオイルに
よって火災が発生する恐れがあります。常にエンジ
ンをきれいな状態に保ってください。エンジン上に
クズや液体がこぼれて堆積している場合は、必ず取
り除いてください。

注意
一部のエンジン構成部品は、エンジン清浄の際に洗
浄されないよう保護しないと、エンジンの保証が無
効になる場合があります。エンジンは洗浄前に、1
時間冷ましてください。

エンジンを定期的に洗浄することを推奨します。エ
ンジンをスチーム洗浄することによって、堆積した
オイルやグリースを除去できます。エンジンを洗浄
することで、次の利点が得られます。

• 液体漏れを容易に検知できる
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• 熱伝導率を最大化できる

• 保守整備が容易になる

注記:エンジンを洗浄する際には、水を使いすぎて
電気構成部品を損傷しないよう、注意を払ってくだ
さい。加圧水やスチームをケーブル・コネクタやコ
ネクタ後部のケーブル分岐点に向けないようにして
ください。洗浄水がオルタネータ、スタータ、ECM
といった電装部品にかからないようにしてくださ
い。エンジン洗浄の際、燃料噴射ポンプに洗浄水が
かからないように、保護してください。

i05156895

エンジン･エア･クリーナ･エレメ
ント(デュアル･エレメント) - 清
掃／交換

注意
エア･クリーナ･エレメントを装着しない状態で、エ
ンジンを絶対に運転しないでください。エア･ク
リーナ･エレメントが損傷した状態で、エンジンを
絶対に運転しないでください。プリーツ、ガスケッ
トまたはシールの損傷しているエア･クリーナ･エレ
メントは使用しないでください。エンジンに塵埃が
侵入してエンジン構成部品の早期摩耗および損傷を
起こします。エア･クリーナ･エレメントは、浮遊し
ている塵埃が空気取入れ口から侵入するのを防止し
ます。

注意
エンジンに塵埃が侵入するため、エンジン運転中に
は絶対にエア･クリーナ･エレメントの保守整備作業
を行わないでください。

エエアア･･ククリリーーナナ･･エエレレメメンントトのの整整備備

注記:エアフィルタシステムはPerkins提供のもので
ない場合もある。以降の手順は，一般的なエアフィ
ルタシステムに関するものである。手順の詳細につ
いては，OEM情報を参照。

エア･クリーナ･エレメントが詰まった場合、エア圧
力によってクリーナ･エレメント材が裂ける恐れが
あります。ろ過されていないエアは、エンジン内部
の摩耗を著しく早めます。各自の用途に適したエア
クリーナエレメントについては，OEM情報を参照。

• プレクリーナ（装着の場合）およびダストボウル
に汚れや異物が溜まっていないかを毎日点検す
る。必要に応じて汚れおよび異物をすべて除去
します。

• 異物の多い環境で運用する場合は，より頻繁なエ
アクリーナエレメントの整備が必要になることが
ある。

• エア･クリーナ･エレメントは少なくとも年に1回
は交換します。この交換は清掃回数に関わりな
く実施してください。

汚れたエアクリーナエレメントを，清浄なものと交
換する。取り付ける前に、エア･クリーナ･エレメン
トのフィルタ材質に裂け目や穴がないか十分に点検
してください。エア･クリーナ･エレメントのガス
ケットまたはシールが損傷していないか点検しま
す。エア･クリーナ･エレメントは、交換用として適
正数量を維持しておきます。

二二重重エエレレメメンントト･･エエアア･･ククリリーーナナ

二重エレメント･エア･クリーナは、プライマリ･エ
アクリーナ･エレメントならびにセコンダリ･エア･
クリーナ･エレメントから構成されています。

プライマリエアクリーナエレメントは，清掃と点検
を適切に行うことで，最大6回まで使用できる。プ
ライマリ･エア･クリーナ･エレメントは、少なくと
も1年に1度交換してください。この交換は清掃回数
に関わりなく実施してください。

セカンダリエアクリーナエレメントについては，部
品供給ができない。セカンダリエアクリーナエレメ
ントの交換が必要な場合は，OEM情報を参照するこ
と。

エンジンをホコリのある汚れた環境で運転している
時は、より頻繁にエア･クリーナ･エレメントを交換
する必要があります。

図 41 g00736431

(1)カバー
(2)プライマリ･エア･クリーナ･エレメント
(3)セカンダリ･エア･クリーナ･エレメント
(4)エア・インレット

1.カバーを取り外します。プライマリ･エア･クリー
ナ･エレメントを取り外します。

2.セコンダリ･エア･クリーナ･エレメントは、プラ
イマリ･エア･クリーナ･エレメントを3回清掃する
度に取り外して廃棄してください。

注記: “プライマリ･エア･クリーナ･エレメントの清
掃”を参照してください。

3.ゴミが入らないよう，エアインレットをテープで
塞いでおく。
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4.エア･クリーナ･カバーおよび本体の内部を清潔で
乾いた布で清掃します。

5.エアインレットからテープを取り外す。セコンダ
リ･エア･クリーナ･エレメントを取り付けます。
新品もしくは清掃済みのプライマリ･エア･クリー
ナ･エレメントを取り付けます。

6.エア･クリーナ･カバーを取り付けます。

7.エア･クリーナ･サービス･インジケータをリセッ
トします。

ププラライイママリリ･･エエアア･･ククリリーーナナ･･エエレレメメ
ンントトのの清清掃掃

プライマリフィルタエレメントで行える清掃回数の
上限については，OEM情報を参照すること。プライ
マリ･エア･クリーナ･エレメントを清掃する時は、
フィルタ材にはがれや破れがないか点検します。プ
ライマリ･エア･クリーナ･エレメントは、少なくと
も1年に1度交換してください。この交換は清掃回数
に関わりなく実施してください。

注意
エアクリーナエレメントを叩いたり，強い衝撃を与
えたりしないこと。

プライマリエアクリーナエレメントは水で洗浄しな
いこと。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃は，低圧
（最大207 kPa; 30 psi）の圧縮空気またはバキューム
掃除機を用いて行う。

エアクリーナエレメントを損傷させないように十分
な注意を払うこと。

プリーツ，ガスケット，シールが損傷したエアク
リーナエレメントは使用しないこと。

プライマリエアクリーナエレメントで行える清掃回
数の上限については，OEM情報を参照すること。プ
ライマリエアフィルタエレメントの清掃は3回以上
行わない。プライマリエアクリーナエレメントは，
少なくとも1年に1度交換する。

エアフィルタエレメントを清掃しても，その寿命が
延びるわけではない。

プライマリエアクリーナエレメントを清掃する前に
は，目視点検を実施する。エアクリーナエレメント
については，プリーツ，シール，ガスケット，アウ
タカバーに損傷がないかを確認する。損傷のあるエ
アクリーナエレメントは廃棄する。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃法は2種
類存在する。

• 圧縮空気を使用した清掃

• バキューム掃除機での清掃

圧圧縮縮空空気気をを使使用用ししたた清清掃掃

圧縮空気によっては、人身事故を起こす恐れがあり
ます。

正しい手順に従わないと、人身事故を起こす恐れが
あります。圧縮空気を使用する場合は、保護マスク
および保護服を着用してください。

清掃に使用する場合は、ノズルの最高空気圧は
205 kPa (30 psi)未満でなければなりません。

清掃を3回以上行っていないプライマリエアクリー
ナエレメントは，清掃に圧縮空気を使用できる。
フィルタ処理した最大圧力207 kPa (30 psi)の乾燥圧
縮空気を使用してください。圧縮空気でカーボンや
オイルの付着を除去することはできません。

図 42 g00281692

注記:プライマリ･エア･クリーナ･エレメントを清掃
する時は、汚れの粒子を汚れた面（外側）に押し出
すために常に汚れていない面（内側）から清掃を始
めてください。

圧縮空気がフィルタの縦方向に沿って流れるよう，
エアホースをフィルタに向ける。紙のプリーツを傷
めないよう，プリーツの方向に沿って作業する。紙
のプリーツ表面には，圧縮空気を直接吹き付けない
こと。

注記: “プライマリ･エア･クリーナ･エレメントの点
検”を参照してください。

ババキキュューームム掃掃除除機機ででのの清清掃掃

プライマリエアクリーナエレメントで汚れる面（外
側）からの異物除去には，バキューム掃除機が適し
ている。特にバキューム掃除機の利用は，乾燥して
ホコリの多い環境でプライマリエアクリーナエレメ
ントを毎日清掃する必要がある時に便利である。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃で，汚れ
ていない面（内側）に対する圧縮空気の吹きつけ
は，汚れる面（外側）に対するバキューム掃除機の
適用よりも先に行うことが推奨される。

注記: “プライマリ･エア･クリーナ･エレメントの点
検”を参照してください。
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ププラライイママリリ･･エエアア･･ククリリーーナナ･･エエレレメメンントトのの
点点検検

図 43 g00281693

汚れのない乾燥したプライマリ･エア･クリーナ･エ
レメントを点検します。暗室あるいは同様の施設で
は、60ワットの青色電灯を使用してください。青色
電灯をプライマリ･エア･クリーナ･エレメントの内
側に置きます。プライマリ･エア･クリーナ･エレメ
ントを回転させます。プライマリ･エア･クリーナ･
エレメントの破れおよび/あるいは穴を点検します。
プライマリ･エア･クリーナ･エレメントのフィルタ
材を通して明かりが漏れてくる箇所がないかを点検
します。必要に応じて、同じ部品番号の新しいプラ
イマリ･エア･クリーナ･エレメントを使った比較で
結果の確認をしてください。

フィルタ材に破れおよび/あるいは穴があるプライマ
リ･エア･クリーナ･エレメントは使用しないでくだ
さい。プリーツ、ガスケットまたはシールが損傷し
ているプライマリ･エア･クリーナ･エレメントは使
用しないでください。損傷しているプライマリ･エ
ア･クリーナ･エレメントは廃棄してください。

i02657888

エンジン･エア･クリーナ･エレメ
ント（シングル･エレメント） ‐
点検／交換

取扱説明書, エンジン･エア･クリーナ･サービス･イ
ンジケータ－点検をご参照ください。

注意
エア･クリーナ･エレメントを装着しない状態で、エ
ンジンを絶対に運転しないでください。エア･ク
リーナ･エレメントが損傷した状態で、エンジンを
絶対に運転しないでください。プリーツ、ガスケッ
トまたはシールの損傷しているエア･クリーナ･エレ
メントは使用しないでください。エンジンに塵埃が
侵入してエンジン構成部品の早期摩耗および損傷を
起こします。エア･クリーナ･エレメントは、浮遊し
ている塵埃が空気取入れ口から侵入するのを防止し
ます。

注意
エンジンに塵埃が侵入するため、エンジン運転中に
は絶対にエア･クリーナ･エレメントの保守整備作業
を行わないでください。

このエンジンは、多種多様のエア・クリーナを取り
付けて使用することができます。エア・クリーナの
正しい交換手順については、OEMからの資料をご参
照ください。

i02570708

エンジン･エア･フィルタ･サービ
ス･インジケータ - 点検

一部のエンジンには、異なるサービス･インジケー
タが装備されている場合があります。

一部のエンジンには、吸気圧力の差圧ゲージが装備
されています。 吸気圧力の差圧ゲージは、エア･ク
リーナ･エレメントの前で測定された圧力およびエ
ア･クリーナ･エレメントの後で測定された圧力差を
表示します。エア･クリーナ･エレメントが汚れる
と、圧力差が大きくなります。ご使用のエンジンの
サービス･インジケータがここに記載されているも
のと異なる場合は、OEMの推奨事項に従ってエア･
クリーナ･サービス･インジケータの手入れを行って
ください。

サービス･インジケータはエア･クリーナ･エレメン
トに取り付けられている場合もあれば、離れた場所
に取り付けられている場合もあります。

図 44 g00103777

代表的なサービス･インジケータ

サービス･インジケータの表示を見てください。以
下のいずれかの状態になったら、エア･クリーナ･エ
レメントを清掃するか交換してください。

• 黄色のダイアフラムが赤い領域に入っている。

• 赤色のピストンが目に見える位置でロックされて
いる。

ササーービビスス･･イインンジジケケーータタのの試試験験

サービス･インジケータは重要な計器です。
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• 簡単にリセットできるかどうか確認してくださ
い。サービス･インジケータは、2回以下の押し
操作でリセットできなければなりません。

• エンジンが定格速度に達したとき、黄色いコアの
動きを点検してください。黄色いコアは、到達
する最大負圧付近でラッチするはずです。

サービス･インジケータが容易にリセットしない場
合、または黄色のコアが最大負圧でラッチしない場
合は、サービス･インジケータを交換してくださ
い。新しいサービス･インジケータがリセットしな
い場合は、サービス･インジケータの穴が詰まって
いる可能性があります。

ホコリが非常に多い環境では、サービス･インジ
ケータは頻繁に交換する必要があります。

i06090135

エンジン･エア･プレクリーナ -
清浄
(装着の場合)

図 45 g00287039

代表例
(1)羽付ナット
(2)カバー
(3)ボディ

蝶ナット(1)とカバー(2)を外します。ボディー(3)
の汚れと残滓の堆積を点検します。必要であればボ
ディーを清掃します。

プレクリーナの清掃後，カバー(2)および羽付ナット
(1)を取り付けます。

注記:汚れた環境でエンジンが運用されている場合
は，より頻繁な清掃が必要になります。

i07892069

エンジン･マウント（防振装置) -
点検

注記: エンジンマウントは，Perkinsにより提供され
ていない場合があります。 エンジンマウントおよび
ボルトの適切なトルクの詳細については，OEM 
（Original Equipment Manufacture，相手先ブランド製
造メーカー）にお問い合わせください。

エンジンマウントが劣化していないか，またボルト
が適切なトルクで締め付けられているかを点検しま
す。 過度なエンジンの振動が起こる原因としては，
次の状況が考えられます。

• エンジンの誤った取付け

• エンジンマウントの劣化

• エンジンマウントの緩み

劣化が確認されたエンジンマウントは，すべて交換
する必要があります。推奨トルクについては，OEM
の情報を参照してください。

もしエンジンマウントがPerkinsによって供給されて
いる場合は，整備手順はエンジンの分解および組立
マニュアルに記載されています。

i06059874

エンジンオイルレベル-点検

高温のオイルまたは構成部品によって人身事故を起
こす恐れがあります。高温のオイルまたは構成部品
が皮膚に触れないようにしてください。

図 46 g01165836

(Y) “Min” （最低）マーク。 (X) “Max” （最大）マー
ク。
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図 47 g02173847

(L) “Min” （最低）マーク。 (H) “Max” （最大）マー
ク。

注意
この保守整備はエンジンが停止している状態で行っ
てください。

注記:正確なレベル位置を取得するため，エンジン
が水平な状態ないし正常な運転位置にあることを確
認してください。

注記:エンジンのスイッチを「OFF」位置にした後
は，エンジンオイルがオイルパンに戻るまで10分間
待機してください。次にオイルレベルを点検しま
す。

1.オイルレベルをエンジンオイルレベルゲージの
“ADD” （追加）マーク(Y)と “FULL” （最大）
マーク(X)の間で維持します。または，Hマーク
とLマークの間で維持します。クランクケースに
過剰に充填しないでください。

注意
オイル･レベルが “FULL（上限）” マーク以上でエン
ジンを運転すると、クランクシャフトがオイル中に
入る恐れがあります。クランクシャフトがオイル中
に浸かったときに生じる気泡によって、オイルの潤
滑特性が低下し、出力の損失が生じる恐れがありま
す。

2.必要であれば，フィラキャップを取外し，オイル
を補充すること。オイルフィラキャップを洗浄す
る。フィラキャップを取り付ける。

i05156914

エンジンオイルサンプル-採取

エンジン潤滑用のオイルの状態は，予防メンテナン
スプログラムの一部として定期的に点検することも
できる。 Perkinsは，オプションの1つとしてオイル
サンプリングバルブを用意している。 オイルサンプ
リングバルブ（装着の場合）の目的は，エンジン潤
滑オイルのサンプル収集を定期的に行うことであ
る。 オイルサンプリングバルブは，フィルタヘッド
またはシリンダブロックに配置されている。

Perkinsは，オイルのサンプル採取について，サンプ
リングバルブの使用を推奨している。 サンプリング
バルブを使用することで，サンプルの品質および一
貫性が向上する。 サンプリング・バルブの場所に
より、通常のエンジンの運転中に加圧されて流れて
いるオイルを入手することができます。

ササンンププルルおおよよびび分分析析のの入入手手

高温のオイルまたは構成部品によって人身事故を起
こす恐れがあります。高温のオイルまたは構成部品
が皮膚に触れないようにしてください。

最大限に正確な分析結果を得るには，オイルのサン
プル収集前に次の情報を記録しておくこと。

• サンプル収集の実行日

• エンジン･モデル

• エンジン番号

• エンジンの稼働時間

• 最終オイル交換以降の累積時間

• 最終オイル交換以降の充填オイル量

サンプルの格納容器に汚れや水分がないことを確認
する。同じくサンプルの格納容器については，適切
なラベル表示がされている必要がある。

クランクケース内のオイルを代表するサンプルを採
取するために、よく攪拌された暖かいオイルをサン
プルとして採取します。

オイル・サンプルへの異物混入を避けるために、サ
ンプル採取に使用されるツールや備品に汚れがない
ようにします。
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このサンプル試験では，オイルの品質,オイルに混
入したクーラントの有無,オイルに混入した金属粒
子（鉄分）の有無およびオイルに混入した金属粒
子（鉄分以外）の有無を確認できる。

i05444887

エンジンオイルおよびフィルタ-
交換

高温のオイルまたは構成部品によって人身事故を起
こす恐れがあります。高温のオイルまたは構成部品
が皮膚に触れないようにしてください。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整、修理作業中に
液体類がこぼれないようにしてください。液体類の
入っている部分を開いたり、液体類の入っている構
成部品を分解する際には、液体類を回収する適切な
容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

エンジンが冷めているときにエンジン潤滑油を抜き
取らないでください。エンジン潤滑油が冷めている
と，浮遊廃物粒子がオイルパンの底に沈殿します。
オイルを冷めた状態で排出すると，こうした廃物粒
子を取り除くことができません。オイルパンの排出
は，エンジンが停止した状態で行ってください。オ
イルパンからの排出は，オイルが温かいうちに行っ
てください。この抜き取り手順に従うことで，オイ
ル中に浮遊している廃物粒子を適切に排出させるこ
とができます。

この推奨手順に従わないと，新しいオイルを充填し
ても，エンジンの潤滑系統を廃物粒子が循環するこ
とになります。

エエンンジジンン潤潤滑滑油油のの排排出出

注記:使用する容器のサイズが，廃棄オイルを収集
できる大きさであることを確認してください。

通常の作動温度でのエンジン回転後，エンジンを停
止させます。下記のいずれかの方法により，エンジ
ンのオイルパンの排出を行います。

図 48 g01333817

代表例

• ドレーンバルブの装備エンジンの場合，ドレーン
バルブのノブを反時計回り方向に回してオイルを
排出させます。オイルの排出後，ドレーンバル
ブのノブを時計回り方向に回してドレーンバルブ
を閉じます。

• エンジンにドレーンバルブが装備されていない場
合は，オイルドレーンプラグ(1)を取り外してオイ
ルを排出できます。エンジンに浅いオイルパン
が装備されている場合は，下部のオイルドレーン
プラグをオイルパンの両端から取り外してオイル
を排出します。

オイルの排出後，オイルドレーンプラグを清掃して
取り付けます。必要に応じて，Oリングシールを交
換します。ドレーンプラグは34 N·m (25 lb ft)で締め
付てください。

オオイイルル･･フフィィルルタタのの交交換換

注意
Perkinsのオイルフィルタは，Perkinsの仕様に準拠し
て製造されています。 Perkins推奨品以外のオイル
フィルタを使用すると，未濾過オイルに由来するサ
イズの大きい廃物粒子がエンジン潤滑システムに侵
入して，エンジンベアリングやクランクシャフトな
どに重大な損傷が起きる恐れがあります。 オイル
フィルタは，Perkins推奨のものだけを使用してくだ
さい。

1.適切な工具を用いてオイルフィルタを取り外しま
す。

注記:予防メンテナンスプログラムの一環として以
下の作業を行うことができます。
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2.適切な工具を用いて，オイルフィルタを切り開き
ます。プリーツを押し広げ，オイルフィルタに残
された金属片を確認します。オイルフィルタに金
属片が多く残っている場合，早期摩耗や未修理の
故障が存在している可能性があります。

磁石を用いて，エレメントに残された金属が鉄類
か非鉄金属かを確認します。鉄類であれば，摩耗
したエンジン部品は，鋼鉄または鋳鉄で作られた
部分である可能性が示唆されます。

非鉄金属であれば，摩耗したエンジン部品は，ア
ルミニウム，黄銅，青銅で作られた部分である可
能性が示唆されます。影響を受けている恐れがあ
る部品には，メインベアリング,ロッドベアリン
グおよびターボチャージャベアリングなどが該
当します。

正常な状態でもある程度の摩耗や摩擦は生じてい
るので，オイルフィルタに少量の破片が見つかる
のは異常ではありません。

図 49 g01333549

代表例

3.シール面(2)の汚れを落とします。

4.清浄なエンジンオイルを新しいオイルフィルタの
Oリングシール(3)に塗布します。

注意
取り付ける前にオイル･フィルタにオイルを上限ま
で充填しないでください。このオイルはろ過されて
おらず、汚れていることがあります。汚れたオイル
によって、エンジン構成部品の摩耗が進みます。

5.新しいオイルフィルタを取り付けます。 Oリング
がシール面(2)に接触するまで，オイルフィルタ
を回します。さらにオイルフィルタを¾回転させ
ます。

注記:一部のオイルフィルタは，水平方向に取り付
けられている場合があります。図50をご参照くだ
さい。このタイプのオイルフィルタアセンブリにつ
いては，フィルタの取外し前に排出できます。ド
レーンプラグ(4)の締付けトルクは12 N·m (8 lb ft)で
す。必要に応じて，新しいOリングシール(5)を取り
付けます。このオイルフィルタについても，手順1
からの取外しおよび取付け操作を行ってください。

図 50 g01169166

代表例

オイルパンの充填
1.フィラキャップを取り外す。適切なオイルの詳細
については，本取扱説明書,液体に関する推奨事
項を参照してください。適切な量の新しいエンジ
ン潤滑油を，オイルパンに充填します。充填容量
の詳細については，本取扱説明書,交換時の容量
を参照してください。

注意
補助オイルフィルタシステムやリモートフィルタシ
ステムを装着している場合は，OEMまたはフィルタ
製造メーカからの推奨事項に従ってください。クラ
ンクケースに充填されるオイルに過不足があると，
エンジンが損傷する原因になる場合があります。

2.エンジンを始動し， “ローアイドル” で2分間運転
します。この手順は，潤滑系統およびオイルフィ
ルタにオイルを充填させるためのものです。オイ
ルフィルタにオイル漏れがないか点検します。
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3.エンジンを停止し，オイルがオイルパンに戻るま
で最低10分間待機します。

図 51 g01165836

(Y) “Min” （最低）マーク。 (X) “Max” （最大）マー
ク。

4.エンジンオイルレベルゲージを抜いて，オイルレ
ベルを点検します。オイルレベルは，エンジンオ
イルレベルゲージの「 “MIN” 」（最低）マークと
「 “MAX” 」（最大）マークの間になるよう維持
します。

i05444934

エンジンオイルおよびフィルタ-
交換
(CG-4オイル)

一部のエンジンでは，CG-4オイルを使用できます。
エンジン出力は，168 kW (225 hp未満である必要が
あります。 このグレードのエンジンオイルを使用す
る場合，250サービス時間ごとにエンジンオイルお
よびエンジンオイルフィルタを交換する必要があり
ます。

詳細については，本取扱説明書, 液体に関する推奨
事項を参照してください。

エンジンオイルおよびエンジンオイルフィルタの交
換には，標準的な500サービス時間の手順と同じ整
備手順を使用してください。

i05444888

Engine Valve Lash - Inspect/
Adjust

エンジン耐用年数を最大限に延ばすため，潤滑およ
び予防メンテナンス計画の一環としてPerkins ではこ
のメンテナンスを推奨しています。

注意
この保守整備作業を実施するのは、有資格整備士に
限ります。完全なバルブ･ラッシュ調整手順につい
ては、サービス･マニュアルをご参照いただくか、
あるいは最寄のパーキンス社販売店、またはパーキ
ンス社特約代理店にお問い合わせください。

パーキンス 社製エンジンを不適切なバルブ・ラッ
シュで運転すると、エンジン効率が減退し、その上
エンジン構成部品の耐用年数も短くなります。

この保守整備中は、エンジンが始動できないように
してください。人身事故を防ぐため、始動モータを
使ってフライホイールを回さないでください。

高温のエンジン構成部品によって、火傷事故を起こ
す恐れがあります。バルブ･ラッシュ･クリアランス
の測定／調整を行う前に、充分にエンジンを冷まし
てください。

バルブラッシュを測定する前には，エンジンを停止
したことを確かめる。エンジンバルブクリアランス
の点検と調整は，エンジン温度が高い状態でも低い
状態でも行えます。

詳細については，作動原理，試験および調整, Engine
Valve Lash - Inspect/Adjustを参照してください。

i03297492

ファン･クリアランス－点検

冷却系統には、いくつかの異なるタイプがありま
す。 ファンの清掃に関する詳細については、OEMに
お問い合わせください。

エンジンが停止していることを確認してください。
冷却系統に冷却水が充填されていることを確認して
ください。 カバー(1 とファン( 2 の間のクリアラン
スを点検する必要があります。カバーの端とファ
ン･ブレードの先の間のギャップ( A)を、等間隔の4
箇所で点検してください。
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図 52 g01348394

カバーの端とファン･ブレードの間のクリアランス
（隙間）は、カバーを調節することで変更できま
す。カバーの中心がファンの中心に合っていること
を確認してください。

最大クリアランスは、12.5 mm (0.4921 in)です。最
小クリアランスは、6 mm (0.2362 in)です。

i05444900

フュエルシステム - プライミン
グ

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。

調整および修理を実施する前に，取扱説明書,一般
的な安全注意事項および高圧フュエルラインを参照
してください。

注記:フュエルシステムに対するすべての作業で従
う必要がある清浄度の基準の詳細については，試験
および調整マニュアル, Cleanliness of Fuel System
Componentsを参照してください。

すべての調整および修理については，必ず適切な訓
練を受けた有資格者が行うこと。

注意
連続して30秒以上エンジンをクランキングしないで
ください。エンジンを再びクランキングする前に、
2分間待って始動モータを冷ましてください。

フュエルシステムに空気が混入した場合，エンジン
を始動する前にフュエルシステムから空気を抜く必
要があります。次の状態が生じると，空気がフュエ
ルシステム内に混入することがある。

• フュエルタンクが空の場合またはフュエルタンク
から燃料を一部抜いた場合。

• 低圧側のフュエルラインが切り離されている。

• 低圧フュエルシステムに漏れがある場合。

• フュエルフィルタを交換した場合。
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手手動動フフュュエエルルププラライイミミンンググポポンンププ

次の手順でフュエルシステムのエア抜きをする。

1.フュエル･システムが正常に作動していることを
確かめる。フュエル供給バルブ（装着の場合）が
「 “ON” 」位置になっているか確かめます。

図 53 g01333855

代表?

2.フュエルプライミングポンプ(1)を操作します。
フュエルプライミングポンプの操作の回数をカウ
ントする。フュエルプライミングポンプの操作
は，100回の押し込みでやめます。

3.エンジンフュエルシステムへのプライミングが完
了し，エンジンは始動できるようになっていま
す。

4.エンジンスタータを作動して，エンジンをクラン
クする。フュエルシステムからエアを除去した直
後に，エンジンを始動して最低5分間低速アイド
ル状態でエンジンを作動させます。

注記:この時間の長さでエンジンを作動させると，
フュエル･システムから確実に空気が排出される。

注記:フュエル･システムから空気を排出するのに，
高圧フュエルラインを緩めないこと。このような手
順は不要です。

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整備ま
たは修理をする場合，必ずその前に60秒間待機して
高圧フュエルラインから燃料圧力を解放しなければ
ならない。必要な場合は，細部の調整を行う。低
圧フュエルシステムからの漏れおよび冷却，潤滑ま
たはエアシステムからの漏れをすべて修理する。漏
れが生じている高圧燃料ラインはすべて交換する。
分解および組立マニュアル, Fuel Injection Lines -
Installを参照してください。

作動中のエンジンを点検する場合，必ず該当の点検
手順を実施して流体が身体を貫通する危険を回避し
てください。取扱説明書, General hazard Information
を参照してください。

電動フュエルプライミングポンプ
1.フュエル･システムが正常に作動していることを
確かめる。フュエル供給バルブ（装着の場合）が
「 “ON” 」位置になっているか確かめます。

注意
この電動燃料プライミング･ポンプは、90秒間作動
します。必要に応じて、スイッチを操作して電動燃
料プライミング･ポンプを90秒以内に停止させるこ
とができます。

2.キースイッチを「 “走行” 」位置にします。エレク
トリックプライミングポンプのスイッチを操作す
る。電動フュエルプライミングポンプが90秒間作
動した後，フュエルシステムのプライミングが完
了し，電動フュエルプライミングポンプはオフに
なります。

3.エンジンは始動できるようになっています。

4.エンジンスタータを作動して，エンジンをクラン
クする。フュエルシステムからエアを除去した直
後に，エンジンを始動して最低5分間低速アイド
ル状態でエンジンを作動させます。

注記:この時間の長さでエンジンを作動させると，
フュエル･システムから確実に空気が排出される。

注記:フュエル･システムから空気を排出するのに，
高圧フュエルラインを緩めないこと。このような手
順は不要です。

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。
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エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整備ま
たは修理をする場合，必ずその前に60秒間待機して
高圧フュエルラインから燃料圧力を解放しなければ
ならない。必要な場合は，細部の調整を行う。低
圧フュエルシステムからの漏れおよび冷却，潤滑ま
たはエアシステムからの漏れをすべて修理する。漏
れが生じている高圧燃料ラインはすべて交換する。
分解および組立マニュアル, Fuel Injection Lines -
Installを参照してください。

作動中のエンジンを点検する場合，必ず該当の点検
手順を実施して流体が身体を貫通する危険を回避し
てください。取扱説明書, General hazard Information
を参照してください。

i03829388

燃料系統プライマリ･フィルタ／
ウォータ／セパレータ － 排出

高温の部分や電子部品に燃料がかかると火災の原因
となります。重大事故が起こるのを防ぐために，燃
料フィルタまたはウォータセパレータエレメントを
交換する際には，必ず始動スイッチを切ってくださ
い。漏出した燃料は直ちに拭き取ります。

注意
整備または修理をする前にエンジンを停止したこと
を確かめます。

注意
ウォータ･セパレータ･エレメントは、通常のエンジ
ン運転中は吸引状態になっています。燃料系統に空
気が入るのを防ぐため、ドレーン･バルブがしっか
り締まっていることを確かめてください。

1.ウオータ･セパレータの下に適切な容器を置き、
こぼれ落ちる燃料を受けます。こぼれた燃料はす
べて拭き取ります。

図 54 g01334411

代表例

2.適切なチューブをドレーン( 1)に取り付けます。
ドレーン(1)を開きます。液体類を容器に排出し
ます。

3.ドレーン(1)は必ず手で締め付けてください。
チューブを取り外し、排出した液体類を安全な場
所に廃棄します。

図 55 g01371846

代表例
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注記:すべてのプライマリ・フィルタにベント･スク
リュ( 2)が必要なわけではありません。ベント・ス
クリュが付いたこのプライマリ･フュエル･フィルタ
は、低い位置にフュエル･タンクのあるフュエル･シ
ステムに取り付けることができます。

1.適切なチューブをドレーン( 1)に取り付けます。
ベント･スクリュ( 2)を緩めます。

2.ドレーン(1)を開きます。液体類を容器に排出し
ます。

3.ドレーン(1)は必ず手で締め付けてください。
チューブを取り外し、排出した液体類を安全な場
所に廃棄します。

4.ベント･スクリュを6 N·m (53 lb in)で締め付けま
す。

i05444883

燃料系統プライマリフィルタ
（ウォータセパレータ）エレメ
ント - 交換

タタイイププ11フフィィルルタタ

高温の部分や電子部品に燃料がかかると火災の原因
となります。重大事故が起こるのを防ぐために，燃
料フィルタまたはウォータセパレータエレメントを
交換する際には，必ず始動スイッチを切ってくださ
い。漏出した燃料は直ちに拭き取ります。

注記:フュエルシステムに対するすべての作業で従
う必要がある清浄度の基準の詳細については，試験
および調整マニュアル, Cleanliness of Fuel System
Componentsを参照してください。

注意
整備または修理をする前にエンジンを停止したこと
を確かめます。

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整備ま
たは修理をする場合，必ずその前に60秒間待機して
高圧フュエルラインから燃料圧力を解放しなければ
ならない。必要な場合は，細部の調整を行う。低
圧フュエルシステムからの漏れおよび冷却，潤滑ま
たはエアシステムからの漏れをすべて修理する。漏
れが生じている高圧燃料ラインはすべて交換する。
分解および組立マニュアル, Fuel Injection Lines -
Installを参照してください。

1.このメンテナンスは，燃料供給バルブ（装着の場
合）を「OFF」位置に回してから実施します。
フュエルフィルタアセンブリを清掃します。

2.ウォータセパレータの下には適切な容器を置き，
流出する燃料を受けるようにしておきます。こぼ
れた燃料はすべて拭き取ってください。ウォータ
セパレータの外側を清掃します。

図 56 g01333866

代表例

3.ドレーン(1)に適切なチューブを取り付けます。
ドレーン(1)を開きます。溶液を容器に排出させ
ます。チューブを取り外します。

4.ドレーン(1)を手の力のみで締め付けます。

5.ボウル底部のセンサから，ワイヤリングハーネス
を取り外します（装着の場合）。

6.ボウル(3)を支えながら，ネジ(2)を取り外しま
す。キャニスタ(4)からボウルを取り外します。

7.適切なツールを使用して，キャニスタ(4)を取り外
します。使用済みのシール(5と6)およびキャニス
タを，安全な場所に廃棄します。

8.ボウル(3)を清掃します。
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図 57 g01333552

代表例

9.新しいキャニスタのOリングシール(7)を清浄なエ
ンジンオイルで潤滑します。新しいキャニスタを
取り付ける。キャニスタの取付けには，ツールを
使用しないでください。キャニスタを手で締め付
けます。キャニスタを回転させて，Oリングシー
ルをシール面に接触させます。さらにキャニスタ
を¾回転させて，キャニスタを適切に締め付けま
す。

10.新しいOリングシール(5)をセットスクリュ(2)に
取り付けます。新しいOリングシール(6)をボウ
ル(3)に取り付けます。

11.ボウルとキャニスタの位置を合わせます。セン
サ（装着の場合）が正しい位置になっていること
を確認します。セットスクリュ(2)を取り付けま
す。セットスクリュを5 N·m (44 lb in)のトルクで
締め付けます。

12.ワイヤリングハーネスをセンサに取り付けます
（装着の場合）。

13.容器を取り除き，安全な場所に溶液を廃棄しま
す。

14.セカンダリフィルタは，プライマリフィルタと
同時に交換する必要があります。取扱説明書,
フュエルシステムフィルタ -交換を参照してくだ
さい。

タタイイププ22フフィィルルタタ

高温の部分や電子部品に燃料がかかると火災の原因
となります。重大事故が起こるのを防ぐために，燃
料フィルタまたはウォータセパレータエレメントを
交換する際には，必ず始動スイッチを切ってくださ
い。漏出した燃料は直ちに拭き取ります。

注記:フュエルシステムに対するすべての作業で従
う必要がある清浄度の基準の詳細については，試験
および調整マニュアル, Cleanliness of Fuel System
Componentsを参照してください。

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整備ま
たは修理をする場合，必ずその前に60秒間待機して
高圧フュエルラインから燃料圧力を解放しなければ
ならない。必要な場合は，細部の調整を行う。低
圧フュエルシステムからの漏れおよび冷却，潤滑ま
たはエアシステムからの漏れをすべて修理する。漏
れが生じている高圧燃料ラインはすべて交換する。
分解および組立マニュアル, Fuel Injection Lines -
Installを参照してください。

注意
整備または修理をする前にエンジンを停止したこと
を確かめます。

1.このメンテナンスは，燃料供給バルブ（装着の場
合）を「OFF」位置に回してから実施します。

2.ウォータセパレータの下には適切な容器を置き，
流出する燃料を受けるようにしておきます。こぼ
れた燃料はすべて拭き取ってください。ウォータ
セパレータの外側を清掃します。
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図 58 g01370515

代表例

3.ドレーン(1)に適切なチューブを取り付けます。
ドレーン(1)を開きます。溶液を容器に排出させ
ます。チューブを取り外します。

4.ドレーン(1)を手の力のみで締め付けます。

5.ボウル(3)底部のセンサから，ワイヤリングハーネ
スを取り外します（装着の場合）。

図 59 g01370722

代表例

6.ボウル(3)を反時計回りに回転させ，ボウルを取り
外します。 Oリングシール(2)を取り外します。
ボウルを清掃します。
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図 60 g01370724

代表例

7.適切なツールを使用して，使用済みキャニスタ(4)
を取り外します。

図 61 g01371107

代表例

8.新しいキャニスタのOリングシール(5)を清浄なエ
ンジンオイルで潤滑します。新しいキャニスタ
(6)を取り付けます。キャニスタを回転させて，
Oリングシールをシール面に接触させます。次に
キャニスタを360 °回転させることで，キャニスタ
が適切に締め付けられた状態になります。

9.新しいキャニスタのねじ部の側からキャップ(8)を
取り外し，新しいOリングシール(7)を取り外しま
す。新しいOリングシールをボウル(3)に取り付
けます。

10. Oリングシール(7)を汚れのないエンジンオイル
で潤滑します。ボウルを，新しいキャニスタに取
り付けます。ボウルを15 N·m (11 lb ft)のトルク
で締め付けます。

11.ワイヤリングハーネスをセンサに取り付けます
（装着の場合）。燃料供給バルブを開く。

12.容器を取り除き，安全な場所に溶液を廃棄しま
す。
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13.セカンダリフィルタは，プライマリフィルタと
同時に交換する必要があります。取扱説明書,
フュエルシステムフィルタ -交換を参照してくだ
さい。

i05444905

フュエルシステムセカンダリ
フィルタ -交換
SMCSコード: 1261-510-SE

タタイイププ11フフィィルルタタ

高温の部分や電子部品に燃料がかかると火災の原因
となります。重大事故が起こるのを防ぐために，燃
料フィルタまたはウォータセパレータエレメントを
交換する際には，必ず始動スイッチを切ってくださ
い。漏出した燃料は直ちに拭き取ります。

注記:フュエルシステムに対するすべての作業で従
う必要がある清浄度の基準の詳細については，試験
および調整マニュアル, Cleanliness of Fuel System
Componentsを参照してください。

注意
整備または修理をする前にエンジンを停止したこと
を確かめます。

このフュエルフィルタは，フィルタに排出用の穴が
6個あることで識別できます。図62をご参照くださ
い。

図 62 g01375918

代表例

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整備ま
たは修理をする場合，必ずその前に60秒間待機して
高圧フュエルラインから燃料圧力を解放しなければ
ならない。必要な場合は，細部の調整を行う。低
圧フュエルシステムからの漏れおよび冷却，潤滑ま
たはエアシステムからの漏れをすべて修理する。漏
れが生じている高圧燃料ラインはすべて交換する。
分解および組立マニュアル, Fuel Injection Lines -
Installを参照してください。

1.燃料供給バルブ（装着の場合）が「OFF」位置に
なっていることを確認します。フュエルフィルタ
の下には適切な容器を置き，流出する燃料を受け
るようにしておきます。こぼれた燃料はすべて拭
き取ってください。

図 63 g01333960

代表例

2.フュエルフィルタの外側を清掃します。適切な
ツールを使用してキャニスタ(2)をエンジンから
取り外し，安全な場所にキャニスタを廃棄しま
す。

3.新しいキャニスタに汚れが侵入していないことを
確認します。キャニスタへの燃料充填は，キャニ
スタの取付け前に実施しないでください。新しい
キャニスタのOリングシール(1)を清浄なエンジン
オイルで潤滑します。

4.新しいキャニスタを取り付ける。キャニスタの取
付けには，ツールを使用しないでください。キャ
ニスタを手で締め付けます。

5.キャニスタを回転させて，Oリングシールをシー
ル面に接触させます。キャニスタを4分の3回転さ
せることで，キャニスタが適切に締め付けられた
状態になります。
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6.容器を取り除き，安全な場所に燃料を廃棄しま
す。装着されている場合は，燃料供給バルブを開
きます。

7.フュエルシステムのプライミングを行います。詳
細は，取扱説明書,フュエルシステム，燃料系統
のプライミングを参照してください。

タタイイププ22フフィィルルタタ

高温の部分や電子部品に燃料がかかると火災の原因
となります。重大事故が起こるのを防ぐために，燃
料フィルタまたはウォータセパレータエレメントを
交換する際には，必ず始動スイッチを切ってくださ
い。漏出した燃料は直ちに拭き取ります。

注記:フュエルシステムに対するすべての作業で従
う必要がある清浄度の基準の詳細については，試験
および調整マニュアル, Cleanliness of Fuel System
Componentsを参照してください。

注意
整備または修理をする前にエンジンを停止したこと
を確かめます。

このフュエルフィルタは，フィルタに排出用の穴が
12個あることで識別できます。図64をご参照くだ
さい。

図 64 g01375926

代表例

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整備ま
たは修理をする場合，必ずその前に60秒間待機して
高圧フュエルラインから燃料圧力を解放しなければ
ならない。必要な場合は，細部の調整を行う。低
圧フュエルシステムからの漏れおよび冷却，潤滑ま
たはエアシステムからの漏れをすべて修理する。漏
れが生じている高圧燃料ラインはすべて交換する。
分解および組立マニュアル, Fuel Injection Lines -
Installを参照してください。

1.燃料供給バルブ（装着の場合）が「OFF」位置に
なっていることを確認します。フュエルフィルタ
の下には適切な容器を置き，流出する燃料を受け
るようにしておきます。こぼれた燃料はすべて拭
き取ってください。

図 65 g01333960

代表例

2.フュエルフィルタの外側を清掃します。適切な
ツールを使用してキャニスタ(2)をエンジンから
取り外し，安全な場所にキャニスタを廃棄しま
す。

3.新しいキャニスタに汚れが侵入していないことを
確認します。キャニスタへの燃料充填は，キャニ
スタの取付け前に実施しないでください。新しい
キャニスタのOリングシール(1)を清浄なエンジン
オイルで潤滑します。

4.新しいキャニスタを取り付ける。キャニスタの取
付けには，ツールを使用しないでください。キャ
ニスタを手で締め付けます。

5.キャニスタを回転させて，Oリングシールをシー
ル面に接触させます。次にキャニスタを360 °回
転させることで，キャニスタが適切に締め付けら
れた状態になります。
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6.容器を取り除き，安全な場所に燃料を廃棄しま
す。装着されている場合は，燃料供給バルブを開
きます。

7.フュエルシステムのプライミングを行います。詳
細は，取扱説明書,フュエルシステム，燃料系統
のプライミングを参照してください。

i05156938

燃料タンクの水および沈殿物-排
出

注意
製品の点検,保守整備,試験,調整 and修理作業中に液
体類がこぼれないようにしてください。 液体類の
入っている部分を開いたり、液体類の入っている構
成部品を分解する際には、液体類を回収する適切な
容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。

フフュュエエルルタタンンクク

燃料の品質はエンジンの性能と耐用年数に係わる重
要な要素です。燃料中の水分は、燃料系統に極度の
摩耗を起こすことがあります。

水分混入は，フュエルタンクの充填時に起こる場合
がある。

燃料の加熱および冷却中に結露が起きます。この結
露は、燃料が燃料系統を通過してフュエル･タンク
に戻るときに発生します。これによりフュエル･タ
ンクに水が溜まります。フュエル･タンクの水抜き
を定期的に実施し、信頼できる燃料供給元から燃料
を入手することにより、燃料に水分が溜まるのを除
去すのに役立ちます。

水水分分おおよよびび沈沈殿殿物物をを排排出出ししててくくだだささ
いい。。

フュエル･タンクにはタンク底部から水と沈殿物を
排出できる設備があります。

水と沈殿物を排出するために、フュエル･タンクの
底部にあるドレーン･バルブを開きます。ドレー
ン・バルブを閉じます。

燃料は毎日点検します。フュエルタンク充填後の水
分と沈殿物の排出は，5分間待ってから実行する。

毎日、運転後には燃料補給を行い、湿った空気をタ
ンクから追い出します。これは結露の防止に役立ち
ます。タンクの一番上まで燃料を充填しないでくだ
さい。燃料は温まると膨張します。タンクから燃
料がこぼれる可能性があります。

フュエル･タンクには、供給配管の位置によって水
と沈殿物が、燃料供給配管の末端に溜まる構造のも
のがあります。一部のフュエル･タンクでは、タン
ク底部から直接供給配管に燃料を送り出す構造のも
のもあります。エンジンにそうしたシステムが装備
されている場合は、燃料系統フィルタを定期的にメ
ンテナンスすることが大切です。

燃燃料料貯貯蔵蔵タタンンクク

次の間隔にて，燃料貯蔵タンクから水分と沈殿物を
排出する。

• 毎週

• サービス間隔

• タンク充填時

これにより水分や沈殿物が、燃料貯蔵タンクからエ
ンジンのフュエル･タンクに汲み出されることを防
止できます。

大型貯蔵タンクを移動した場合や補給した場合は、
沈殿物が落ち着くよう、エンジンのフュエル･タン
クに補給するまでに充分時間を置きます。大容量貯
蔵タンク中の内部バッフルも沈殿物を捕捉するのに
役立ちます。貯蔵タンクからポンプ圧送される燃料
を濾過すると、燃料の品質確保に役立ちます。可能
な場合は、ウォータ･セパレータを使用してくださ
い。

i05196300

ホースおよびクランプ － 点検／
交換

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。

運転中のエンジンを点検する場合、必ず適切な点検
手順に従って液体の浸透による危険を避けてくださ
い。取扱説明書,安全に関する一般事項を参照して
ください。

すべてのホースに対し，次の状態に起因した漏れが
ないかを検査する。

• 亀裂

• 軟化

• クランプの緩み

亀裂があったりや軟化したホースは交換してくださ
い。クランプの緩みは，すべて締め付けること。

以下の状態をチェックしてくだい。

• 継手端の損傷や漏れ
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• アウタ・カバーの摩損や切込み

• 補強ワイヤの露出

• アウタ・カバーの部分的な膨張

• ホース加撓部の折れ曲がりや潰れ

• アウタ・カバーに外装部がめり込んでいる

定トルクホースクランプは，標準ホースクランプの
代わりに使用できる。定トルクホースクランプを使
用する場合は，標準クランプと同サイズであること
を確かめること。

極端な温度変化に曝されるホースには硬化が生じ
る。ホースに生じる硬化は，ホースクランプが緩む
原因となる。これにより漏れが生じるおそれがあり
ます。定トルクのホース･クランプを使用すると、
ホース･クランプの緩みを防ぐのに役立ちます。

各設置用途は異なる場合があります。違いは次の要
素により左右されます。

• ホースの種類

• 継ぎ手材質の種類

• ホースの伸縮具合

• 継手の伸縮具合

ホホーーススととククラランンププのの交交換換

フュエルホースの取付けと交換の詳細については，
OEMの資料を参照（装着の場合）。

クーラントシステムおよびそこで用いるホースは通
常，Perkinsからは提供されない。ここに示している
のは，一般的なクーラントホースの交換手順であ
る。クーラントシステムおよびそこで用いるホース
の詳細については，OEMの資料を参照。

加圧システム:高温の冷却水により重度の火傷を負
う恐れがあります。エンジンを停止して，冷却系統
の構成部品が冷えてから冷却系統のフィラキャップ
を開けてください。クーリングシステム圧力キャッ
プをゆっくりとゆるめて，圧力を解放してくださ
い。

1.エンジンを停止してください。エンジンを冷まし
てください。

2.圧力をすべて解放するには、クーリング･システ
ム･フィラ･キャップを徐々に緩めます。クーリン
グ･システム･フィラ･キャップを取り外します。

注記:汚れていない適切な容器を用意して，そこに
クーラントを排出させる。冷却水は再利用すること
ができます。

3.交換しようとするホースより下に水位が到達する
までクーリング･システムから冷却水を排出して
ください。

4.ホース･クランプを取り外してください。

5.古いホースを取り外してください。

6.古いホースを新品のホースに交換してください。

7.トルクレンチを用いてホースクランプを取り付け
る。

注記:使用可能なクーラントについては，本取扱説
明書,液体の推奨事項を参照。

8.クーリング･システムに再充填してください。
クーリングシステムの再充填の詳細については，
OEMの資料を参照。

9.クーリング･システム･フィラ･キャップを洗浄し
ます。クーリングシステムフィラキャップのシー
ルを点検する。シールが損傷していた場合は，
クーリングシステムフィラキャップを交換する。
クーリング･システム･フィラ･キャップを取り付
けます。

10.エンジンを始動します。クーリング・システム
に漏れがないか点検します。

i05156947

ラジエータ - 清掃

ラジエータは通常，Perkinsからは提供されない。 こ
こに示しているのは，一般的なラジエータの清掃手
順である。 ラジエータ清掃の詳細については，OEM
の資料を参照。

注記: 運転環境の状況に応じて清掃の頻度を調整し
てください。

ラジエータを点検し，損傷したフィン, 腐食, 汚れ,
グリース, 虫, 葉, オイル および その他の異物がない
か確認する。 必要に応じて、ラジエータを清掃して
ください。

圧縮空気によっては、人身事故を起こす恐れがあり
ます。

正しい手順に従わないと、人身事故を起こす恐れが
あります。圧縮空気を使用する場合は、保護マスク
および保護服を着用してください。

清掃に使用する場合は、ノズルの最高空気圧は
205 kPa (30 psi)未満でなければなりません。

粘着性のない異物は、加圧空気を使用して取り除く
ことを推奨します。ファンの空気流と反対方向から
圧縮空気を吹き付ける。ノズルはラジエータフィン
から約6 mm (0.25インチ)離すようにする。エアノズ
ルの移動は，ラジエータチューブアセンブリに沿っ
て平行にゆっくり動かす。このようにして、チュー
ブ間の異物を取り除きます。
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清掃には、加圧水を使用することもできます。清掃
用に使用する加圧水は、275 kPa (（40 psi）)より低
くなくてはなりません。付着した泥を柔らかくする
には、加圧水を使用してください。両側からコアの
汚れを落としてください。

グリース除去剤とスチームを使って、オイルとグ
リースを取り除いてください。コアの両側を清掃し
てください。洗浄剤とお湯を使ってコアを洗ってく
ださい。コアを清浄水で入念に洗い流してくださ
い。

ラジエータ内部が目詰まりしている場合は，OEMマ
ニュアルにあるクーリングシステムの洗浄法を参
照。

ラジエータの清掃後，エンジンを始動させる。ロー
アイドルで3～5分間，エンジンを回転させる。エン
ジンスピードをハイアイドルまで上昇させる。この
操作は，異物の除去とコアの乾燥に役立つ。エンジ
ンスピードをローアイドル回転数までゆっくり下げ
てから，エンジンを停止させる。コアの汚れを検査
するために、コアの後ろ側から電球で照らします。
必要に応じて、清掃を繰り返してください。

フィンに破損がないか点検してください。曲がった
フィンは “「コーム」”を使って元の形状に戻すこと
ができます。溶接,マウンチングブラケット,エア配
管,接続,クランプおよびシールの状態を点検す
る。必要に応じて、修理してください。

i05156915

過酷な使用条件 - 点検

苛酷な使用状況とは，公表されている基準値を超え
る状態でエンジンを運用することを意味する。 
Perkins では，次のエンジンパラメータに関する基準
が定められている。

• 各種の性能（出力や回転数の範囲，燃費など）

• 燃料品質

• 運用時の標高

• 保守整備間隔

• オイルの種類とメンテナンス

• クーラントの種類とメンテナンス

• 環境品質

• 設置

• エンジン中の溶液の温度

エンジンの運用状態が基準内であるかを確認したい
場合は，各エンジンの運用基準を参照するか，
PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店に問い合わ
せること。

苛酷な使用状況では，コンポーネントの摩耗が促進
されることがある。苛酷な条件下で運用されるエン
ジンについては，信頼性と稼働時間を最大化するに
あたって，より頻繁なメンテナンスが必要になるこ
とがある。

運用条件は個々の事例ごとに異なるため，苛酷な使
用状況を構成するすべての要素を，ここで特定する
ことはできない。特定のエンジンのみで必要とされ
るメンテナンス要件については，Perkinsディーラま
たはPerkinsの代理店に問い合わせること。

苛酷な使用状況を構成する要素には，運用する環
境，誤った運用手順，誤った整備手順がある。

環環境境要要因因

外気温度 –エンジンは，極端な低温あるいは高温の
環境下で長時間運転される可能性がある。寒冷温度
でエンジンを頻繁に始動および停止すると、カーボ
ンの堆積によりバルブ構成部品を損傷するおそれが
あります。極端に高い吸入空気温度は，エンジン性
能を低下させる。

吸入気の状態 –定期的な清掃を行わないと，エンジ
ンはホコリや汚れの多い環境下で長時間運転され続
ける可能性がある。コンポーネントが，泥，汚れ，
ホコリで覆われた状態になるかもしれない。メンテ
ナンスも困難になる恐れがある。堆積物には腐食性
物質が含まれているおそれがあります。

ビルドアップ –一部のコンポーネントは，特定の化
合物，元素，腐食性物質，塩分による損傷を受ける
恐れがある。

標高 –設定時の想定高度よりも高い標高でエンジン
を運用すると，問題が発生する恐れがある。適切な
調整を行うこと。

誤誤っったた運運用用手手順順

• 低速アイドル回転数での長時間運転

• 頻繁な高温での緊急停止

• 過剰な負荷状態での運転

• 過剰な回転数での運転

• 想定した運用の範囲外での運転

誤誤っったた整整備備手手順順

• 整備間隔の延期

• 燃料，潤滑油，クーラント/不凍液の推奨品以外
の使用

i08031526

始動モータ － 点検

Perkinsからは，スタータモータの定期点検が推奨さ
れています。スタータモータが故障していると，緊
急時にエンジンが始動しない危険性があります。
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始動モータが適切に作動するか点検します。すべて
の電気配線接続部は清浄にし，しっかりと固定しま
す。点検手順および仕様の詳細は，作動原理，試験
と調整マニュアル, Electric Starting System - Testを参
照するか，PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店
にお問い合わせください。

i05401129

ターボチャージャ－点検

ターボチャージャについては定期的な目視点検が推
奨されます。 エンジン運転中のターボチャージャ故
障は，ターボチャージャコンプレッサホイールやエ
ンジンを損傷させる可能性があります。 ターボ
チャージャコンプレッサホイールの損傷は，ピスト
ン，バルブ，シリンダヘッドにも損傷の範囲を広げ
る場合があります。

注意
ターボチャージャ･ベアリングが故障すると、大量
のオイルが吸気システムおよび排気システムに流れ
込む恐れがあります。エンジンの潤滑が滞ると、エ
ンジンに深刻な損傷が生じる恐れがあります。

低速アイドル回転数で長時間運転したために少量の
オイルがターボチャージャに入っても、ターボ
チャージャ･ベアリングが故障しない限り問題は起
こりません。

大幅なエンジン性能の低下（煙が排出される、また
は負荷なしでrpmが上昇する）を伴うターボチャー
ジャ･ベアリングが故障した場合は、ターボチャー
ジャを交換するまでエンジンの運転を停止してくだ
さい。

ターボチャージャの目視点検により，予定外の運転
休止を最小限に抑えることができます。また，ター
ボチャージャの目視点検により，他のエンジン部品
が損傷する潜在的な可能性も抑制できます。

取取外外ししとと取取付付けけ

取外し，取付け，交換に関するオプションは，
PerkinsディーラまたはPerkinsの代理店にお問い合わ
せください。詳細については，分解および組立,
Turbocharger - Remove and Turbocharger - Installおよび
作動原理，試験および調整, Turbocharger - Inspectを
参照してください。

点点検検

注意
ターボチャージャのコンプレッサ･ハウジングを、
点検やコンプレッサの清掃のためにターボチャー
ジャから取り外さないでください。

1.ターボチャージャの排気アウトレットからパイプ
を取り外し，ターボチャージャへのエアインテイ
クパイプを取り外します。パイプにオイルが付着
していないか目視点検します。再組立中に汚れが
侵入しないようにパイプの内側を清掃します。

2.ターボチャージャの明らかな熱変色がないか点検
します。ボルトに緩みや欠落がないか点検しま
す。オイル供給ラインおよびオイルドレーンライ
ンに損傷がないか点検します。ターボチャージャ
のハウジングに亀裂がないか点検します。コンプ
レッサホイールが自由に回転できるか確認しま
す。

3.オイルが付着していないか点検します。オイルが
コンプレッサホイールの裏面から漏れている場合
は，ターボチャージャオイルシールに不具合が発
生している可能性があります。

オイルの付着は，エンジンのローアイドルでの長
時間運転の結果である場合があります。オイル付
着の原因は，エアインテイクラインの閉塞（エア
フィルタの目詰まり）の場合もあり，こうした状
況はターボチャージャの機能を低下させます。

4.タービンアウトレットのハウジングボアが腐食し
ていないか点検します。
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5.エアインテイクパイプおよび排気アウトレットパ
イプをターボチャージャのハウジングに対して確
実に固定させてください。すべてのクランプが正
しく取り付けられ，確実に固定されていることを
確認します。

i05401125

見回り点検

ククラランンククケケーーススブブリリーーザザののチチュューーブブ
のの点点検検

図 66 g01905095

ブリーザチューブ(1)に損傷がないか点検します。
出口(2)が清浄な状態で，障害物がないことを確認し
ます。悪天候の場合は氷が障害物となる可能性があ
ります。

エエンンジジンンのの漏漏れれおおよよびび接接続続のの緩緩みみのの
点点検検

通常，1回の見回り点検に要する時間は数分程度で
す。これらの点検を行うことは，費用のかかる修理
や事故の回避に寄与します。

エンジンの耐用年数を最大限に延ばすには，エンジ
ンの始動前にエンジンコンパートメントを入念に点
検してください。オイルやクーラントの漏れ，ボル
トの緩み，ベルトの摩耗，接続部の緩み，ゴミの堆
積などがないか点検します。必要に応じて修理を行
います。

• ガードは適正な位置になければなりません。損
傷した保護ガードは補修し，欠損している保護
ガードは交換します。

• システムの汚染を防ぐため，エンジン整備の開始
前にはキャップおよびプラグの汚れをすべて拭き
取っておきます。

注意
液体の種類（冷却水、潤滑油、燃料）を問わず、漏
れが生じているときは、液体を清掃してください。
漏れが発見された場合は、発生源を突き止め、漏れ
を修理してください。液体漏れが疑われる場合は、
漏れの発生源を突き止めて修理するか、漏れの疑い
が晴れるまでは、推奨頻度よりも頻繁に液体レベル
を点検してください。

注意
エンジンにグリースやオイルが付着していると，火
災事故の原因となります。堆積したグリースやオイ
ルを除去します。詳細は，本取扱説明書,エンジン
の清掃を参照してください。

• クーリングシステムのホースが正しく確実に固定
されていることを確認します。漏れがないか点
検する。すべてのパイプの状態を点検します。

• ウォータポンプのクーラント漏れを点検します。

注記:ウォーターポンプシールは，クーリングシス
テムのクーラントによって潤滑されています。エン
ジンが冷えて，部品が収縮するにつれ，少量の漏れ
が発生するが，これは異常ではない。

クーラントが著しく漏れている場合は，ウォータポ
ンプの交換が必要であることを示している可能性が
あります。ウォータポンプを取り外す。分解およ
び組立, Water Pump - Remove and Installを参照してく
ださい。詳細については，Perkinsディーラまたは
Perkinsの代理店にお問い合わせください。

• フロントクランクシャフトシール，リアクランク
シャフトシール，オイルパン，オイルフィルタ，
ロッカカバーの潤滑システムに漏れがないか点検
します。

• エアインテイクシステムのパイプおよびエルボに
ついて，亀裂やクランプの緩みがないか点検しま
す。ホースおよびチューブについて，他のホー
スやチューブおよびワイヤリングハーネスとの接
触がないか確認します。

• 回転部品の周囲に障害物がないか確認します。

• オルタネータベルトおよびアクセサリドライブベ
ルトについて，亀裂や破損その他の損傷がないか
点検します。

• ワイヤリングハーネスに損傷がないか点検する。

SJBU8119-04 97
給油整備間隔
見回り点検



複溝プーリのベルトは，セットで交換しなければな
りません。セットのうち1本のベルトだけ交換する
と，そのベルトには交換しなかったベルトより大き
な負荷がかかることになります。古いベルトは引き
伸ばされているからです。新しいベルトに過剰な負
荷がかかると，ベルトが破断する危険性がありま
す。

高高圧圧フフュュエエルルラライインン

高圧燃料に触れると，液体が身体を貫入する原因と
なり，火傷をする危険があります。高圧燃料が飛沫
すると，火災を引き起こす原因となります。検査，
整備および点検の指示に従わないと，重傷事故また
は死亡事故の原因となる場合があります。

エンジンフュエルラインのサービスまたは修理を行
う場合は，事前にエンジンを停止させて10分間待機
し，高圧フュエルラインから燃料圧力を解放させて
おきます。必要な場合は，細部の調整を行う。低
圧フュエルシステムからの漏れおよび冷却，潤滑ま
たはエアシステムからの漏れをすべて修理する。漏
れが生じている高圧燃料ラインはすべて交換する。
分解および組立マニュアル, Fuel Injection Lines -
Installを参照してください。

作動中のエンジンを点検する場合，必ず該当の点検
手順を実施して流体が身体を貫通する危険を回避し
てください。取扱説明書, General hazard Information
を参照してください。

高圧フュエルラインに損傷や燃料漏れの兆候がない
かを目視点検します。損傷や漏れが生じた高圧フュ
エルラインは，すべて交換します。

高圧フュエルラインのすべてのクリップについて，
所定の位置に取り付けられて緩みがないことを確認
します。

• フュエルシステムの残りの部分に漏れがないか点
検します。燃料配管のクランプにゆるみがない
か調べてください。

• 清浄な燃料のみがフュエルシステムに供給される
ようにするには，フュエルタンクからの水および
沈殿物の排出を毎日行う必要があります。

• 配線およびワイヤリングハーネスについて，接続
部の緩みおよびワイヤの摩耗や擦切れがないか点
検します。タイラップに緩みや欠落がないか点
検します。

• アースストラップについて，接続や形状に不良が
ないか点検します。

• バッテリ充電器については，スタータモータのド
レイン電流に対して保護されていないものはすべ
て切り離しておきます。エンジンのバッテリに
ついては，メンテナンスフリーでない場合，バッ
テリの状態および電解液レベルを点検します。

• ゲージ類の状態を点検します。ひび割れている
ゲージ類は交換してください。キャリブレー
ションできないゲージは交換します。

i05444935

ウォータ･ポンプ - 点検

ウォータポンプの故障は，エンジンに過度なオー
バーヒートを引き起こす原因となり，次のような状
況を誘発する可能性があります。

• シリンダヘッドの亀裂

• ピストンの焼き付き

• その他エンジンへの潜在的損傷

図 67 g01249453

(1)水抜き穴

注記:ウォーターポンプシールは，クーリングシス
テムのクーラントによって潤滑されています。エン
ジンが冷えて部品が収縮すると若干の漏れが生じる
のは正常な現象です。

ウォータポンプに漏れがないか目視点検する。

注記:エンジンクーラントがエンジン潤滑システム
に混入した場合，潤滑オイルおよびエンジンオイル
フィルタを交換する必要があります。交換すること
で，クーラントによる汚染を除去し，オイルサンプ
ルが不規則になるのを防止します。

ウォータポンプは，修理できない部品です。新しい
ウォータポンプの取付けについては，分解および組
立マニュアル, Water Pump - Remove and Installを参照
してください。
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保保証証編編

警警告告のの内内容容

排出ガス保証について

このエンジンは，製造時の法律により定められた排
出ガスおよびガス状排出物の基準に適合すると認定
されている可能性があります。このエンジンには排
出ガス保証が適用される可能性があります。お使い
のエンジンが排出ガス認定されているかどうか，お
よび排出ガス保証の対象かどうかを確認するには，
最寄りの認定Perkinsディーラにお問い合わせくださ
い。
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製品およびディーラ情報
注記: 製品識別プレート取付け位置に関しては，取扱説明書の ”製品識別情報”をご参照ください。
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